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     序　とはずがたり　without_being_told


    



    　じきに一つの世が息を引き取り、新たな世が産うぶ声ごえを上げるのだ。


    　無論、この国ではこれまでにも世と時とが移ろうことはあった。されど、それはあくまでも閉じた円環の内側で、ただくるくると順繰りに覇はを競っていたに過ぎない。


    　源げん氏じと平へい家け。あるいは武ぶ家けと公く家げ。もしくは東と西。


    　それらは皆、互いの尾を喰くらい合う二匹の蛇へびでしかなかった。


    　四方を海に囲まれ、緩やかな断絶によって、この国は完成していた。それがために、この国は閉じた円環たりえた。


    　だが、それを打ち破る存在がいる。その存在は内に、あるいは外に。


    　一人の少年がいた。あやかしを視み、刀を手にしていた、ただそれだけの矮わい小しようなる存在。


    　歴史の片隅に名を残すことすらない。墓石の銘もいずれは朽ちる。


    　一いつ柱ちゆうの「神」がいた。唯一にして絶対の力を持つ、途方もなく強大なる存在。歴史すらそれを発端とし、森羅万象未来永えい劫ごうを司つかさどり、語られ続ける神。


    　内より出いでたる少年が、哀かなしき男の宿業を斬きり払った時、閉じた円環は端たん緒しよを開いた。その一刀が断ったのは縛いましめの鎖であったのかもしれない。


    　外より来きたるは始まりにして終わり。


    　ここに問わず語りのあやかしがたりは幕を引く。その結末とて誰だれ一人問わず語らずあやかしの、ただひっそりと消え失せる。


    　語られなかった物語を今はただ騙かたろう。


    　口を閉ざせ。されど、耳を澄まし眼めは見開け。降幕の刻ときであるが故ゆえ。


    



    　終しゆう焉えんの開幕を彩るのは黒。


    　黒く、黒く塗り固められていた。


    　あるいは色などなかったのかもしれない。


    　それでも、見た者が想起するのは黒だっただろう。


    　見えぬのなら、それは黒。正体がわからぬのなら、黒。終わりを告げるものであるならば、やはり黒。


    　その黒はゆっくりと紺こん碧ぺきを乗り越えてこちら側へ向かってくるようだった。その緩慢な動きがことさら不気味で、まるで、ひたひたと命あるものを飲み込もうとする死の様さまに似ていた。


    　見る者が見れば、それは光の奔ほん流りゆうに見えたかもしれない。


    　罪と悪とにまみれた現世から掬すくい上げる救世の御み手てであるのやもしれない。見えていたならば、感動のあまり涙が流れていたかもしれない。


    　それが闇やみの渦であるにしろ光の塊かたまりであったにしろ、意味するところは変わるまい。


    　それに最初に気づいたのは浜辺で遊ぶ子供だった。


    　いつものように、父の舟へとえっちらおっちら網を運ぶ途中、ふと眺めた水平線。その先の先、青と青との境目が揺らいでいた。ちょうど春の盛りに立ち上る蜃しん気き楼ろうのように、朧おぼろ気げで手に触れることが叶かなわぬであろうことは一目で察せられた。


    　それは煙か霞かすみかあるいは霧きり。どこまでも黒く、されど瞳ひとみに映すことは叶わず、触れることも許されない。ただ吸い込まれるような飲み干されるような、黒く輝く影。


    　幼おさな子ごはそれを見て何を思ったであろうか。


    　決して言い表わせるものではない。あれは何か、触れてはいけないものなのだと、ただそう感じる。


    　故ゆえに、幼子は震ふるえた。歓喜、恐怖。あるいは闘争、敵てき愾がい心、もしくは畏い敬けい、信仰。いずれにせよ、極めて原初的な感情をそれに対して抱いた。


    　日増しに陸地へと近づいてくる黒い影に幼子は涙を流した。朝、起きては沖を眺め、日が暮れては波を見つめる。あの朧に黒く輝く存在にじっと視線を注いでいると、それが膨れ上がってくるような錯覚に襲われる。夜中、部屋の暗がりを見つめている時に闇やみが震える様に、それは似ていた。


    　父に伝えても、母に告げても、周りの大人たちに知らせても、誰だれ一人として幼子の言葉に耳を貸す者はいなかった。


    　そのうち同じくらいの歳としの子供たちが、岩屋に閉じこもって肩を抱きながら、少ない語ご彙いでぽつりぽつりとそれについて語り合うようになった。


    　アレとかソレとか単体では意味をなさない抽象的な言葉の羅列ではあったが、指し示すものはどれも同じである。


    　彼らの乏しい語彙が最後に辿たどり着いたのは「神様」という言葉だった。


    　夜や半はんにはそれは村を覆おおいつくそうとしていた。あれほど離れていたはずのものが、潮に乗り、風に舞い、夜陰に紛れて。


    　近づいてくるものに犬が狂ったようにきゃんきゃんと吠ほえ続ける。家々に棲すまう家鳴りの声がやかましく軋きしみを上げる。逃げ惑うようにかさかさと蟲むしが這はい回り、鼠ねずみは群れをなして屋根裏を駆けた。人々はその様子に首を捻ひねりながら、時折不安げに空を眺めた。まるで、世の災いはすべて空から降りたることを知っているかの如ごとく。


    　月明かりは揺れていた。星は流れていた。


    　一瞬の光こう芒ぼうに浮かび上がったのは黒く黒く巨大な、村を覆い尽くすような影。


    　後には耳が痛くなるほどにうるさい静寂があった。


    　果たして人々は気づいただろうか。


    　黒い霞が降りた時、耳をつんざくような犬の遠吠えが止やんだことに。闇の霧が降った時、家鳴りの小鬼が声を失い黙りこくったことに。眼めには映らぬ影が走った時、人は息をすることすら忘れていたことに。


    　朝が来ても村は静けさに包まれていた。


    　浜辺から村へと続く道を一人の少女が歩いてくる。それを迎えた者たちは放つ言葉とてなく、膝ひざを折って眼めを閉じた。
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     壱　再びの旅立ち　leave_on_his_journey_to_the_next_world


    



    　時折、吹き抜ける風が寒かんの戻りを思わせた。


    　それでも日増しに暖かさを増す陽光は、春が深まっていくことを如実に語っている。


    　江え戸どの人々は待ち侘わびた桜の季節に浮き足立っていた。


    　桜が花を付け始めると、待ってましたとばかりに往来には人が溢あふれ始めた。昼ひる日ひ中なかから酒やら茶やら団だん子ごやらを用意している。街全体に弛し緩かんした空気が流れていた。


    　その中に、一人。いやに剣けん呑のんな雰囲気を纏まとった男がいた。痩やせぎすの長身に、狐きつねによく似たするどい眼め。紋無しの羽は織おり袴はかまが風にはためくたびに、往来の人は何か不吉なものを感じてぱっと道を開あけた。


    　この男の生なり業わいと名を知らずとも、何か感じるものがあるのだろう。公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらため、遊ゆ佐さ上こう野ずけの介すけ義よし景かげはそういう男だった。


    　遊佐は人々の反応を気にかけるでもなく、悠々と街を闊かつ歩ぽする。まるで、この世間そのものに大した興味を持っていないようだった。


    「とと様」


    　遊佐の背中へ声をかけたのは童わらし子こだった。


    　振り返った彼の眼は相変わらず鋭い。大の大人でも竦すくみ上がるような目つきだった。それでも、童子はにこにこ笑って、すっと両手を伸ばしてくる。


    「……おう」


    　遊佐は短く言うと、その手を取り童子の身体からだをぐいと抱き上げ肩に乗せてやった。


    　その後ろに、これまたやや頬ほおのこけた女性がそっとついて歩いてくる。細ほそ面おもての美人と言って差し支つかえあるまい。着ているのは臙えん脂じ色の、やや地味な絣かすりだが、彼女の雰囲気にはよく似合っていた。


    　時折、袖そでで口元を覆おおい、けふけふと咳せき込む。その仕草と線の細さが今にも消え入りそうなほどに儚はかなく、見る者の胸をとくと打たせる。


    「別に無理して出てくるこたぁなかったんだぜ」


    　遊佐の言葉に女は黙って首を振る。気丈に振る舞っているが、額ひたいには汗が浮かんでいた。


    　人ひと混ごみの中とはいえ、わずかな距離を歩いただけでこれだ。おとなしく家で休んでいたほうがよかったのでは、と思わずにはいられない。


    「まぁ、俺おれぁどっちでもいいんだがよ」


    　そう言いながらも遊佐は歩幅を縮め、ゆったりとした速度で歩く。


    　妻の気持ちもわからないでもない。久しぶりの外出だ。多少の無理をしてでも来たかったのだろう。


    　それくらいに穏やかな日だった。日差しも、人々の心も、何もかもが祝福されているような一日だった。


    　だというのに、遊佐の気持ちはどこか落ち着かない。


    　妻と子と連れだって、咲き誇る桜の下をそぞろ歩く。


    　どこにだって見られる光景だ。それなのに、どこからか不ぶ躾しつけな視線を感じる。


    　初めは自分の部下が家族連れの遊ゆ佐さに好奇の目でも向けているのかと思ったが、よくよく考えてみれば手下にそんな人間味溢あふれる者などいない。と、そこまで考えてから一人思い当たる者がいた。


    　人間味でいえばあれほど人間臭くさい奴やつもいるまい。


    　気配こそうまく消しているものの、雑踏の中から向ける視線を隠しきれていない。


    　遊佐上こう野ずけの介すけ義よし景かげは人からの視線に敏感だった。これも公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらためという闇やみの稼業に身を置く所以ゆえんであるかもしれない。


    「おう、ちくっと休もう」


    　遊佐は妻子にそう声をかけたが、妻はやや顔をしかめた。自分は大丈夫だと無言で抗議する。


    「青い顔して何言ってやがる。とっとと行くぞ」


    　手近な茶屋の軒下、縁台に腰掛けると遊佐は袂たもとから小銭を出す。


    「ほら、何か買ってこい」


    　銭を握らせると、子供はぱっと顔を輝かせた。母の手を引き、連れだって近くの縁日の出店へと向かう。それを送りだして遊佐は茶に手をつけた。


    「……よく生きてたな。てっきり死んでるもんだと思ったぜ」


    　遊佐の言葉に、背後の声はくすりと笑う。


    「俺おれもそう思ってたんだがな、何な故ぜだか生き残っちまった」


    　その声こわ音ねに自じ嘲ちようの色はない。自みずからが生き残った理由をしっかりと理解しているようだった。


    「今日はたまの休みだったか？　邪魔して悪いな」


    「別に。構いやしねぇよ。いつだって休みみたいなもんだ」


    　──さて、どうしたもんかね。


    　遊佐は懐ふところに手を差し込んで考え込む姿勢を見せる。そうすると、かちりかちりと自分の思考が組み上がっていった。


    　幕府にとって懸案事項だった、内憂である平へい家け残党の掃討はこれをもって終了したことになる。上から言いつけられていた仕事は一つ片付いた。


    　あの男がどんな意図をもっていたかなど遊佐には興味がない。ただ上から押し付けられてくる仕事を完かん璧ぺきにこなしさえすればいいのだ。


    　問題はもう一つ、外患たる存在のことだ。


    　それは狙ねらい定めた国に布教を持って入り込み、いずれその国の根幹である信仰や価値観を塗り変えてしまう強大な存在。そうして国家の拠より所どころたる意思を挫くじいた後に侵攻を開始する。これまでもいくつかの国がひれ伏したと聞いていた。


    　今の幕府が太た刀ち打うちできる存在ではない。鎖国の一点張りでろくすっぽ対策の検討すらしない頭の凝こり固まった連中では、大した策も出せはしないだろう。


    　この国もまた敗れ去るのだ。


    「俺おれもいよいよおまんまの食い上げかね」


    　ぽつりと呟つぶやく。


    　口にしながら遊ゆ佐さはそれでことが済むとは到底思っていなかった。公こう儀ぎ隠おん密みつはいわばこの国の暗部だ。この国の歴史に闇やみから介入し、時に武力を行使して操ってきた。それだけの力を持つ存在は新たな統治者にとってすれば厄やつ介かい者でしかない。敗北の折には、一人残らず消されるだろう。少なくとも自分が統治者であればそうする。公儀隠密として重要な地位を占めていた遊佐はまず間違いなく殺される。


    　だが、遊佐は死ねない。まだ死ぬわけには行かない。


    「大おお久く保ぼ新しん之の助すけ」


    　遊佐は背後にいる者の名を呼んだ。その声はえらく怜れい悧りで、聞いた耳が切れるかと言うほどに鋭い。


    　後ろで息を呑のむ気配がした。


    「一応、聞いてやるがお前何しにここへ戻ってきた？　わざわざ報告に来たのか？　殊勝な心がけじゃねぇか」


    　遊佐の皮肉がかった声にも、背後の人物、大久保新之助は落ち着いた反応を示す。
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    　肩越しにちらりと新しん之の助すけの表情を見やる。いくらか痩やせたか、と一瞬思ったが正しくは引き締まったと言うべきであろう。やや上うわ背ぜいも伸びたように思える。目つきにも冷静さが芽生えていた。一つ壁を越えた、そう感じさせる精せい悍かんさだった。


    「それもある」


    「ほう、そんじゃ他ほかの用件は何だ？　金の無心か？」


    　この少年がそんなものをわざわざ求めにこないことは百も承知。


    「暇いとま乞ごいに来たのさ」


    　だから、その答えもわかりきっていたことだ。


    「ふん、だと思ったよ。いいぜ、好きにしな」


    「……」


    　望み通りの答えをしてやったのに、背後の声は戸惑っている。


    　その反応に思わず笑いが込み上げてきた。


    　おそらく、この少年を留とどめる手立てはない。公こう儀ぎ隠おん密みつを総動員したところで、勝てる見込みは少ないだろう。彼と、彼を取り巻くあやかしを考えれば力にものを言わせることは不可能だ。


    　だから前回は搦からめ手てから攻めた。家族を人質とし、心の壁をつき崩すようにして少年を動かした。しかし、それを乗り越えてしまった以上、もうこの手は使えない。


    　もう一度家族を人質に取れば、今度こそ彼は牙きばを剥むく。守るために全力で抗あらがい、そして死んでいくのだろう。軍の一つでも差し向けてやれば、一族郎党始末することは容易たやすい。


    　だが、死なすには惜しかった。


    　別に、遊ゆ佐さは彼を気に入っているわけではない。青臭い理想論を並べ立てる若造など反へ吐どが出るほどに嫌いだ。まるで、いつかの誰だれかを見ているようで。


    　ただ、もし彼が遊佐の思うことを成そうというのならば、ちょうどいい手て駒ごまにはなる。気に入らぬからといって有ゆう為いの人材を切り捨てるのは組織を束たばねる者としてあまりに愚かだ。


    　今の公儀隠密にはこれだけの使い手はいない。加えて、来きたるべき存在に対しての直接的な対抗手段としては、彼を除けば他にはない。


    　なら、骨までしゃぶるつもりで利用してやるのが賢明だろう。


    　背後から声は聞こえず、ただ息をゆっくりと吐く音だけが聞こえてきた。新之助はまだ幾らか訝いぶかしんでいるようだった。無論、これまでの自分の言動を思えばそれも仕方あるまいと遊佐は苦笑する。


    「そう警戒すんなよ。話は単純なんだ。別に俺おれたちはお前の邪魔をする気はねぇ。だから、お前もこっちに関かかわるなってぇただそれだけの話だ」


    　遊佐にしてはえらく優しい言い方をしたつもりだ。厭いや味みの一つも織り込まず、余分なものを削そぎ落とした言葉。だが、新之助にはそれが引っ掛かったらしい。


    「俺が何をするつもりか、わかってるみたいな言い方をするんだな」


    「……」


    　遊ゆ佐さは自分が沈黙してしまったことに気づいて、思わず舌打ちした。


    　鎌かまをかけられたのだ。この沈黙は肯定となんら変わらない。新しん之の助すけの性格を考えれば、あの男を倒した時点で妙な使命感に駆られることはわかっていた。わかっていたからこその沈黙。


    「ふん。遊佐、お前らしいやり口だ。気のない振りして利用しようってわけだ。俺おれの目的を知ってるなら、その条件は結局のところお前らの利にしかならねぇ」


    　新之助の気配が動く。先だっても体ていよく遊佐に利用された形になっていた。その恨みもひとしおだろう。


    　まずいことに遊佐は完全に背中を獲られている。群衆の中だからと気を抜いていた。正面からはゆっくりと妻子が戻ってきている。


    　どうやら自分も相当な平和惚ぼけらしい。こんな穏やかな場所で兇きよう刃じんに倒れるとは想像もしていなかった。


    　ちっと鯉こい口ぐちを切る音がした。遊佐は右手をゆっくりと懐ふところに差し込み、忍ばせてあった匕あい首くちを握る。今度こそは本当に斬きられるかもしれない。


    　──斬られる？　斬られるだぁ？　それのどこに問題がある？　俺ぁいつだってそういう生き方をしてきたじゃねぇか。


    「……やれやれ。俺も焼きが回ったねぇ」


    　遊佐は懐ふところから手を出すと、呆あきれ返った様子で自分の頭をぽんと叩たたいた。急に自分が俗物になった気分だ。


    「好きにしな」


    　眼めをつぶり、両手を挙げて肩を竦すくめた。瞼まぶたを通して陽ひの光を感じる。それがあまりに眩まぶしいせいか、眼の奥がじわりと動いた気がした。


    　けれど、いつまで待っても刃やいばは降ってこなかった。


    「……邪魔立てしなけりゃそれでいい」


    　遊佐の態度に毒気を抜かれたのか、背中の気配は呟つぶやきを残して立ち上がろうとする。


    　くっと思わず笑いが込み上げてきた。すっかり忘れていたが、この少年はこういう男だ。容易に人の命を奪えるくせに、頑かたくなにそれを拒む。とうの昔にその身は血で汚れているのに。まったく理解に苦しむ。


    　──だが、だからこそ利用できる。


    「待ちな」


    　声を掛けると、新之助はぴたりと止まった。


    「北ほく陸りくの港で抜け荷の報告があった。もっとも押さえた時には肝心の荷は見当たらなかったんだが、下げ手しゆ人にんを締め上げたら妙なこと言いやがったぜ。『神の子』を運んだんだそうだ」


    　そこまで言うと、背後の新之助が振り返る気配があった。顔を見ずとも、その表情が驚きよう愕がくに満ちているのが息遣いでわかる。


    『神の子』。それは異国列強の聖典に頻ひん出しゆつする、彼らの宗教における最重要事項だ。諸派によってその扱いは微妙に異なるが、いずれにしても救世主として扱われる。世に救いをもたらすとされている存在だ。


    　しかし、それはあくまでも彼らにとっての救いでしかない。彼ら以外の者にとってすれば、救いでなどあるはずがない。


    　古いにしえには遥はるか海を隔てた異邦の地で、少し遡さかのぼれば遠く離れた異教徒の国で、そして今まさに身近な大陸で、彼らの救世が行われていた。けれど、それは遊ゆ佐さから見れば侵略でしかない。


    「『神の子』はとんでもない災わざわいを招くぜ。もっともそいつは俺おれたち、侵略される側にとっての話であって、あちらさんにとっちゃ都合のいい『奇跡』なんだろうけどよ」


    「災い？」


    　背後で漏もれ出た新しん之の助すけの呟つぶやきに遊佐は頷うなずいた。


    「昔な、随分と離れた大陸で栄えてた国があるらしいんだが、そいつが列強の連中に侵略された。あちらさんのお得意な武力でがんがん攻めたんだろうが……、それだけじゃねぇ」


    　かつて遥か遠い大陸で繁栄した太陽を神に抱いていた帝国がいくつも、『神の子』を奉じる大国たちの侵略によって滅んだ、と『西せい洋よう紀き聞ぶん』など種々の書物は伝えている。


    　だが、丹念に調べていけば一つの共通点に気が付く。


    「疫えき病びようがな、流は行やったんだとよ」


    　確かに、列強による侵略によって滅んだが、その前にそれら古代の帝国は疫病によって大きな打撃を受けていた。それこそ人口の九割にも達しようというほどの死者を出している。


    　まるで呪のろわれてでもいるかのような、空そら恐おそろしい偶然。


    　否いな、偶然でなどあるはずがない。


    「それが、他ほかの国を攻めた時にも起きてやがる。その時も疫病が流行った。奴やつらが布教を始めてからのことさ」


    　その前後に見え隠れするのが『神の子』。


    「……だが、そいつは疫病なんだろ？」


    「どうだかな」


    　遊佐は笑って肩を竦すくめるが、腹の中ではそんなことを微み塵じんも思っていない。


    　疫病と記されているのは隠ぺいのためだろう。少なくとも遊佐ならそう記す。彼らにとっての『神の子』は兵器だ。その存在をつまびらかに記録するはずがない。


    「俺が思うに、『神の子』ってのは他の神やらあやかしやらを消しちまうんじゃねぇのかね。いや、それだとちょいと説明がつかねぇか。……人の心、みてぇなもんを消すのかもな」


    　とある帝国では宗教的儀式を封じられた。自分たちの神々への供く物もつを禁じられた。そうした洗脳じみた行為によって、「存在の力」が失われていたのだ。彼らにとっての神々、あやかしはそれによって滅んだ。言ってみれば「守り神」という概念自体が壊された。


    　雑多なあやかしという存在をすべて「神」に置換し、取り込んでいく。祝福も災さい禍かもすべて神の御み業わざとされ、「奇跡」の一言に集約されてしまう。絶対的な力によって曖あい昧まいさを漂白していく。


    　そうして、漂白された地で『神の子』は命を吸い尽くす。死を振る舞う。唯一絶対の神以外は要らぬと、唯一絶対の神を求めぬ者は要らぬと、そう言うかのように。


    「それと、話は変わるんだがな、山やま手てのあたりで関所破りがあった」


    　餞せん別べつ、というわけではない。この少年をとことんまで利用するなら、言っておくべき事項だ。


    　今ならまだ間まに合うかもしれない。疫えき病びようとやらの知らせもまだ届いていない。


    　遊ゆ佐さ自身が動くのはもちろんだが、もう一つ切り札が欲しかった。


    「お前の捜し物だが、もう入ってきてるかもしれないぜ。急いだほうがいい」


    　もう一押し、遊佐は新しん之の助すけの足を動かす一言を添えてやる。


    「違うな。そいつが俺おれを捜してるのさ」


    　新之助は初めて笑ったようだった。遊佐にその言葉の真意はわかりかねる。けれど、妙に得心の行く話ではあった。


    　少年があの男を倒したのであれば、その役割を引き継ぐことになる。世に空白が生まれれば、それを埋める存在が現れるのは必ひつ定じよう。結局、運命に抗あらがおうとする者が運命に選ばれるというのは皮肉な話だ。


    　──あいつはそれを避けたかったのかもしれねぇなぁ。


    　ふと、昔の相棒の顔が浮かぶ。


    　仲良くやっていたわけではないが、お互いの生き方はどこか似ていた。数え切れない相棒を持ち、中にはもう忘れてしまった奴やつもいるが、あの男のことだけはしっかりと覚えている。だからだろう、遊佐がこんな質問をしたのは。


    「……なぁ、あいつは」


    「池いけの大だい納な言ごん福とみ朗あきはもういない」


    　平然とした声こわ音ねだった。無機質に整った声はどこか絡から繰くり仕掛けに似ている。おそらく、努めて平静を保とうとしているのだろう。


    「そうか」


    　答える遊佐の声もそれに似ていたことに気づくと、その頃ころには背後の気配はもうなくなっていた。


    　だが、自分はその男の元へは行かない。黄よ泉みで旧交を温めるのはまだまだ先のことだ。決意に満ちた笑えみを浮かべると、糸のように細い眼めがさらに細くなる。顔つきは一層狐きつねに似ていた。


    　と、その顔によく似た狐きつね面めんをかぶった幼おさな子ごがとてとてと前から歩いてくる。右手には得意げに狐の張り子が掲げられていた。一歩進むたびに、その狐の首がかたかたと揺れる。


    　──まぁた妙なもん買ってきやがった。


    　どうにも我が子は狐きつねが好きらしい。おかしな趣味だ。


    　幼おさな子ごの横には妻がいる。子の手を握り、右手は軽く胸に添えられていた。さっきは青かった顔が、今はほんのりと上気している。


    　──熱でも出したかね。厄やつ介かいな女を嫁にもらっちまったもんだ。


    「あんまり遅ぇもんだから眠くなっちまったぜ」


    　銭を縁台に叩たたきつけるようにして置くと、遊ゆ佐さは立ち上がる。その仕草に周囲の客がびくりと肩を震ふるわせた。傍はた目めには乱暴な侍に見えるだろう。触らぬ神に祟たたりなしとばかりに、遊佐の周りにはぽっかりと空間が空あいている。


    　だが、妻子は何の躊ちゆう躇ちよもなく、そこへ踏み込んできた。


    　それどころか、妻は遊佐へ心配そうな視線を送ってくる。無言で何かあったのかと尋たずねてきているようだった。


    　──何だってこうも勘だけは鋭いかね。ほんと七面倒臭くせぇ女だ。


    「なんでもねぇよ」


    　遊佐が答えると、妻は少し表情を曇らせる。


    　どうやら遊佐が自分の体調を気遣って家へ戻ろうとしていることに思い当たったらしい。申し訳なさそうに目を伏せる。


    「春ってな妙に眠いな。さっさと帰るぞ」


    　遊佐は言いながら空から欠伸あくびを一つすると、我が子をひょいと担かつぎ上げた。そして、そのまま歩き始める。一歩目は大きく、しかし、二歩目からは徐々に歩幅を縮め、ゆっくりとした足取りだった。


    



    　江え戸どからほど近い宿場町も、うららかな陽気のためか人が多く行き交かっていた。


    　南から来る者の肩には花弁がついて、それを譲り受けるようにして北へと向かう者がいる。ひょっとしたら、桜を北へと伝えていくのは彼らなのかもしれない。


    　見も知らぬ者たちが一瞬の交錯の後、それぞれの旅路を進んでいた。


    　その様子を眺めながら、新しん之の助すけは歩く。


    　埃ほこりで薄汚れた羽は織おりと色いろ褪あせた袴はかま。腰に帯びた蝋ろ色いろ鞘ざやの長刀。目ま深ぶかにかぶった編み笠がさ。よく見なくても浪人者だとわかる格好だ。彼は剣けん呑のんな空気を放ってはいたが、悪さをする風でもない。立ち振る舞いは歴れつきとした侍のそれだった。


    　時折、太陽の眩まぶしさに目を細めながら街道の脇わきを見やる。


    　──どうにも落ちつかねぇな。みんなそわそわしている。


    　ふと、そんな感想を漏もらした。


    　春は人々の心を浮き立たせる。ましてや、今日は抜けるような青空だ。晴天の下、行楽へと向かう者も少なからずおり、そうした者たちの足取りは軽く、どこか急いでいるように見えた。加えて、穏やかな陽気とあらば、人ならずとも心は躍る。鳥も獣けものも蟲むしも喜びを露あらわにするように躍り出てくるものだ。春は命の恵みに満ち溢あふれていた。


    　けれど、新しん之の助すけの瞳ひとみはそれらを映していない。


    　狐こ狸りに猩しよう々じよう、白うるり。鵺ぬえと姑う獲ぶ鳥めと飛ひの縁えん魔ま。


    　彼かの者の眼めは幽かくり世よを映す瞳ひとみ。あやかしの姿を捉とらえる眼だ。


    　眼に入ってくるあやかしたちはどれもが一様に苦しげに視みえた。呻うめくように時折声をかけてくるものもいる。だいぶ弱っているのか、その声はかすかで聞き取れない。


    　新之助は腰に差した刀をそっと撫なでる。鳴きも騒ぎも震ふるえもしない愛刀は二尺三寸冷れい泉ぜい新あら鷹たか。新鷹はあやかしを前にしても何一つ変わらない。ということは、すなわち彼らは悪意ある存在ではないということだ。ならば、あやかしについては捨て置いても特に問題はあるまい。


    　だが、それでもやはり異常であるといわざるを得ない。


    　足元には桜の花びらに混じって、白い紙切れが落ちている。それも一枚や二枚ではなく、千ち々ぢに乱れて何枚もだ。そのうちの一枚、比較的状態のよいものを拾い上げた。


    　みみずがのたくったような字でうだうだと経文めいた文字が綴つづられ、それを囲うようにして模様があしらわれている。


    　それは神社などで見かける御お札ふだのようだった。誰だれが撒まき散らしたかは知らないが、江え戸どからこちらに来るまでに見かけた数を考えれば、一人や二人でやった量ではない。まるで、雨粒の如ごとく空から降り注いだかのようだった。


    　不思議なこともあるものだと思いながら、新之助は摘つまんでいた御札をぴんと指で弾はじく。それはひらりと舞うとそのまま地面へと落ちていった。


    　その御札を荒々しい足取りが踏みつけた。


    　踏んで札を蹴け散ちらした男は、赤裸で腰には注し連め縄なわのように藁わらを下げている。そんなおかしな格好をしているのに、頭にはきりりと鉢巻が巻かれ、なおいっそう滑こつ稽けいだった。


    　周囲の視線も足元の神札も気に懸けず、男は手にした扇おうぎと錫しやく杖じようを打ち鳴らしては節をつけた念仏を歌っている。


    「すたすたすた、すたすたやー、すたすた坊ぼう主ずの来る時は、世の中よいやと申します」


    　突き出た腹を震わせて、かつ男はきりっと男前な顔をしながら練り歩く。


    　新之助はそれを横目で見ながら、そっと視線を外はずした。どうやらこれが話に聞くすたすた坊主という奴やつらしい。


    　すたすた坊主は端的に言ってしまえば、銭をもらい、人に代わって水みず垢ご離りなどの願掛けの修行をする輩やからのことを指す。


    　もともとこの手の存在はいたが、近ちか頃ごろはとみに数を増やしているらしい。


    　このところ、こうしたおかしなことが続いていた。


    　読売が騒ぎ立てていたのを耳にするに、伊い勢せのほうで「ええじゃないか」と騒ぎながら踊りながら行あん脚ぎやする一団が出たとか。御お札ふだが降るのも江え戸どだけではないらしい。


    　何かが奇妙に歪ゆがんでいた。あたかも外から押し潰つぶされるように、人もあやかしも皆一様に捻ねじ曲がり始めている。


    　その原因を思って新しん之の助すけは編み笠がさをさらに目ま深ぶかに下ろす。心に渦巻くのは『神の子』という言葉だった。


    



    　新之助は逗とう留りゆうしている宿に入ると、編み笠をとって奥へと一礼する。


    　店主はそれに答えてこくりと頷うなずくと道を譲った。新之助は会え釈しやくを返して、とんとんと階段を上ってゆく。


    　上がった先には部屋が二つある。本来は繋つながっているのだが、今は襖ふすまで仕切られていた。


    　新之助はどちらの戸を開あけるか逡しゆん巡じゆんするが、どちらを開けても大差はない。どの道、片方は自分が使っている部屋で、もう片方は連れが使っているのだ。どうせ繋がっているのだし、どちらから入っても結果は変わらない。新之助は右の引き戸に手をかける。


    「今戻った」


    　昼も過ぎたというのに、部屋には布ふ団とんが敷かれたままになっていた。そこには、丸まった布団の塊かたまりが二つほどある。


    「くろえ、……大丈夫か？」


    　新之助が声をかけるとそのうちの一つ、やや大きいほうがもぞもぞと動く。すると、中から蝸牛かたつむりよろしく少女の頭がちょこんと出てきた。顔色は青白く、表情には生気がない。


    　くろえと呼ばれた少女は首を伸ばしてから新之助をちろりと見ると、すぐさまふいっと顔を横に振る。


    「無理……」


    　それ以上話しかけてくれるなとばかりに、顔を背そむけると、艶つややかな黒髪が布団の上で波打っていた。出会った頃ころよりも伸びた髪が時の流れを感じさせた。


    「ましろは？」


    　新之助はもう一つの布団の塊に視線を向けた。数瞬、遅れてから声が返ってくる。


    「うー、身体からだだるい」


    　よほど動くのが面倒くさいのか、布団の隙すき間まからちょっと顔を覗のぞかせるだけだ。零こぼれ出た白い髪が陽光を受けて銀しろがねに煌きらめく。ましろという名に似つかわしく、その髪はさながら白銀だった。それどころか、今は顔色すら名前にふさわしい。


    　いずれの少女も街をそぞろ歩けば大抵の男は振り返るほどの器量良しなのだが、布団の中でぐでっとしている姿はいささか残念だ。


    　普段は殺しても死なないほどにぴんぴんしている二人なのに、ここ数日体調を崩していた。


    　それでも、江え戸どに着いたばかりの頃ころよりはいくらかましになっていた。会話ができるようになったあたり、昏こん々こんと眠り続けたことで少しは体力が戻ってきているのだろう。おそらく、明日には歩ける程度にはなっているはずだ。旅を続けるには問題ない。


    　問題なのは、こうなってしまった原因だ。


    　並の女子であったなら、長旅の疲れが祟たたってというのもありうる。だが、尋常ならざる存在、いわゆる〝あやかし〟である彼女たちにそれはあてはまらない。


    　新しん之の助すけが本人たちに問うても、皆目見当がつかぬと言う次第。


    　けれど、新之助には一つ思い当たる節ふしがある。


    　江戸だけでなく各地で起きている奇妙な事件、空から降る神札やすたすた坊ぼう主ずにええじゃないか。そして、熱に浮かされたようなあやかしたち。


    　それらが目立ち始めたのは新之助が吐ト噶カ喇ラを後にしてからだ。これはましろとくろえの不調の時期とも符合する。そして、北ほく陸りくで抜け荷があった時期ともぴったり一致していた。


    「なぁ……」


    　新之助は何かを言いかけたが、言葉に詰まった。


    「……明日には山やま手てへ向かおうと思うんだが、行けそうか？」


    　その問いに、二人は静かに首しゆ肯こうする。


    「山手かぁー。うん、たぶんだいじょぶ。頑張ってみる」


    　ましろは布ふ団とんからようやく頭を出した。


    　随分と久しぶりの帰郷になる。懐かしさが込み上げてくると、少しばかり元気を取り戻した様子だ。くろえも温かい思い出がふとよぎったのか、力強く腕を挙げる。


    「這はってでもいく……」


    「それは怖いからやめような」


    　豊かな黒髪を振り乱しながら街道を這い進む姿など、鬼女もかくやという恐ろしさだ。


    「何だったら駕か籠ごを拾ったっていい。無理することはないさ」


    　新之助はそう言うが、二人はむしろ顔を曇らせた。


    「そ、それはやめたほうがいいかも……」


    「酔って死ぬ」


    　くろえがきっぱりと断じた。


    　新之助はさもありなんと苦笑する。


    「何にせよ、今日はもうゆっくり休んでくれ。明日のことは明日考えよう」


    　そう言うと新之助はすっと立ち上がった。


    　最悪の場合、ましろとくろえをしばらくここに残して自分ひとりで行ってもいい。二人が当分の間逗とう留りゆうできるくらいの金は持っていた。


    　問題はこの二人がそれを許すかである。


    　その先を想像すると新しん之の助すけの気は急激に重くなる。もし、残していったらそれはそれはもう烈火のごとくお怒りになるに違いないのだ。それこそ這はってでも後を追ってきて、追いついた瞬間に恨み事にお説教にとひたすらに口撃されたのちに攻撃されるだろう。意識を失う程度で済めばいいが、今度ばかりはどうなるかわからない。ぎりぎり死なない程度に痛めつけられている自分の姿を想像して新之助はぶるっと身を震ふるわせた。


    　はて、どうしたものかと思案にくれながら、新之助は隣の部屋へとひっ込む。


    　ましろはその姿を、首を巡らせるだけで見送った。


    　襖ふすまが閉じられて完全に姿が見えなくなると、ましろはくろえに小声で問いかけた。新之助に聞かせたくないということもあったのだろうが、それよりも疑念や恐怖が交じっていたがための小声だったのかもしれない。


    「ねぇ、くろえ。気づいてる？」


    「新之助が怯おびえていたことに？」


    「それは新之助がアホなことでも考えてたからでしょ。自業自得」


    「なかなかのご慧けい眼がん」


    　さも感心したように、くろえはうむと頷うなずいた。


    「って、そのことはどうでもよくて」


    　ましろにとって新之助をいたぶることは瑣さ末まつなこと。彼は自分の頑強さに感謝するべきだろう。


    「この雰囲気、なんだか変だよね」


    　くろえはこくりと頷いた。どうやら思うところは二人とも同じであるらしい。


    　言われるまでもなく、この不穏な空気には気づいていた。何か、じれったいような待ち遠しいような、それでいて恐ろしいような、まるで孵かえる直前の卵を見ているような気分。ここ数日で一気にこの国を覆おおい尽くした、正体不明の雰囲気に当てられて自分は倒れたのだ。


    「これ、何だろうね？　すごく嫌いやな感じ……」


    　ましろに問われてもくろえには答えようがなかった。同じことを感じているし、理解もしているが、それに相当する語ご彙いが見つからなかった。


    　善意とも悪意ともつかない。敵意、あるいは憎悪。否いな、それらとも明らかに一線を画する。曖あい昧まい模も糊ことしながらも確実に存在し、それが自分たちに影響を及ぼしている。


    　ただ一つ言えることは、それが自分たちと同じ、こちら側に属するものだということだ。そうでなくては、ここまで干渉してくることはできない。


    　嫌な予感にふるっと身み震ぶるいした。


    「ましろ、もしかしたら」


    　言いかけたが、ましろの反応はない。


    　ちらりと見ると、すぴーと気持ちよさそうな寝息が聞こえてきた。暑いのか、布ふ団とんがはだけて白い脚が覗のぞいている。


    　さっきまで怯おびえていたかと思うとこれだ。この娘の肝きもはどんな構造をしているかと不思議に思う。


    　くろえは小さくため息をつくと、起き上がってましろの布ふ団とんをかけなおし、ぽんと叩たたいた。それに反応してましろがうにーと小さく呻うめく。


    　この寝顔を眺めていると、自分の心が次第に穏やかになっていくのを感じる。どうやら、この娘も自分が守るべきものであるらしい。


    　明日には山やま手てへと向かうことになる。


    　良い思い出ばかりの土地ではない。あそこはくろえにとって死を振る舞われた地であり、新たな産うぶ声ごえを上げた場所だ。


    　忘却、あるいは贖しよく罪ざい、もしくは回帰。いずれ自みずからの辿たどるべき道筋を思いながら、くろえは窓の外にある山際の残照を見つめていた。
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     弐　街道をゆく　Road_to_the_perdition


    



    　街道をゆく。


    　日の光は存分に地へと降り注いでいた。遥はるか山の端はまでもを照らしている。すっきりと晴れ渡った気持ちのいい朝だ。


    　大地からは草が芽を出し、名も知らぬ花が色づき始めている。木々と花々は何一つ疑うことなく、春の喜びを謳うたっていた。


    　江え戸どから数里離れると、景色は一気に姿を変える。城郭も楼ろう閣かくも軒のきも廂ひさしも見えなくなる。桜に浮かれる人もいつしか消え、周りは街道を進む旅人ばかりになっていた。


    　暮らしや営みといった人々の匂においが薄れ、徐々に草木の香りが深みを増してゆく。


    　この香りは新しん之の助すけにとっては馴な染じみ深いものだ。故郷へと近づいていることが肌身を通して実感できた。


    　胸にこみ上げてくるものがあった。


    　かつて、この道を一人の少年が歩いていた。


    　それが始まり。


    　もうどれほど経たつのだろう。江戸から山やま手てへと向かうために一人きりでこの道を歩いていた。背中に傷の疼うずきを抱かかえて、茫ぼう漠ばくとした未来に希望を抱けずに。


    　今の新之助がいるのはこの道程を経へたからだろう。幾いく多たの出会いと別れを繰り返して、始まりの道を辿たどるのだ。


    　河に差し掛かっても、雨は降らない。からりと晴れていて足止めを喰くらうこともなければ馴なれ馴れしく話しかけてくる輩やからもいない。


    　風は留とどまることなく走り続ける。時とて同じく止とどまることを知らない。それ故ゆえに、世は回り人は変わる。


    　今、終わりへと続く道を新之助は歩いている。けれど、あの頃ころとは違う。傷の数は増えたが、不思議と痛くはない。むしろ、一つ一つの傷は誇るべきもののように感じられた。


    　新之助は自分の横を歩く二人の少女に目を向けた。


    　まだ寝足りないのか、ましろはくあと欠伸あくびをしている。新之助に見られていたことに気づくと、慌てて取り澄ました表情を作った。何事もなかったかのようにすっと背せ筋すじを伸ばして前を見る。


    「眠いのか？」


    「まさか」


    　新之助が問うと、ましろはすっとぼけた表情で首を振る。しかし、しょぼしょぼとろっとしている瞼まぶたには微み塵じんも説得力がない。


    　自分でもそのことに気づいたのか、すうーっと大きく息を吸い込んで、眠気を吹き飛ばすかのように大きく吐き出した。


    「ほらほら！　急がないとすぐに夜になっちゃうよ！」


    　言って、ましろはたったか歩きだす。


    　しかし、しばらく歩くと徐々に速度が落ちてきた。さらなる眠気に襲われているらしい。くあとまた一つ欠伸あくびが出たが、はっと気づいて噛かみ殺す。


    「なぁ、やっぱり」


    　まだ調子が悪いのかと新しん之の助すけが言いかけると、ましろはものすごい勢いで振り返ってキッと睨にらみ据える。


    　その剣幕に押されて、新之助は反射的に視線をひょいと動かして見なかったふりを決め込んだ。


    「や、やっぱりあれだなー。古人曰いわく、春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず、ってやつだな、うん。いや、困った困った」


    　ましろがその言葉の意味を把握するのには少々時間がかかった。いやいやこの反応速度を見る限り、おそらく把握はしていまい。新之助の意図だけを理解した。


    「そ、そうそう！　まったく春眠さんにも困ったもんだよね！　暁くらい覚えとけって感じだよね！」


    「春眠は人の名前じゃない……」


    　くろえが呟つぶやくように言うと、ましろがしゃっと威い嚇かくする。そのまま掴つかみ合いに発展しそうな勢いだった。


    「はいはい、どうどう。喧けん嘩かはやめようなー」


    　新之助が落ち着いた様子で仲裁に入る。二人のじゃれ合いはいつものことでもう慣れてしまったからいいが、少ない体力を削り合うのは宜よろしくない。


    　ましろとくろえは互いにふいと顔をそむけ合う。その様子を新之助はため息半分、微ほほ笑えみ半分で見つめて声をかけた。


    「ほれ、いいから行こう」


    「はーい」


    　適当に相あい槌づちを打ちながらましろはそっと胸を撫なで下ろす。


    　新之助のことだから、ましろの不調に感づけば何日でも休ませようとするだろう。そして、彼は一人で行こうとするに違いない。


    　それだけは絶対に避けなければならなかった。今までなら多少の独断専行はあってもよかった。いくらでも取り返しが利いたのだから。だが、今度ばかりはそうもいくまい。無理をしてでも共にいるべきだ。


    　金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこですら影響を受ける何かが迫っている。それはかつて人の身で武もののふの最高峰を極めたふくろうでも敵かなわぬと悟った存在。


    「神、か……」


    　あの島での去り際に、先さき視みの力を持つ古いにしえのあやかしはその到来をましろに告げた。唯一絶対にして全知全能、人の純粋な願いをもって生み出された、真実、人のための『神』。


    　ましろが呟つぶやいてみても、それが形を得ることはない。あまりに強大な、それでいて曖あい昧まい模も糊ことした存在は、ようとして姿が見えない。


    「どんな奴やつなんだろうね？」


    「さあな」


    　新しん之の助すけに顔を向けて問うが、新之助は肩を竦すくめてつれない答えを返す。その煮え切らない返答にましろがむすっとした表情をすると、くろえが助け船を出した。


    「たぶん私たちとあまり変わらない、はず」


    「そうなのか？」


    　新之助が聞き返すと、くろえはこくりと首を縦に振る。


    「人が望んだ姿を得るから」


    　人々の願いが集約して顕けん現げんするのであれば、それが人に似るのは道理だろう。


    　人は自分に近しいものへ親しい感情を抱く。現に虫も魚も獣けものも同じ命として存在しているが、人はより人に近いものに好感を持ち、かけ離れたものに嫌悪を抱く。これはおよそ本能的なものといっていい。薄気味悪い虫けらよりは可愛かわいらしい子猫を好くものだ。


    　であれば、人に近い姿にはなるだろう。


    　だが、ましろは断固としてそれを否定する。


    「いいや！　違うねっ！　普通の人なんかじゃないね！　もう絶対羽とか生はえてるし、なんならすっごいでかいよ！　で、いつもぴかぴか光ってるみたいな感じの人だね！」


    「発想がとても貧困……」


    　くろえがふぅと小さくため息をついた。


    「いや、たぶんそれであってるんだろうよ。羽とか光は置いといてな」


    　新之助は冗談めかして笑う。


    　実際、新之助が抱いた印象もそうだ。


    　否いな、多くの人が同じような想像をするのだろう。仏像とて人と似たような姿をしている。人々はみな、超常の存在に対して、心の奥深くで同じような想像を、あるいは願望を抱いているのだ。自分たちがもっとも抵抗なく受け入れることができる姿形が、自分たちと似たものであるのはとても自然なことだと思う。


    「人とまったく同じってわけじゃないんだろう。何かが違うんだ」


    　新之助は知っているのだ。神が人と同じ姿ではありえないことを。きっとどこかが外はずれていて、何かが決定的に間違っている。


    　そうでなくては、信仰を集めることができない。何かが違っていなければ人の心を動かすことはできないのだ。


    「何かが、違う？　例えば？」


    「やっぱり羽だよ！　もしくは光ってるか！」


    　くろえは新しん之の助すけに問うたにもかかわらず、ましろがすぐさま答えを返す。それを苦笑交じりに躱かわして新之助は答えた。


    「まったく同じものなら信じる意味がないし、全然違ったらそもそも信じない。だから、違うとしたら些さ細さいな部分なんじゃないか。少し変わった力があるとかさ」


    　新之助はそこで言葉を切ると、二人を見つめる。


    「俺おれもお前たちもほとんど変わらないだろ。神様なんてきっとそんなもんさ。何も変わったりなんかしない」


    　そう言われると、二人の表情はみるみる明るくなる。


    　この少年はやはり度量が違う。人とあやかし。どれだけ姿形を似せても、決定的に違うというのに、それを瑣さ末まつなことだと言ってみせるのだ。


    　ましろが照れたようにそっぽを向く。


    「ま、まぁね。言ってみればましろも神っぽいからね！　かなり神々しいよ！」


    「いやそれはない」


    「あんたがそれ言うのっ!?　犬神とかいうくせに、神っぽさ皆無じゃん！」


    「む……。こんなにも神秘的に振る舞ってるのに」


    「無口なだけでしょっ!?」
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    「喧けん嘩かすんなよ……」


    　二人の様子を見るに、そこには神らしさなどまるで見当たらない。なので、ついつい忘れがちだが、彼女たちもまたあるいは神として扱われてもおかしくない存在なのだ。


    　否いな、とある呪じゆ術じゆつ師しが言っていたはずだ。彼女たちもまた神であると。ただその事実を忘れられ零れい落らくしているのだと。信仰する人々がいなければ神はその使命を果たすことはできない。むしろ、あやかしとしての側面を人に強く意識されるが故ゆえに、あやかしとして存在しているのだ。


    　だから、おそらくは『神』というのはそうしたものだ。人々がすべてを委ゆだねてしまいたいとそう願ったものがいつの間にか信仰を集め、具現化したのかもしれない。


    　新しん之の助すけは未いまだ『神』を知らない。知らぬものを断ずるほどに聡さとくも愚かでもない。故に、まずは知るのだ。この命を賭としても。


    　急速に力を得た、冷えた視線が物語る。その決意はましろにも見て取れた。


    　だが、ましろの決意はより単純で、それ故に力強い。


    　彼が命を賭す覚悟ならば、その命を護まもるのは自分の役目だ。ましろが力を求めた理由はそれだけで、そこにしかなかったのだから。


    　すべてを護りたいと願った少年は、きっと誰だれよりも傷つく。なら、その少年を誰か一人くらい護ってあげたっていいはずだ。


    　だから、ましろは前へと進む。


    　自みずからの覚悟を誇るようにして、うんと頷うなずくと歩調をぐんぐん上げた。


    「おい、あんまり飛ばしすぎるな」


    　まだ本調子じゃないんだから、と続けそうになった言葉を新之助は飲み下した。


    　新之助はましろの後ろ姿を見つめながらわずかばかり思案する。


    　本人がそこまでして大丈夫だと示すなら、今しばらくは任せてもいいだろう。


    　だが、安心はできない。この少女は負けん気こそ強いが、どうにも人に気を使いすぎる。今も自分に心配をかけまいとしていることは容易に察せられた。


    　いつだって、この少女はそうなのだ。


    　傍かたわらに寄り添い、そっと導き、最後まで見守る。


    　果たして、自分はそれに何か返すことができただろうかと新之助は自らに問いかける。


    　旅の始まりから共にいてくれたその恩に見合うもの、そんなものを自分が持っているとは到底思えない。今も相当な負担を強しいているのではないかと不安に思うと、自然かける言葉が出てきた。


    「無理はするなよ」


    「新之助は心配性だなー。ましろなら全然平気平気」


    　ましろは軽い調子で微ほほ笑えみを返してきた。


    　それならいいんだが、と小さく呟つぶやきながら新之助はもう一人、傍らの少女の方を振り返る。


    　くろえの髪は肩より伸びて背にかかっていた。流れる黒髪が風になぶられる。視線が絡むと、弱々しく微ほほ笑えみ返してくる。まだ歩ける、という意思表示だろう。


    　この少女もずいぶんと変わった。


    　かつての銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみの面影はほとんど感じられない。


    　昔はそれこそ人形のように無表情であったのに、今ではずいぶんと表情が出てきた。慣れてくると些さ細さいな表情の変化から気持ちが読みとれるようになってきていた。


    　初めの出会いはそれこそ山やま手てへの家路であったことを思い出す。かつて我が師によって使役され、この命を狙ねらわれた。ともすれば、その過去を忘れそうになる。


    　それが今は穏やかな顔で、しっかりと自分の脚で、自みずからの意志で歩いている。


    　自分のおかげで変わったのだ、とは思わない。新しん之の助すけが何かをしてやれた覚えはない。


    　むしろ、何もしてやれなかったことが悔やまれる。もっと楽しいことや嬉うれしいこと、温かいものを教えてやれればよかった。それまで暗い世界にしか生きられなかった彼女には、その権利があるはずだ。


    　けれど、この旅路の果てに待っているのはそうした温かなものではないだろう。新之助自身そのことをよく理解している。


    　それを考えると、新之助の視線はわずかに下がる。


    　申し訳なさと不ふ甲が斐いなさ、おそらくは未練と呼ぶべき感情が押し寄せてくる。


    　これは黄よ泉みの旅路と変わらない。


    　自分がいなくなった後、この少女たちはどう過ごすのか。そんなことを想像すると新之助の脚はわずかに鈍る。


    　あやかしの身で、人の形をとって、世に紛れて、それでもなお笑っていてくれるだろうか。変わり行く世界の中で永えい劫ごうにも近い時をどう過ごすのだろうか。


    　変わらず、笑っていてくれるだろうか。


    　新之助は、立ち止まってしまいそうな脚を引きずるようにして前に運ぶ。


    　爪つま先さきは路ろ傍ぼうの石ころを道から蹴けり出していた。視線は自然とその行く末を追っていく。石くれは雑草の中に紛れ込み、見えなくなっていた。


    「まだすべてが決まったわけじゃない。決めるのは運命でも何でもない。……決めるのは新之助」


    　くろえの言葉に新之助はばっと顔を上げる。


    「はっ……」


    　思わず、笑えみがこぼれた。


    　どうやら自分も相当、雰囲気に飲まれていたらしい。


    　大おお久く保ぼ新之助は神を信じない。仏も運命も信じない。自分さえ、ろくに信じてはいない。


    「自分が犠牲になるなんて馬ば鹿かな考えはやめてよね」


    　ましろが新しん之の助すけのわだかまりを見透かしたように、ちくりと言った。


    「ああ、そいつは本当に馬ば鹿かげた考えだ。俺おれの命が神様程度と釣り合うかよ」


    　新之助は笑いながら、それに、と心の中で付け足す。


    　──それに、それを認めたくないから俺はあいつと戦った。


    　自みずからの命を呪のろいに変えてでも、『神』を止めようとした男がいた。それと同じことをすれば自分はさんざん厭いや味みを言われて大笑いされてしまうだろう。


    　誰だれ一人諦あきらめないと言うのなら、自分のことだって諦めてはいけないのだ。


    　それこそが大おお久く保ぼ新之助の導き出した答え。あの男に胸を張って言える結論だ。


    　自分はきっと違う道を探し出す。確信にも似た決意が湧わき上がる。


    　やがて、道は分岐する。


    　街道の本筋と山やま手て方面へと向かうための間道とに分かれていた。あるいは、それこそ真の意味での岐路であるのかもしれない。


    　何一つ知らぬふりをして、何一つ見ないふりをして、すっとぼけた顔でこのまま大きな道を進んでしまえばいっそ幸せかもしれない。


    　けれど、この身は既すでに選んでしまった。そして、そのことに後悔はない。


    　だから、大久保新之助は少しだけ寂しく笑って言うのだ。


    「さ、もうちょいだ。行こう」


    　旅は続く。目的を果たし、さらにその先に待つ者と出会う、その最果てまで。


    



    　間道は森に包まれていた。


    　ここからさらに進んで川を渡り、大きな街道に出るまではしばらくは昼でも薄暗い森の中を進むことになる。


    　木々が生い茂り、風に揺れる。若葉が芽吹き始めた枝はさわさわと清涼な音をたてるたびに爽さわやかな香りを放っていた。


    　この道を歩くのは新之助たち三人きりである。


    「誰もいないねー」


    　ましろが大きく息を吸い込んで伸びをする。


    　人っ子一人いない森の小道を独占しているような気持ちよさがあった。暖かな日差しを枝葉が遮さえぎり、木こ漏もれ日を作り出す。吹く風が涼しくて心地良い。


    　ましろとは対照的に、くろえはきょろきょろと周囲を見渡してぽつりと呟つぶやいた。


    「誰もいない……」


    　街道には人が溢あふれていたことを考えると何とも物悲しい雰囲気があるのもまた事実。


    　薄暗いのもどこか寂しさを強調しているようであった。


    　しかしそれも仕方があるまい。江え戸どから山手へとわざわざ足を伸ばすなんてことを庶民がするわけもない。商売人でもない限り、この道筋を辿たどる者はいないだろう。とりわけこの間道は地元の人間や旅慣れた者しか使わない。人通りが途絶えるのも自然なことだった。


    　だが、その商売人の姿も見受けられない。貸本屋や古着の棒ぼ手て振ふりの一人くらいはいてもよさそうなものだ。


    「まぁ、こんな気持ちのいい天気の日に仕事ってのもな。せせこましく日銭を稼ぐよりは、いっそ一日呆ほうけていたほうが暮らしにも張りが出るんじゃないのか」


    「冷や飯喰ぐらいの穀ごく潰つぶしが言うと説得力が違う……」


    「おいお前らに言われたくないぞ」


    　新しん之の助すけはくろえに一いち瞥べつくれてやる。三人揃そろいも揃って職なしもいいところである。ましろとくろえは言うに及ばず、新之助は役付きではないし、密ひそかに受けていた公こう儀ぎ隠おん密みつの稼業からももう離れてしまった。


    　遊ぶでも呑のむでもないから金は大して使わない。友達やら妻子やらがいないのがこういう時ばかりはありがたい。しかしながら、そう断じてしまうのもやや虚むなしいものがある。


    　今はこうして風来坊を気取っていられるが、いずれはそうもしていられなくなるだろう。


    　と、そこまで思ってから、ほんのわずか笑えみがこぼれた。


    　将来の心配などとは、またえらく自分には似つかわしくないことを考えているものだ。


    　明日をも知れぬ我が身。その先はただひたすらに虚無と絶望とが待っているというのに。


    　けれど、悪い傾向ではない。この身は未いまだ生きることを望んでいる。この心は未来への希望を抱いている。


    　死を覚悟しているだけではきっと足りない。さらに、その先へ踏み込まなければおそらく辿り着けない。すべてを懸けるというならば、己おのれの未来すら懸けねば嘘うそであろう。


    　森は途切れることなく、小道を覆おおっていた。


    　とある小道に足を踏み入れた瞬間、奇妙な感覚に襲われた。


    　両りよう脇わきの枝と枝とが結びつき、天てん蓋がいのようになっている。鬱うつ蒼そうと茂った木々のせいでもともと差し込む光の量は少ないが、そうした目に見える光を別にしても、とりわけここは暗い。


    　枝の一本、葉の一枚に至るまで、それらすべてが精巧に作られた石細工のように見える。


    　ありていに言ってしまえば、ひどく生せい気きが薄い。


    「何だこれは……」


    　明らかに異質だった。少なくとも、新之助の記憶にある山やま手てへの道のりではない。


    　かさりと葉は擦ずれの音がして、上を見上げれば枝々を揺らすものがある。


    　目を凝らせば黒く丸いものがいくつも飛び交かい、風に混じってきいきいと甲かん高だかい叫び声を上げる。


    　その正体を見極めようと新之助の瞳ひとみはゆっくりと焦点をずらしていく。眼めの光は色を失い、また新たな色を得る。


    　その眼めが捉とらえるものは人でもなければ野の獣けものでもない。


    「猩しよう々じようだ」


    　新しん之の助すけの視線を追って、ましろがその正体を言い当てた。


    　ずんぐりとし、猿さるによく似たあやかしは、その愚鈍そうな見かけに似合わず、機敏に枝の間を飛ぶ。


    　猩々は緑深い山々に囲まれた山やま手て付近においては、この山一帯の主とも呼ぶべき存在だ。地域によっては、神として崇あがめている場所もある。新之助にとっても見慣れたあやかしだ。


    　ただ、今のその姿は、新之助の知る猩々とはかけ離れていた。


    　歯を剥むき出しにして互いの肉を喰くらい合う醜悪な姿。


    　狂乱の叫び声を上げて、皮を剥はいでは牙きばを突き立て血を啜すする。生々しい咀そ嚼しやく音がするたびに、あたりには臓ぞう物もつの臭においが漂った。


    「……おい、猩々はあんなあやかしだったか？」


    　新之助は目の前の光景を否定する材料を探そうと、隣のましろとくろえに問いかける。二人はぶんぶんと首を横に振った。


    「猩々は、森の賢人。おとなしいし、群れを大切にする……」


    　くろえが弱々しい声で言うが、眼前で繰り広げられている狂宴はそれとはかけ離れていた。


    　ぐちゃぐちゃと肉を噛かみ切る音が止やむと、今度はきぃきぃ叫び声を上げてまた仲間の腕を取り、足をもぎ、頭を割る。中身を吸い出しては恍こう惚こつとした表情を浮かべていた。その姿は森の賢人どころか畜ちくし生よう猛もう禽きんにすら劣るほどの悪あく辣らつさがあった。


    「何がどうなってるんだ、これは」


    　新之助が苛いら立だたしげに猩々どもを見ると、そのうちの一匹と眼が合った。ぬらぬらと赤黒い血で隈くま取どりしたような顔に虚うろのような両眼。その眼に生せい気きがない。


    　その猩々が、きぃと一際甲かん高だかい声を上げた。それに反応するように周囲にいた猩々たちもきぃきぃと連鎖して声を上げる。


    　絶えず発せられる叫び声が耳みみ障ざわりだった。


    　尋常ではない狂乱ぶりに、ましろとくろえがそっと身構える。


    「威い嚇かくされてる」


    　くろえがぽそっと呟つぶやき、新之助に警戒を促す。


    　きぃきぃと間かん断だんなく続く絶叫にくろえが顔をしかめる。胸の底を掻かき乱すような声をずっと聞いているのは耐えられない。


    「うるさい」


    　くろえが明白な敵意を込めてキッと睨にらみつけると、声はぴたりと止やんだ。


    　冷えびえとした、聞く者の腹を底冷えさせるような声だった。さっきまで微笑を浮かべていた少女とは明らかに違う。眼の奥に宿る光には有無を言わさぬ迫力があった。新之助ですら背せ筋すじが寒くなったのだ。猩しよう々じよう程度ではひとたまりもないだろう。


    　猩々どもは荒い息を吐き出して、枝から落ちてきた。


    　地に転がり、這はい蹲つくばって、下から舐なめるように暗い視線を向けてくる。その数は十や二十ではきくまい。


    「こんなのいちいち相手にしてられないな」


    　新しん之の助すけが一言声をかけると、二人も頷うなずいた。猩々程度であればましろとくろえにとっては物の数ではないが、今、調子のよくない二人では万が一のこともある。何より、常の猩々とは明らかに違っている以上、何が起こるか先が読めない。


    　腰の刀にそっと触れて、新之助は鯉こい口ぐちを切る。両隣の二人と目配せを交わすと、そのまま駆けだした。


    　道を塞ふさいでいる猩々を三匹まとめて鎧がい袖しゆう一触切り払う。ぱっと光こう芒ぼうが流れ出るような抜き打ちが道を開いた。


    　不意の一撃が効いたのだろうか、猩々が追ってくる気配はない。その隙すきに距離を稼ごうとさらに山やま手てへと向けて足を速めた。


    「新之助！」


    　ましろの声に、新之助は振り向く。必然、足も止まり、後方を眺める形になった。そこに広がっていたのはさっきとはまた違う、けれども異常な光景だった。


    　猩々たちは地に伏せながら芋虫のようにずりずりとのた打ち回っている。まるで、そこから先に進むたびに身体からだに毒が回っているかのようだった。


    「……苦しんでるみたい」


    　ましろが呟つぶやいた。


    　猩々たちは追跡を諦あきらめたのか振り返り振り返りしながら、やがて森の奥へと去っていこうとする。


    　だが、一いつ間けんと進まぬうちにその動きを止めた。それきり動こうとせず、かかかっと口を開き、か細い鳴き声を上げる。苦しげに呻うめくと、身体から霧きりのようなものが噴き出た。それが猩々の肉が気化したものであったと気づいた時には、塵ちりとなり風に吹かれて猩々の姿は掻かき消えていた。


    「猩々が、消えた……？」


    　まさしく消えたとしか言いようがない。当惑する新之助の袖そでをましろがくいと引いた。


    　ましろの表情を見ると、ひどく顔色が悪い。気味の悪いものを見たから、ではないだろう。何かが起こっていた。だが、それに対してどう対処すべきかがわからない。


    「ここはあまりいい場所じゃなさそうだ。もう少し進もう」


    　とんと軽くましろの背中を叩たたいて、新之助は先を促うながす。


    　森は静けさを取り戻していた。


    



    　ましろとくろえの身体からだを気遣いながらゆっくりと間道を抜けた。


    　新しん之の助すけがあたりを見回すと、そこは山やま手て城下へと続いている街道の本筋との合流点だった。


    　確かこの一帯は、隣藩の飛び地領だったはずだ。唯一関所を通らずに山手領内へと入れる場所だ。無論、ここから城下へ向かおうとすれば関を通らなければならないが、それでも随分と近づいた。


    　新之助は己おのれの記憶を手た繰ぐり寄せる。近くには村があったはずだ。新之助は記憶を頼りに進む。寺かどこかで一休みさせてもらえばいい。


    　ぼうっとする頭で三人はやけに静かな道を歩き、やがて村に行き着く。


    　その村には静せい謐ひつな時間と清浄な空気とが流れていた。怒号も喧けん噪そうもなく、猥わい雑ざつな雰囲気を感じさせない。ただひっそりと、時折息遣いが漏もれてくるように微風が頬ほおを撫なでていた。


    　風を防ぐ為ためなのかぐるりと林で村を覆おおい、まるで城壁のようになっている。おそらくは杉だろう。まっすぐに伸び、胴回りも細いから、せいぜい、樹齢十五、六年といったところか。針のような葉は風が吹く度たびに、ざわざわと音を鳴らす。誰だれ一人口を開かない代わりに、木々が囁ささやいているようだった。


    　杉は何を話すだろうか。


    　歓迎の言葉か、それとも危険を知らせる警告か、あるいは悪意ある呪じゆ詛そだろうか。いずれにせよ、木々の心など露つゆもわからぬ。眼前にあるのはもの言わぬ樹木。それらに言葉を与えるとすれば、それは人の意識以外にはありえまい。新之助は木々に何を思い、何を聞くだろうか。


    　細い農道を抜けると、小高い場所に寺が見える。苔こけむした石段は掃き清められていて、枯れ草の一つも落ちていない。


    　新之助は石段を仰ぎ見て、やや気き後おくれする。さほどの高さではないが、疲れた身体には少々荷が重い。


    　それでも、旅人が軒のきを借りるならば、神社仏閣が妥当であろう。もし、断られることがあっても、その紹介があれば庄しよう屋やなり豪農なりに話をつけてもらえるかもしれない。


    　新之助は延々と続いている石段に一歩足を掛けた。だが、その後に続くはずの足音がしない。ふと振り返ってみると、ましろとくろえはきゅっと自分の肩を抱くようにして立ち竦すくんでいた。


    「どうした？」


    　問いかけに対してくろえがほとんど反射的に首を振る。


    「何でもない」


    　そう答えはするものの、顔色は相変わらず冴さえない。


    　考えてみれば二人は病み上がりの身体をおして旅をしている。加えて先ほどの不可解な出来事。身体にかかる負担は大きいだろう。そこへきて、この石段だ。体調が良い時ですら上るのが躊ちゆう躇ちよされる代物なのに、調子を崩しているとあっては尻しり込ごみするのも頷うなずける。


    「ここで待っててくれ。話だけつけてくる」


    　そう言うと、新しん之の助すけは石段を上り始めた。


    



    　新之助が息を切らせて石段を上った先には、こぢんまりとした寺があった。目の前の本堂の他ほかには広い庭があり、そこへ塔たつ頭ちゆうが数基建っている。周囲に宿しゆく坊ぼうなどは見当たらなかった。


    　寺は全体に小こ綺ぎ麗れいにはされているが、どうにも人の気配がない。


    　観音開きの扉に手を掛けると、大した抵抗もなくすうっと動いた。


    　光が筋のように差し込んで、舞った埃ほこりが輝きを照り返す。


    　本堂の端っこには文ふ机づくえと座ざ布ぶ団とんが無造作に積み上げられている。幾つかの座ざ椅い子すが並んでいる、ただそれだけの空間だった。そこはまるで蔵のように使われている。今まで見てきた他の寺と違うのはそれくらいで、何の特殊な内装もない、いたって普通の小寺だ。


    　けれど、そこがあまりにも異質に感じられたのは、一人の少女がそこにいたからだろう。


    　積み上げられた座布団と文机が織りなす景色、沈み始めた太陽の光。斜陽の中で、ただ跪ひざまずいていた。


    　静せい謐ひつな時間、それはたぶん刹せつ那なにも満たない。それなのに、そこだけ時間という概念がすっぽりと抜け落ちてしまったように感じられた。


    　世界が終わったあとも、きっと彼女はここでこうしているのではないか、そう錯覚させるのに充分なほど、この光景は絵画じみていた。名もなき絵師が描き出した一枚の奇跡。
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    　思わず、息を飲んだ。


    　跪ひざまずくようにして屈かがみ、丸まった背中を眺めていると、まるで頭の中に言葉が流れ込んでくるようですらあった。


    　すなわち、圧倒的な美しさ。造作ではなく。在あり方の。


    　見ているだけで新しん之の助すけの頭はくらくらしてくる。視界が霞かすむ。


    　確信が鼓動を早鐘のように鳴らす。それはある種の危険を知らせるものだっただろう。目の前のこれは確実に自分とは違う存在だと本能が訴えてくる。


    　どう動くべきか迷った。だが、突然のことで身体からだはうまく反応してくれない。何より、見極めたいという迷いがあった。


    　心が揺れると、同様にぐらっと身体が揺れた。それを支えようと、壁に手を当てる。思いの外ほか、力が籠こもっていて、だんっと大きな音を立ててしまった。


    　その音に少女はぴくと肩を震ふるわせると、淀よどみない所作で振り返った。


    「まぁ……」


    　それから、眼めを二、三度ぱちぱちっと瞬またたかせる。


    　だいぶ暖かくなってきたというのにだぶだぶの黒い服。きっちりと頭を覆おおう黒い頭ず巾きん。額ひたいの部分だけが白い。全体を覆った黒い布から白く艶つややかな顔だけを露出していて、その対比がやけに眩まぶしい。やや彫りが深く整った目鼻立ちはまず、美しいと言っていいだろう。


    　何より、眼に不思議な輝きがあった。


    「こんなところにお客様？」


    　鈴の音ね、というよりは鐘の音に近いだろう。美しく澄んだ声だ。


    　突然の来訪者にもかかわらず、落ち着いた様子でこちらを見つめてくる。


    「あ、ああ。悪い、邪魔したな」


    　新之助は揺れる頭をどうにか立て直して、からからに乾いた口を開いた。


    　神秘的な光景に出くわし、禁域を侵してしまったような罪悪感でうまく言葉が出てこない。すると、少女はふっと柔らかな笑えみをたたえる。


    「お気になさらず。ゆっくりでかまいませんよ」


    　言って、少女は立ち上がる。


    　と、思いっきり裾すそを踏んづけ、みゃっと奇声を上げながらすっ転んだ。


    「……」


    　びたーんと盛大に音を立ててから、数瞬。完全なる沈黙が世界を支配していた。


    「はっ！　だ、だいじょぶか？」


    　我われに返った新之助の問いかけに、今度は慎重に足元を確かめてから立ち上がる少女。ぱたぱたと服に付いた埃ほこりを払う。


    「……お気になさらず。私はここに置いていただいている神夕かみゆと申します。それで、えっと……、どちらさまでしょうか？」


    　気にするなと言われてもちょっとやそっとじゃ忘れられそうにない。特に、顔から倒れていった姿が脳裏には鮮明に焼き付いている。


    　しかし、神夕は何事もなかったように微ほほ笑えみを浮かべている。


    　否いな、これはなかったことにするための微笑だ。


    　痛みに堪たえて頑張っているのを無む碍げにするのもなんだか可哀かわいそうで、新しん之の助すけは話を進めることにした。


    「俺おれは大おお久く保ぼ新之助。ちょっと旅の途中で寄ったんだが……」


    　新之助はこの村へ来た経緯を話すべきか一瞬迷った。


    　自分自身、よく整理しきれていない出来事を話して伝わるだろうか。このぽけっとした感じの少女に言って理解してもらえるだろうか。


    　何より、さっき彼女に抱いたあの違和感。それを話していいものか悩んだ。


    　だが、神夕は話の続きを促うながしてくる。


    「何か御用でしょうか？」


    　にっこりと微笑まれて、別に用はないと言い返すのは難しい。この表情は人の苦難をあっさりと受け入れてしまう善人のそれだ。


    　新之助は最初の違和感を飲み込むことにした。まさか、この無害そうな少女が途と轍てつもない存在であるはずがない。何より間抜けすぎる。ぽりぽりと頭を掻かいて何を話すか考えた。


    「連れの具合が悪くてね、しばらく休ませてもらえると助かるんだが」


    「まぁ、それは大変」


    　神夕は口に手を当てて驚いた。そのまま外へ出て、ぱたぱたと雪せつ駄たを鳴らして駆けだした。


    「あ、おい！　ちょっとどこへ行くんだ！」


    　新之助に言われて、神夕がぴたりと止まる。


    「そうでした……。それで、その可哀そうな人たちはどこにいらっしゃるのですか？」


    「下だ。木陰で休んでいる」


    　新之助は神夕を先導しようとお堂を出た。


    　日は陰ることなく暖かに降り注いでいる。石段を降りると涼しげな風が吹いて梢こずえを揺らした。その木の根元あたりに寄りかかってぐでっとした様子の二人の少女がいる。普段であれば絵になるような二人だが、どうにも締まらない。


    　歩いて来る新之助に気が付くと二人はひょいと手を挙げる。新之助がそれに頷うなずきを返した。すると、その脇わきを何かが飛び出していく。


    　それは、だぼだぼの黒くろ装しよう束ぞくを踏んづけないように両手でたくし上げてつかつかつかっと素早く歩いていた。


    　すぐにましろとくろえの横に着くと、額ひたいに手をやったり、脈みやくをとったりとめまぐるしく動き回る。


    「お加減は大丈夫ですか？　気をしっかり持って！　まずは……お水？　お水ですよね！　あれ、それとも動かさないほうがいいのかな？　心臓よりも高い位置に足を固定して……傷口を、縛る？　あれ、それとも首を縛るんだっけ？」


    　神夕かみゆは忙しく喧かまびすしく、あれやこれやと世話を焼いているが、ましろとくろえの反応は実に冷静だった。


    「ちょっ、何よこいつ。何か怖いこと言ってるし」


    「……暑苦しい」


    　心底鬱うつ陶とうしいという表情で少女のことを見る二人。体調が悪い時に耳元で騒がれては休まるものも休まらない。


    　それから、救いを求めるように新しん之の助すけのほうに眼めをやる。確かにこのままだと包帯でぐるぐる巻きにされて直射日光の当たらない涼しい軒のき下したに転がされ、保存されてしまいそうだ。


    「……あー、別にどっか怪け我がしてるわけじゃない。しばらく休ませてくれればそれでいい」


    　新之助が言うと、神夕は得とく心しん行かない表情ながら渋々応じる。


    「……そうですか？　でも、万が一ということもありますし、元気に走り回っていると思ったら次の瞬間には絶命しているなんてよくあることですし」


    「よくはない」


    「そんな簡単に死なないよ……」


    　二人が辟へき易えきとした顔で言う。新之助もそれに同感だ。


    「まぁ、そういうことだ。悪いが、ゆっくりできるところを貸しちゃもらえないか」


    「それはかまいませんけど……」


    「すまん、助かる」


    　礼を言って、新之助はましろとくろえに肩を貸す。二人はおとなしくそれに従って、申し訳なさそうに身体からだを預けた。


    　新之助は二人を軽々と支えて、ゆったりとした足取りでお堂へと向かっていく。


    　その背を微ほほ笑えましそうに見つめるのはそこに一人残された者だった。微笑を浮かべたまま、ぽつりと呟つぶやいた。


    「人なんて、簡単に死んでしまうのに」


    



    　僧坊も本堂に負けず劣らず質素なものだった。


    　むしろ生活臭がする分、神秘的な雰囲気も和やわらいでいて、ぐっとみすぼらしく見える。


    　本堂であれば、どこか古ぼけた印象も歴史の積み重ねであるとか俗世から切り離された空間だとかいくらでも言い繕つくろえるのだが、普段の暮らしと変わらない部分を見せつけられてしまうとなかなか褒ほめ言葉も浮かんでこない。


    　その部屋の中、中央に切られた囲い炉ろ裏りからしゅっと湯気が上がる。


    　神夕かみゆは心得でもあるのか、危なげない所作で茶をたてた。


    　皆でお茶をいただきながら、ようやく人心地。落ち着いたせいか、呆ほうけてしまって誰だれも口を開かない。ましろは早くも目元をとろんとさせている。くろえは座ったままの姿勢で静かに眼めを閉じていた。


    　神夕がこほんと咳せき払ばらいをした。それから、んんーっと喉のどの調子を確かめるように唸うなる。


    「あ、あの。ちょっとよろしいでしょうか」


    　ずずっと茶を啜すすり、新しん之の助すけはことりと椀わんを置いた。無言で先を促うながす。


    「そちらのお二方は、えっと……、その、なんと言うか」


    　神夕は言い出しづらそうにもごもごと口の中で唱えながら、ちらちらましろとくろえに視線を送る。


    　何者か、という問いだろう。新之助は察すると口を開いた。


    「ましろとくろえ。俺おれの連れだ。いきなり押しかけて悪いな」


    　新之助が頭を下げると、二人も揃そろって頭を下げる。どうにか眠気をこらえている状態なので、あるいは自然に首がかくんと落ちただけかもしれない。


    「あ、頭を上げてください！　別に大したことではありませんし、困っている人を助けるのも私の役目ですから！」


    　神夕はわたわたと手を振り、慌てた様子で早口になる。その狼ろう狽ばい振りに好ましいものを感じて、自然と笑えみがこぼれた。


    「それでも、感謝するよ。ご覧の通り、二人とも旅を続けられる状態じゃなかったみたいだしな」


    　言いながら、新之助の胸がちくりとする。その二人がこんな状態になるまで連れ回していたのは自分だ。想定外の事態に見舞われたとはいえ、この調子だと遠からず二人は動けなくなっていただろう。


    　自分の至らなさに思わず歯は噛がみする。二人は自分を信じてついてきてくれているのだ。それなのに、肝心の自分は諸もろ々もろのことで頭がいっぱいになり、周囲に気が回っていない。


    「あまり気に病んではいけません」


    　神夕は衣きぬ擦ずれの音すら立てずに立ち上がると、奥から布ふ団とんを出してくる。さっと整えると、ましろとくろえを横たわらせる。


    「あなたはたぶん強い人なのでしょうけれど、人間一人にできることなどたかが知れています。ちっぽけで弱いのが人間という存在です」


    　その声こわ音ねはひどく優しくて、新之助の耳じ朶だを通して染み込んでくるようだった。真綿が水を吸い込むように、ゆっくりと染み渡っては、収縮させる。


    「人はか弱く、あまりに脆もろく、そしてとても愚か。簡単に壊れ、容易たやすく滅び、過あやまちを繰り返す。だからこそ救われるのです。救う者が存在するのです」


    　神夕かみゆは新しん之の助すけの前に座ると、真剣な顔で告げる。


    「あなた一人ではできぬから、ともにあり続ける存在が、救いの手を差し伸べてくれる存在がいます。どうか、そのことを忘れないでください」


    　その言葉は心を蕩とろかすように甘く響く。弱さを認めて、その上で縋すがってもよいのだと優しく語り掛けてくる。


    「あんたも……」


    「はい？」


    「あんたも、そうなのか？」


    　その問いの意味を神夕はどう受け取っただろうか。その真意は定かではないけれど、彼女はほころぶような満面の笑えみで返してきた。


    「はいっ！」


    　無邪気と言っていいくらいの表情にはどこにも弱さなど見当たらない。どこまでも素直に、救いが与えられるものだと信じている。


    　あるいは、かつての自分もこんな表情を浮かべていたのかもしれない。


    　けれど、今の自分には少し難しいように思えた。既すでにこの身は疑うことを知ってしまった。問いかけることを知ってしまった。


    　だから、無条件に信じることなどできない。


    　彼女が何を以もって自みずからの拠より所どころとしているのかはわからないが、おそらくそれは新之助をも同様に救ってくれるものではあるまい。


    　けれど、だからと言って彼女のその心根に影を落とす必要はない。自らが信じたいものを信じるべきだ。わざわざ新之助が否定し強制する意味などない。


    「……そうだな。あんたの言う通りだ」


    　だから、新之助は彼女を肯定する。人が脆ぜい弱じやくで愚鈍だということには何の異論もない。所しよ詮せんはこの身も人。そんなことは自分自身が一番よく知っている。ただ、それを認めた後にとる行動が違うというだけのことだ。その行動の是非を責めるのも咎とがめるのもお門かど違い。


    　抹まつ香こう臭くさい救済論になど欠片かけらも興味がないが、それでも信じるという想おもいは尊ぶべきものだと思う。向けるべき対象が己おのれか他者かというそれだけしか変わらない。


    　なら、自分は信じたいものを信じるだけだ。


    「少し気が楽になったよ。その若さで大したもんだ」


    　新之助はふっと笑みを浮かべる。すると、神夕は照れたように大仰に両手を振る。


    「と、とんでもない！　私なんてまだまだ未熟で全然救いなんて与えられないんですから！」


    「でも、この寺を預かってるんだろ？　大したもんなんじゃねぇのか」


    　新しん之の助すけがそう言うと、神夕かみゆは少し困った顔をした。


    「あ、あう。あのう、それは……ちょっと言いづらいんですけど、ここって私のものじゃないんです」


    　ちょっと言っている意味がわからなかった。


    「あん？」


    　新之助は思わず抜けた声で聞き返す。勝手に上がり込んでいるというのであれば由ゆ々ゆしき問題だ。正直、さっきまで真ま面じ目めな顔で話していた時間を返してほしい。そんな考えを察したのか、神夕は顔を真っ赤にして否定する。


    「ち、違いますよ！　私はここに置いてもらっているんであって、ちゃんとした持ち主は別にいるってことなんです！」


    　あわあわと両手を振りながら必死で説明する神夕に、新之助は不審の視線を注ぐ。


    「今はお出かけしちゃってるんですけど、そろそろ戻ってこられるはずです！　お留守の間は私が預かっているだけであって、何も悪いことはしていないんです！」


    　てんやわんやな状態で神夕は言い募る。


    「ああっ！　どうしたら信じてもらえるんでしょうか！」


    　神夕は頭を抱かかえ込んでうんうん唸うなっている。それを見ていた新之助はやれやれと小さくため息をついた。


    「信じるよ」


    「え？」


    　新之助の言葉に神夕が顔を上げる。


    「あんたが嘘うそをついても別に得なんてないだろ？　もっとも、油断させて寺に上げ、身み包ぐるみ剥はいで取って食おうってんなら話は別だけど」


    　新之助が冗談めかしていうと、神夕は口をパクパクさせてから反論してくる。


    「そ、そんなことしませんよ！　それなら、適当な説法でもしてお布ふ施せを巻き上げたほうがよっぽどいいです！」


    「それもどうだろうな……」


    　冷静に切り返されて、神夕は自分が何を口走っていたのか気づいたらしい。はっと口に手をやってむぐっと口ごもる。


    「まぁ、冗談はその辺にして」


    　と、新之助は冗談であることを願いながら続けた。


    「信じるよ。その本来の持ち主とやらが帰ってきたみたいだしな」


    　どすどすと無遠慮な足音が響いてきた。心なしか、家が揺れているようにも感じられる。振動は徐々に近づいてきて、がらりと無遠慮に扉が開かれた。


    「む？」


    　目の前に立っていたのは巨漢。がっちりとした体たい躯くを黒い袈け裟さに包み、見事なまでに禿はげ上がったいかつい男だった。


    「お主、何者だ？」


    　言って、巨漢は首を傾かしげる。顎あごを摩さすりながら自分の記憶を手た繰ぐっているようだった。それにしても立派な顎だ。鳥の小骨くらいなら容易にバリバリと噛かみ砕いてしまうだろう。


    「僧そう正じよう。お帰りなさい」


    　神夕かみゆがとててっと巨漢の傍そばに歩み寄る。細身の神夕が横に並ぶと、男の異様な風ふう体ていが際立って見えた。


    「おお、神夕。すまん。すっかり遅くなってしまった。あの糞くそ庄しよう屋や、布ふ施せの額がくは少ないくせに小言ばかり多くてな。まったく、最近見かける不審者の数がどうのとぐだぐだ言いおってからに。どうにかして欲しければ賽さい銭せんの額を増やせと言ってやったわい」


    　男はぐわらぐわらと豪快に笑う。腹の底に響いてくるような大だい音おん声じようだ。


    「そ、僧正。お客様の前です」


    　神夕が恥ずかしそうに言うと、男は新しん之の助すけの存在を思い出したようだ。


    　視線が自分に向くのを感じて、新之助は頭を下げる。


    　品定めをするような瞳ひとみだった。件くだんの不審者かとその眼めが言っていた。だが、ふっと息を吐く。別物、と判断されたらしい。


    「お客人が、……三人か。儂わしは東とう鶏けいだ。この寺を預かっておる。見たところ、そちらのお嬢さん方はだいぶお疲れの様子であるな。ふむ。大したところでもないがゆっくり養生するといい」


    　別段、こちらの事情を聞きもしない。


    　そもそも、駆け込み寺というものがあるように、寺というのはこうした厄やつ介かいごとが持ち込まれる場合が多くあった。それゆえ、住職は不測の事態に慣れているし、何よりそうしたことを許容できるだけの器うつわが必要とされた。この東鶏という男もその例に漏もれず、懐ふところの深い人物であるらしい。


    「助かります。俺おれは大おお久く保ぼ新之助。そこのがましろとくろえ。一晩お世話になります」


    　礼には礼をもって答えようと新之助は深々と頭を下げる。東鶏は一瞬、何かに気づいて眼を見張ったがすぐに大おお仰ぎような笑い声を上げて、新之助の背中をばしばし叩たたいた。


    「ほう、大久保、なぁ……。なぁに、気にすることはない。一晩と言わず、気の済むまでいたらよろしいわ」


    「そうです、僧正の言う通りですよ。休める時にしっかり休んでおかないと、同じことを繰り返しちゃいます」


    　神夕がめっと指を立てて新之助に向けてくる。


    「かたじけない」


    　新しん之の助すけにとってありがたい申し出だった。ここ数日の二人を考えればまたいつ体調を崩すともしれない。猩しよう々じようのことや、この寺に来て最初に抱いた違和感など気がかりなことがないではないが、それについては自分で探り出せばいい。


    「新之助さんだって同じですよ。お二人が元気になっても、新之助さんがぐったりしてたら意味ないんですからね」


    「おお、さすがは神夕かみゆじゃ！　よいことを申すわい！」


    　東とう鶏けいはがははっと愉快そうに笑った。


    「そうと決まれば何はなくとも般はん若にや湯とうじゃな！　神夕！　用意せい！」


    「はーい！」


    　神夕が元気よく返事をして奥へと消えていく。その背中に新之助が言葉を投げかける。


    「い、いや、俺おれは酒はちょっと……」


    　いくら世せ事じに疎うとい新之助でも、般若湯が何を指す隠語かくらいは知っている。それに状況的にいざという時に酔っ払っていたでは話にならない。慌てて固辞しようとしたが、東鶏はぎろんと迫力たっぷりに眼めを剥むいて新之助を見る。


    「酒ではない。般若湯じゃ」


    　有無を言わさぬ迫力に新之助は押し黙った。逆らってはいけないと本能が告げている。酒飲みから酒を取り上げるというのは、侍から刀を、商人から算そろ盤ばんを取り上げるのに等しい。


    　新之助は諦あきらめてため息をつく。おとなしく付き合うほかあるまい。


    　それに、何か害を加えるつもりならとっくの昔にやっているはずだ。


    　何も四六時中張りつめていることだけが警戒ではない。露骨に警戒して見せるのならば、それは威い嚇かくと呼ぶべきだ。むしろ、警戒していることを相手に気取らせずに機を窺うかがうことこそ警戒の極意であろう。であれば、酒席はむしろ、相手の本音を探り出すのには格好の場と言えた。


    　新之助は腹を決めると東鶏の幅のある背中に続いた。


    



    　縁側で傾けた盃さかずきに月が映っていた。


    　小高い丘の上に建てられた寺から村を見下ろす。煌こう々こうと月明かりが夜桜を照らし、寝静まった村は風ふ情ぜいに満ちていた。それを見ているのが男二人と言うのはいささか残念な話だ。


    　虫の音ねも、人の声も、あやかしの姿もなく、ただ盃へと酒を注ぐ水音だけが聞こえた。


    　東鶏は互いの酒しゆ盃はいを満たすと、軽く掲げてそれを合図に一息に呷あおる。新之助もそれに倣ならい、同じく盃はいを干した。


    「さて、何の因果かは知らんが、こうして晩酌の相手が得られたことを天に感謝しようではないか」


    　東鶏が上機嫌の様子で軽く拝むような仕草を見せた。どうにもこの生なま臭ぐさ坊主相手に堅苦しい言葉遣いはできそうにない。新之助はやや苦笑しながら答える。


    「天はともかく、あんたには感謝するよ」


    　天と言われたところでどうにもぴんとこない。


    「いやいやいや、大おお久く保ぼ殿。天への感謝を忘れてはいかんな。人は皆、大いなる力の前では実に無力。ほんの気まぐれで生かされているにすぎぬからな」


    　東とう鶏けいは酒を飲みながらも大真ま面じ目めな顔で言った。


    「嵐あらしが来ても飢き饉きんが来ても人は死ぬものぞ。何もやっとう振り回して、殺して回るまでもない」


    「……」


    　東鶏の視線が、新しん之の助すけの刀へと向けられていた。その眼光はさっきまでとは明らかに違う、異物を見るものだった。


    　女連れでうらぶれた浪人風の姿を見れば、わけあり、それも人の生き死にに関かかわってきたであろうことは察せられる。痴情のもつれで人を斬きり、逃げているように見えないこともないだろう。東鶏が新之助のことをどう思っているのかはわからないが、僧そう侶りよの身からすれば、殺生をする人間を看過するわけにもいかないのだろう。


    　ただ、抗弁する気は起きなかった。この刀が血を吸っていることに変わりはない。


    　何より、わざわざ言い繕つくろって抹まつ香こう臭くさい説教に付き合うつもりは毛頭なかった。


    「僧そう正じよう、刀を差している奴やつは嫌いかね？」


    　新之助がはぐらかそうと冗談めかすように聞くと、東鶏は先ほどと変わらず豪快に笑った。
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    「はははっ！　勘違いされては困るぞ。拙せつ僧そうは別に人ひと斬きりを責めておるわけではない。ただ、人を斬ったくらいで人を超えたような顔をするのが気に入らんということさな」


    「そんなつもりはないんだがな……」


    　思わず苦笑するが、東とう鶏けいは空からの盃さかずきに酒を注ぎながら続ける。


    「ふむ、そうかね。あんたが余人と違うのはそのお腰の物があるからじゃないのかね？　最近のお侍と違って、あんたの刀はまるで身体からだの一部みたいに見える。相当の腕と踏んだね。それがあるから、あんたは自分が他ほかの連中と違う、そう考えているんじゃないかね？」


    　東鶏の言葉はそれこそ新しん之の助すけの生き様を見てきたかのようだった。いや、死に様すらも見据えているかのような口ぶりだった。


    「大おお久く保ぼ殿の眼めは人を斬った者の眼だ。そして、これからさらに斬ろうという眼だ、それこそ命を懸けて。そういう人間は早く死ぬ。腕や技量の差にかかわらず、な」


    　にゃむにゃむとスルメを噛かみながら、何でもないことのように言う。


    　剣によって生きる指針を見いだし、刀を取って生き残る術すべを得た。それは紛れもない事実だ。けれど、それはあくまでも生きるための手段でしかない。


    　己おのれの証あかし、生きた証左たり得るかと問われれば、答えは否いな。


    「剣術しか取り柄が無いのは確かだが、剣術のために生きてるわけじゃない。これで何を為なすかが問われてるんだろ」


    　新之助は知っている。力とは使うものであり、溺おぼれるものでも驕おごるものでもない。一人の男が、自みずからの力と自らの命を賭としてそれを教えてくれた。


    　この剣は、この力は己の存在を世に問うなどという甘ったるい自己満足のために使われるべきではなく、ただただ純然たる戦闘のために費やされるもの。誰だれかを殺し、何かを滅ぼして己の証を立てるなど愚の骨頂。剣も武も偏ひとえに敵を制するがためにある。


    「ふむ、して何を成す？」


    　東鶏は新之助の言葉を聞いてから、興味深そうに問うてきた。


    「斬るのさ、あんたの言うように。そして、たぶん死ぬんだろう、あんたの言うように」


    　新之助はからりと笑って言う。


    　そこにあるのは覚悟ではない。ある種の確信だった。遠からずそうなるだろうという観測の結果。別段、どこぞの先さき見みの力を借りるまでもない。


    　さも自明の理のように口にしたせいか、逆に現実味に欠けた。東鶏にはそれが面白かったらしい。


    「そうか。何を斬る？」


    「さてね。そいつが何なのか、正直なところ俺おれにもよくわかってないんだ。聞いた話じゃ、何でもとんでもない存在なんだとよ。それこそ、あんたの言う天みたいなもんさ」


    「天を……。ははっ、これは大きく出たのう」


    　東とう鶏けいは一瞬、顔を顰しかめたがその後にやはり笑った。天を斬きるなど、それこそ雲を掴つかむような話でしかない。冗談にしか聞こえなかったのだろう。


    　だが、新しん之の助すけの瞳ひとみが笑っていないことに気づくと、急速に真剣な顔になった。


    「正気で言っておるのか」


    　赤ら顔の中で、両の眼めだけがらんらんと光っている。


    「天とはすなわち世の理ことわり。この世すべてを統すべる存在ぞ。あんたのような武士にしてみれば、それこそ公く方ぼうより上も上。天子すら霞かすむほどに高い位置におわすものぞ」


    「だから斬るのさ。何でもかんでもひとまとめにして、俺おれまで勝手に統べられちゃたまったもんじゃない」


    　新之助はうへっと怖おぞ気けが走ったように身を震ふるわす。自然体で振る舞う姿から、本気でそう思っていることが察せられた。


    「天が正しいものでもか。それを斬ることで不幸になる者が大勢いるとしても、それでもお主は斬るのかね」


    「……さて、な。そいつは俺が天とやらと出会ってから決めることさ。知りもしない奴やつを良いの悪いの言うのはおかしな話だ」


    「……はっ」


    　東鶏は長い沈黙の後で、嘲ちよう笑しようするように息を吐く。


    　呆あきれられたか、それとも怒らせたか。東鶏の態度に新之助は肩を竦すくめる。


    　理解してもらえるとは思っていない。話の流れで偶たまさか口にしただけのことだ。それでも、坊ぼう主ず相手にする話ではなかったかもしれない。酒が入っていたとでも言い訳しようかと新之助が口を開きかけると、東鶏が先に言葉を吐き出した。


    「面白いっ！」


    　東鶏はばんばんと新之助の肩を叩たたく。


    「普通じゃないと思っとったが、こうも外はずれているとはなっ！」


    　言いながら、まだ中身の残っている新之助の盃さかずきにさらに酒を注つぎ足した。多少溢あふれることなど気にも留めない。


    「大おお久く保ぼ殿、あんたは並の侍じゃないらしい。さぁ、飲め飲め」


    　その勢いに押されて、新之助もぐいぐいと飲んでしまう。どうにも断れる雰囲気ではない。かっと身体からだに熱が入って、鼓動が早鐘を打つ。さっきから飲んでいるせいで、脈動は頭の中にまで響いてくるようだった。


    「天を、世の理を気に入らんとは剛ごう毅きなものよ。藩だ幕府だを一足跳びに飛び越えて、さらに上を斬るか……。そのために旅をしておるのか？」


    「まぁ、そんなところだ」


    「どこにいるともわからんのにか」


    「……なに、いずれ出会うさ」


    　新しん之の助すけの頭はぼうっとし始めている。だが、その言葉は確信に満ちていた。


    　そう、これだけははっきりと明言できた。


    　ちゃんとした説明などできない。ただそれは極ごく自然なことのように思えた。天だか神だか知らないが、それがすべてを飲み込むというのなら、それに抗あらがう新之助とぶつかるのは必ひつ定じよう。


    　流れる大河に岩が逆らうように、必ずや両者の邂かい逅こうは遂げられる。互いが決して、意志を曲げぬのならどこかで接触があることは必然だった。


    「あんたは、どこへ向かうつもりなのだ」


    「……さぁな」


    　東とう鶏けいの投げかけた問いに応こたえようとしたが、睡魔が襲おそい始めていたので曖あい昧まいに濁した。


    　もともと新之助は酒に強くない性た質ちだ。あっという間に雪崩なだれじみた眠気が押し寄せて来る。ふわふわしている意識の中でつるりと言葉が滑り出た。


    「あんた、侍が嫌いなのか？」


    　東鶏の手がぴたりと止まった。


    「……ああ、大嫌いだね。威張り散らして何もかもを当たり前のように奪っていく。何な故ぜにそんなことが許されるのか……。だが、御み仏ほとけはついぞ答えてくださらなんだ」


    　閉じかけた新之助の視界で、手酌酒を呷あおる東鶏の姿だけがいやに寂しそうに映った。
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    　また鐘が鳴った。


    　寺だの神社だのにまるで興味が無い新しん之の助すけには、毎日の鐘撞つきですら珍しい。鐘の音自体はいつも耳にしているが、意識して鐘しよう楼ろうを見た経験はほとんどない。


    　ごーんと何度目かの鐘が撞かれる。それが時刻を知らせる鐘である以上、村全体に響かせる必要がある。となれば、それなりの腕力がいるのだが、神夕かみゆの撞く鐘はいくらか音が小さいように思えた。


    　あの細腕である。無理もなかろう。ふうふう言っている姿を見ていると、つい口が出た。


    「代わろうか？」


    「いいえ。これもお勤めですから」


    　神夕は顔を真っ赤にしながら頑として受け付けない。自分の役割に徹する姿勢は素直に素晴らしいと思う。心なしか飛び散る汗も輝いて見える。


    　だが、袖そで口ぐちで汗を拭ぬぐう様子はあまり美しいとは言えないだろう。昼の太陽はぽかぽかと照らしていて、神夕の黒い服はたっぷりと熱を蓄えていた。その上、この重労働である。


    「それ、脱げよ」


    「脱っ!?　い、いきなり何を言い出すんですかっ!?　おおおお昼ですよっ!?」


    　かーんっと調子っぱずれな音がする。


    「いや、昼だから脱いだほうがいいんじゃ……」


    「脱ぎませんっ！　べ、別に夜なら脱いでもいいとかそういうことじゃないですよっ!?」


    　こーんと間まの抜けた音がした。


    「あーほらっ！　変な音になっちゃったじゃないですかっ！　邪魔しないでくださいよう。もう、あっち行っててください」


    「悪かったよ、泣くなよ……」


    　ぐすっと涙目になっている神夕に追い払われて、新之助はとぼとぼと境けい内だいの端っこを歩く。邪魔をする気は毛頭ないどころか、手伝いの一つでもするつもりで来たのだが逆効果だったらしい。


    「あ、裏手のほうへは行かないでくださいねっ！　昔、崖がけが崩れたとかで危ないですから！」


    　背中に神夕の声がかかる。それに片手を挙げて返事をし、新之助はだらだらと歩き始めた。


    　新之助がいなくなると、神夕はまた鐘を撞き始める。先ほどと変わらず、たおやかな音量だ。


    　だが、そのどこか儚はかなげな鐘の音でも、この村には充分なほどに響いていた。それだけ村は静かで落ち着いていた。


    　新之助は石段から村を一望する。


    　この寺に来てから早はや数日。


    　大きな騒ぎもなく村は静寂を保っていた。人が少ないわけでもなく、この広さの村に見合うだけの住人がいる。


    　田畑を打つ以外には大した産業もない村だが、逆に言えばだからこそこの静けさが保たれているのかもしれない。


    　また、気風もどこかのんびりとしていた。それはおそらく、飛び地領という立地条件がそうさせているのだろう。山やま手て領内に位置していながら、行政区分としては隣藩に組み込まれている。まさか藩主がここに赴おもむくわけにもいかないから、当然代官が派遣されるわけだが、ここの庄しよう屋やがやり手なのか、その介入はほとんど見られない。


    　問題を起こさずにしっかり年貢を納めていればあれやこれやと口を出されることもない。加えて、少なくない額がくの袖そでの下したも贈られているのだろう。


    　立地から来る気風は、一種独立独歩の雰囲気を生み出していた。


    　それ故ゆえか、村社会独特の排他性というのは大きくない。


    　江え戸どから離れた片田舎の村であれば、普通は浪人者が流れついたと聞けば遠巻きに様子を窺うかがうくらいのことはするものだが、そうした不ぶ躾しつけな視線は感じられない。


    　つまりはそれだけ住職である東とう鶏けいへの信頼が厚いのだろう。あの和お尚しようが逗とう留りゆうさせているなら大丈夫だと思っているのだ。


    　新しん之の助すけは八つ時の鐘が打たれ終わったのに合わせて、離れへと向かう。きっと神夕かみゆがお茶の準備をしている頃ころ合あいだ。


    　元来、甘いものは嫌いではない。酒はあまり呑のめないが甘いものならいける口だ。言ってみれば下げ戸この典型だが、東鶏はそんなことを斟しん酌しやくするような性た質ちではないらしく、連日の酒盛りではなみなみと注がれてしまう。


    　今晩も付き合わされるのだろうかと思うと少し気が重い。


    　それまでに、何かうまい逃げ方を思案しておこうと考えつつ、新之助は離れの扉を開いた。


    「あ、新之助さん。ちょうど良いところに。今、呼びに行こうとしていたんですよ」


    　見れば、神夕はすでにお茶の準備を終えていた。もう機嫌は直っているらしく、変わらないにこにこ笑顔を浮かべている。


    　その横では真剣な表情のましろが早くも大福に手をつけていて、白い粉を口の周りにつけていた。


    　新之助が入ってきたことに気づくと、むぐむぐと口の中のものを無理矢理飲み込む。


    「違うよ！　食べないと力が出ないから頑張って食べてるんだよ！　これはあれだよ！　身体からだのために仕方なくだよ！」


    「……そ、そうか」


    　言い訳がましく聞こえるが食欲が出てきたのは良いことだ。このまま良くなってくれるならそれで構わない。新之助は好意的に解釈した。


    　一方のくろえはといえば、布ふ団とんの上でこほこほ言っている。だが、数日前よりは随分と顔色が良くなっていた。


    「はい、くろえさん。お茶ですよ」


    「いつもすまないね……」


    「それは言わない約束でしょ」


    　神夕かみゆに差し出されたお茶を一息に呷あおると、大福にひょいと手を伸ばして食べ始める。こちらも食欲はあるらしい。


    「じゃあ、俺おれもいただくとするかな」


    　新しん之の助すけは軽く手を合わせてから大福に手を伸ばした。むちむちとした生き地じに粗あらめに練られた粒つぶ餡あんがよく合っている。ごろっとした小豆あずきがもちっとした生地の後に適度な食感を与えていた。江え戸どのものに比べてやや繊せん細さいさに欠けるが、これはこれで悪くない。


    　お茶を飲んでから口にすると、渋みの後に広がる甘みがよく際立っている。


    　舌した鼓つづみを打っていると、その様子を神夕がにこにこと嬉うれしそうに見ていた。


    「どうした？」


    「あ、いえ。なんだか楽しいなーって思って」


    　神夕の言葉にましろが首を捻ひねる。


    「誰だれか面白いことでも言ったっけ？」


    　くろえがそれに答えてぶんぶんと首を振った。神夕はその様子すら微ほほ笑えましく見つめる。


    「そうじゃないんです。私、いつも一人だったから……。おやつの時間も晩御飯も一人きりだったから誰かと食事をしたことってないんです」


    「和お尚しようは？」


    　この数日で一気に御お馴な染じみとなったおやつの風景だが、いつもここに東とう鶏けいの姿はない。新之助の問いに神夕は首を横に振る。


    「僧そう正じようは普段お出かけされてばかりですし。新之助さんたちがいらしてからですよ、夜もいらっしゃるようになったのは」


    「それは晩酌の相手がいるからだな……」


    　どうせあの呑のみ助はこれまでは檀だん家か連中と酒盛りをしていたのだろう。新之助がうんざりとした表情で言うと、神夕は楽しそうに笑う。


    「かもしれません。いつもは難しい顔をされているのに、ここ最近の僧正は元気が有り余っているみたいです。それに、たぶん新之助さんのことを気に入ってるんだと思います。お昼に何していたかとかそんなことまで気にかけていらっしゃるんですから」


    　神夕は楽しそうにくすくすと笑うが新之助は無理矢理に笑顔を作る。まるで、監視でもされているようだとそんな思いがふとよぎったが、それを表に出さぬように冗談めかして答えた。


    「あの人に好かれてもあんまり嬉しくねぇなぁ……」


    　がっちりした巨漢に好かれて喜ぶ男は少ないだろう。話にましろが乗っかってきた。


    「なら、誰に好かれると嬉うれしいのかな？」


    　ましろはにっこりと微ほほ笑えみかけてくるが、なんだかうすら寒いものを感じる。救いを求めてくろえのほうを見るが、彼女は彼女で取り澄ました顔で聞き耳を立てている。


    「あー、晩御飯と言えば今日の献こん立だては何だ？」


    　視線を神夕かみゆに向けて、しらじらしく話題を変える。一瞬、ましろのもの凄すごい視線を感じたが、きっと気のせいだろう。そうに決まっている。


    「そうですね……。今日は弥や平へい次じさんのところからお野菜を分けていただけるようなので、それで何かこしらえましょう」


    　神夕は楽しそうに微笑んでぐいっと腕まくりをする。常時黒い服に包まれているその腕は驚くほどに白い。


    　いつも一人で食事をしていたと言うからには、きっと食事も一人分しか作ってこなかったのだろう。それが今は新しん之の助すけたちがいる。神夕が張り切って腕まくりをする気持ちも少しわかる。


    　それに加えて、その弥平次さんとやらが野菜を分けてくれるように、この寺にはやたらめったら供く物もつが届けられるのだ。


    　豊富な食材と食べてくれる人、そして、みんなで囲む食卓。作り甲が斐いがあるというものだ。


    「そうと決まればお野菜をいただいてきますね」


    　言って、神夕はお茶もそこそこに立ち上がる。それを見てから、新之助はましろとくろえに目配せした。この土地勘のない村に来てからもう数日、そろそろ動いてもいい頃ころ合あいだ。


    「あ、俺おれも行くよ」


    　新之助も神夕に続いた。世話になりっぱなしというのも気が引ける。


    「料理で手伝えることはないが、荷物持ちくらいなら役に立てるだろう。恩返しというにはささやかすぎるけどな」


    　だが、神夕は頑かたくなに固辞してくる。


    「駄目です！　これは私の役目ですから！」


    「別にお前のためじゃねぇよ。ちょいと散歩がしたいだけだ。もののついでに道案内を頼めると助かるんだがな。荷物持ちはそのついでさ」


    　田舎の寒村だ。別段、迷うような道もない。だが、こう言ってしまえば神夕は抗あらがえないに違いない。鐘撞つきの一件からもそれはわかる。


    　彼女はどうにも自己犠牲の心が強い。きっと彼女は人を助けたいがためにこの道へと入ったのだろう。そんな彼女が頼みごとをして簡単に断ってくることはないはずなのだ。


    「その言い方はずるいですよ……」


    　むうっとふくれっ面を作りながらも、神夕はそれ以上否いなとは言わなかったので、新之助は肩を竦すくめて見せてから後に続いた。


    　二人が出ていくのを見つめながら、ましろはむーっと唸うなる。


    「ましろも外に出たいなぁ」


    「仕方ない。ここは我慢」


    　くろえに冷静に言われて、ましろは渋じゆう面めんを作りながら頷うなずく。


    「ん。わかってる」


    　とにかく、今は無駄な体力を使わないようにしなければならない。安静にしていようとごろりと寝転がって眼めを閉じた。


    「静かだね」


    　沈黙に耐えかねたましろがそう切り出す。蟲むしの音ねも家の軋きしみも聞こえない。風さえも黙り込んでいた。ましろはこの静けさに何か引っかかるものがあった。かつて、自分はこれによく似た何かに出くわしはしなかったか、そうましろが自問しかけるとくろえが口を開いた。


    「……ましろ。ましろはこれが何か知っているはず。私もよく知っているもの」


    　その言葉にましろはがばっと跳ね起きた。


    「ちょっと、それって」


    　そう遠くない過去に同じようなことがあった。物音のしないひどく静せい謐ひつな空間。魑ち魅み魍もう魎りようも付つく喪も神がみも土地神も見ない、漂白された場所。


    　それはあやかしの駆逐された世界。銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみが作り出した結界によく似ていた。


    



    　ましろとくろえに留守を任せると、新しん之の助すけは神夕かみゆと連れだって、夕暮れの迫る村を歩く。


    　冬が過ぎ去ったとはいえ、夜が近づくに連れて風は冷たくなってきていた。新之助は懐ふところに手を突っ込みながら何の気なしに村を見渡す。


    　その視線に気づいたのか神夕が先回りするように笑顔で言った。


    「ここは、とてもいいところです」


    　そのしみじみとした呟つぶやきに偽りはないのだろう。


    　実際、怒号も悲鳴も聞こえない実に落ち着いた村だと思う。普通の村ではこうはいかない。夕方ともなれば、子供たちがまだ家に帰るまいと駆けまわり、それをどやしつけに来た母親に叱しかられているものだ。ことによっては、野良仕事の帰りにどこかで一杯ひっかけてきた旦だん那なに罵ば声せいを浴びせていたりするかもしれない。


    　けれど、この村にはそうしたこともなく、とても平和に見えた。静せい謐ひつで幸福で平穏な時間が流れている。


    　だからこそ、新之助はそれを薄気味悪いと感じる。まるで死んでいるようだった。


    　みんながみんな優しいとか、誰だれも彼もが幸せだとか、そんなことは有り得ない。きっとこの理想郷みたいな場所でも誰かが泣いていて傷ついているのだ。ただそれに気づいていないか見て見ぬふりをしているか、どちらかでしかない。


    　この村は何かがおかしい。そうでなければいけないはずなのだ。


    「お前がそう言うならそうなんだろうな」


    　けれど、流れ着いただけの新しん之の助すけではそうとしか言えない。


    「はい、そうなんですよっ！　私、この村が大好きです」


    　神夕かみゆは微ほほ笑えむ。だが、


    「だから、もしそれが奪われたりしたら、きっと許しません」


    　その顔は底冷えのする、氷のような微笑だった。


    　神夕は平和と幸福を願ってやまない。だからお祈りもすれば、献身的に人を助けもする。何が彼女をそこまで駆り立てるのか新之助には見当もつかない。だが、どんな理由によるものであれ、そうして人を助けることが悪いことなはずはないのだ。


    　悪いはずはないのに、なのにどうしてこんなにも気が重いのだろう。幸福の箱庭を見ていながら、それを認めたがらないのはなぜなのだろう。


    　ふとよぎった想おもいを無理矢理に押し込めて、神夕の強迫観念めいた使命感を新之助は肯定する。少なくとも、結局誰だれ一人救えずにいる自分なんかよりははるかにましなのだと、そう結論付けて。


    「……頑張れよ」


    「はいっ！　頑張ります！」


    　力強く頷うなずくと、神夕の顔から険しさが消えた。


    　前から野良仕事を終えたらしき村人が歩いてくる。村人は神夕に気づくと、眼めを細める。


    　どろりと、何か濁りが混じったような瞳ひとみだ。


    「こんばんは」


    　神夕がそう声をかけたが、村人は顔も上げずに恐縮しきった体ていで、そのまま平伏した。まるで拝んでいるように手を合わせて、ぶつぶつと経文のようなものをしきりに呟つぶやいている。


    　その姿ににこやかに微笑み、神夕はしばし佇たたずむ。何かもう一言添えようとしたようだが、ふと寂しげな表情を浮かべるとかすかに首を振って神夕は村人の横を通り過ぎる。


    　新之助はその光景を目まの当たりにしてぐっと息を呑のみ、立ち止まってしまった。村人は依然として地に頭を伏せて、指を組んで神夕へ跪ひざまずいている。


    「新之助さん？　行きますよ？」


    「あ、ああ……」


    　反射的に答えて、新之助は足早に神夕の背中に追いつく。そっと横目で神夕の表情を窺うかがうが神夕は至って普通の顔をしていた。


    　それを見て新之助は、今見たものが何かの間違いではなかったのかと思ってしまう。けれど、そのもやもやとしたものを神夕に問いただすことはできない。聞けば、決定的な答えが返ってきてしまいそうで躊躇ためらわれた。


    　そうしている間にも、二人の足は進む。やがて、神夕は一軒の家の前で止まった。


    　既すでに戸の前では数人が恍こう惚こつとした表情で待っていた。捧げ物のようにして、野菜の入った籠かごを差し出す。


    　神夕かみゆは一瞬眼めを逸そらして短いため息をつくと、すぐに笑えみを浮かべた。


    「こんばんは」


    　どうやらこの人が件くだんの弥や平へい次じさんであるらしい。神夕に声をかけられると、まるで雷にでも打たれたようにぴくりと反応し、片かた膝ひざ立てて眼を瞑つぶると胸の前で手を組んだ。


    「お野菜、ありがとうございます」


    　籠かごを抱くようにして受け取ると、神夕はぺこりと一礼した。新しん之の助すけはその籠を横からひょいと奪うと背負ってしまう。


    「あっ！」


    　神夕が声を上げて抗議の視線を向けてくるが、新之助はそれを軽く受け流す。


    　と、それに交じってもう一つ視線を感じた。傍かたわらにいた弥平次だ。彼の視線に、一瞬暗いものが交じる。


    　またこの眼、と新之助は先の男の瞳ひとみを思い出す。


    　彼らの瞳に宿るのは狂気にも似た信仰心。ただひたすらに何かに祈り、すべてを捧げ、己おのが心すら失っているようだった。あるいは忘我の境地にあるのかもしれない。


    　新之助はそれに身み震ぶるいした。あの眼の奥に得体のしれないものが潜ひそんでいそうだった。


    　新之助は弥平次から視線を外はずして、歩き出す。


    「私の仕事だって言ったじゃないですか！」


    　横で神夕が何か言っていたが、新之助の耳には入ってこなかった。


    



    　日はとっぷりと落ちていて、西の山際に僅わずかばかりの残照があるだけだ。


    　暗くなった参道には月影が差し込んでいた。闇やみに蠢うごめくあやかしの姿は視みえなかった。夜に歌う蟲むしも囀さえずる鳥もいない。江え戸どでも山やま手てでも常になにがしかのあやかしを視ていた新之助にとっては本当に静かな夜だった。


    「すっかり遅くなってしまいました……」


    　神夕が恥じ入るように言った。新之助は口の中に苦いものでもあるように言葉を返した。


    「……随分とみんなに好かれてるんだな」


    　少し、皮肉めいた声こわ音ねになってしまったことを反省したが、神夕は特に気づかない様子で照れている。


    　実際、片田舎で寺やら神社やらの人間が江戸に比べて尊ばれるのはわかる。それでも、神夕のこの好かれ具合はちょっと異常だった。


    「皆さん、優しい人たちですからね」


    　はにかむ神夕の顔を見ると、新之助の喉のどはからからに乾いてくる。


    「その、なんというか、いつもあんな感じなのか？」


    「あんな感じ？」


    　きょとんとした顔で神夕かみゆは言う。


    「いや、みんなお前のことを尊敬しているみたいな感じだったんでな」


    　それに神夕はああと合点がいった様子で答える。


    「それは私が、」


    　突如、言いかけた言葉を掻かき消すような、ひどく暴力的な音が木の上から降り注いできた。


    　きいぃっ、と金属音にも似た、　耳をつんざく獣けものの咆ほう哮こうだった。分厚い音の塊かたまりには感情がそのまま映し出されている。恐怖と憎悪が形をもって、新しん之の助すけの腹にまで響いた。


    　樹木の上で、闇やみの中でもなお一層黒い影が躍動する。どれだけ夜の闇に身を溶かしても、幽かくり世よを映す瞳ひとみはその姿を捉とらえる。


    　ごわごわとした毛皮を纏まとい、がちがちと爪つめを鳴らしたそれは前にも見た覚えあがる。猩しよう々じようだ。それは昼間の連中より二回りも大きい巨体を揺らして跳びかかってくる。


    　だが、考え事をしていたせいで反応が一瞬遅れた。


    「下がれっ！」


    　刀を抜く暇ひまはない。新之助は咄とつ嗟さに神夕を突き飛ばし、庇かばうようにして身体からだの位置を入れ替えた。途端、左腕に衝撃が走る。


    　体重を乗せてはるか頭上から振り下ろされた爪が新之助の肉を引き裂さく。刻んでなお勢いは止まらずに地面すら穿うがった。


    　焼き鏝ごてを押し付けられたように痛む左腕を抱かかえて、新之助は後ろに跳んで距離を取る。


    「新之助さんっ！」


    　その後ろで神夕が悲鳴のような声で新之助の名前を叫ぶ。


    「いいから下がってろ。この程度、大したことねぇ」


    　言いながら、新之助は右手ですらりと刀を抜く。


    　よくよく見れば相手も並の猩々ではないらしい。大きさといい、その荒々しい戦いぶりといい、その風格は猩々の王と言っていい。この猩々、おそらくは山の主だろう。


    　山の主を葬ほうむってしまえば、山自体が死にかねない。命を奪わぬようにしなければならない。


    　また耳みみ障ざわりな声で猩々が鳴いた。そのまま大地を揺らして駆けてくる。まるで新之助など眼めに入っていないようだ。まっすぐに神夕目掛けて突進してくる。


    　新之助はその猛攻を、峰を返した刀で強したたかに打つ。右肩に寝かせるほどに振り上げられた刀は、猩々の身体を捉とらえるとごっと鈍重な手て応ごたえを伝えてきた。


    　猩々は跳ね飛ばされるともんどりうって地に伏せる。が、すぐに身体を起こすと新之助に敵意の視線を向けた。


    　新之助はそれをまっこうから睨にらみ据える。


    「去れ。お前が敵かなう相手じゃない」


    　だが、猩しよう々じようの王は諦あきらめずに、狂った視線を新しん之の助すけに向ける。


    　新之助は背に神夕かみゆを庇かばっている。ここを通すわけにはいかない。すっと新之助は刀を正眼に構える。


    　すると、猩々の王は狼ろう狽ばいした。転げるようにして慎重に距離を取ると、そのまま後ずさってそこから跳ね起きて全力で駆けだした。


    　だが、いくらも進まないうちに猩々の王はもつれ込んだように倒れる。起き上がろうと出した足が空くうを掻かいた。かわりにぐしゃっと水分を多く含んだ音が聞こえた。


    　新之助は思わず、眼めを背そむけた。


    　ぼろぼろと、猩々の皮と肉とが溶け落ちている。その崩壊は止まることなく、脚も腕も塵ちりに変えていく。やがて、首に差し掛かり、断末魔の悲鳴だけを残して猩々の王は消えた。


    　その声が山に響き渡ると、森はさらに闇やみの濃さを増す。耳が痛いほどの静けさだ。


    　冴さえ冴ざえとした月光に木々が煌きらめき、ひどく美しい。それは精巧な石細工の如ごとく、紙で作った造花の如く。


    　蟲むしも鳥もあやかしも、木々のざわめきさえも止やんだ。死んだような静寂の中で、声を掛けられた。


    「新之助さん。大丈夫ですか？」


    「ああ」


    　短く答えて、新之助は振り返る。だが、その新之助は神夕と眼が合わなかった。


    　神夕は猩々のいた場所を赤く燃えるような瞳ひとみで見ていた。半ば血走った眼を見て新之助は息を詰まらせる。


    　あの猩々が逃げ出したのは、新之助の実力を見て取ったからか、それとも、脇わきにいる怒りに燃えた少女の瞳を見たからか。そんな愚かしい疑問を抱いてしまった。


    　その思考をずきりとした痛みが遠ざける。


    「つっ」


    　緊張が解けるとじゅくじゅくとした傷口が痛覚を刺激してくる。また派手にやられたものだと新之助が傷を改めようとするが、左腕は痺しびれでもしているのかうまく動かない。それを無理矢理に動かそうとすると神夕が止めた。


    「あまり動かさないでください」


    　神夕はそっと傷口に手を添えると瞳を閉じた。小さく吐息を漏もらしてじっとしている。


    「別に大したことないよ」


    　とても近い距離に寄られて気恥ずかしさからぱっと新之助が身体からだを離した。と、自分で思っていた以上に身体の動きがいい。痺しびれているような感覚もない。


    　新之助がはっとして左腕を見ると、そこはいつもと変わらぬ自分の腕。


    　傷は綺き麗れいに消えていた。


    「……これは」


    　驚きよう愕がくで口が開あいたまま塞ふさがらない。


    「神夕かみゆ、今のは」


    「お、お祈りです。新しん之の助すけさんが大変なことになっていたので助けて差し上げたいと思って、そしたら奇跡が。そ、その……。余計なことでしたか？」


    　神夕が上目づかいでこちらを見上げてくる。怒られるのを予期した子供がおどおどとしているような仕草だ。


    　新之助はふっと短いため息を漏もらすと、取り繕つくろうように微笑を浮かべる。


    「いや……すごいな」


    　と、神夕が慌てて手を振りながら早口でまくしたてる。


    「そ、そんなそんな！　私はただお祈りをしただけで特別なことは何も」


    　そうやってぴょこぴょこと動く手を見て新之助はふいに微ほほ笑えましい気分になる。ただその手が赤く染まっていることが気がかりだ。


    「あ、血ついちまったな。悪い」


    　そう言って、血を拭ぬぐってやろうとその手をとると神夕は顔を顰しかめた。


    「いっつ！」


    　ぱっと新之助の手が振り払われる。


    「ああ、悪い」


    　さほどに力が籠こもっていたとは思わなかったが、戦闘の後だ。多少、力んでいたのかもしれない。神夕もいえ、と答えたきり黙ってしまった。


    　なんとなく気まずい空気が流れかけたが、それをどうにかしようと新之助は口を開いた。


    「ありがとな」


    「え？」


    「いや、お礼。まだ言ってなかったから」


    　すると、神夕の顔がみるみる赤くなる。あーとかうーとか口の中で何か言っているが聞き取れない。


    「べ、別に大したことはやってないです、はい！　そ、それより！　新之助さんのほうがすごいです！　悪魔の姿が視みえて追い払うなんて！」


    「悪魔？　ただのあやかしだと思うが」


    「いえ、あれは悪魔ですよ！　もう見るからに邪悪じゃないですか。それを追い払うなんて、新之助さんはもしかして聖人ですか!?」


    「……いや違うけど」


    　はわわとかあわわとか言いながら、騒ぐ神夕に新之助は苦笑してしまった。


    「はー、そうですかー。残念です。私と同じ『神の子』なのかと思ったのに」


    　そう言いながら神夕かみゆはにこにことした表情を浮かべる。晴れやかな笑顔の神夕と対照的に、新しん之の助すけの顔はひきつった。


    　悪魔が視みえて追い払ったのは果たして誰だれであったろうか。その問いの答えに新之助は気づいてしまった。


    



    　台所へ向かう神夕と別れて、新之助は離れに向かう。離れには明かりも灯ともっておらず、暗いままだった。


    　そっと扉を開あけて、手て燭しよくの灯ひを行あん燈どんに移す。ぼやっとした明るさでましろとくろえは目を覚ましたようだ。


    「あ、おかえり」


    　寝ぼけ眼まなこでましろが言いながら、うーんっと背せ筋すじを伸ばす。ここ数日でたっぷりと睡眠をとったせいかだいぶ顔色はいい。


    「悪い、遅くなった」


    「ん。あれ？　新之助一人？」


    　ましろは新之助の後ろを窺うかがいながら聞いてくる。


    「ああ、神夕は台所へ行った」


    「そう」


    　神夕がいないことを確認すると、くろえがきりっとした表情になる。眠気などどこにも感じさせない。


    「もう身体からだは大丈夫か？」


    「おおむね。それより……」


    　くろえが周囲をはばかるように声を潜ひそめた。


    　その反応に不穏なものを感じて、新之助は問い返した。


    「何かあったのか？」


    「何も」


    　くろえは涼しげな顔で答えた。だが、視線の色にはありありと嫌悪の感情が出ている。


    「何もない。ここには、あやかしの痕こん跡せきがない」


    　ぎりっと音がするほどに、くろえは唇くちびるを噛かみしめていた。悔やむような呪のろうような、そんな悲痛な表情だった。


    　彼女の顔に新之助は何かに思い当たる。


    　かつて自分が相あい対たいしたもの、かつて自分が遭遇した事態。あやかしの痕こん跡せきすら消し去る強大な力は、まるでとある犬神が使った力に酷似している。そのことに気づいたからこそ、くろえの表情は険しい。


    　自分の過去をまざまざと見せつけられているような剥むき出しにされているような、そんな不快感がそこにはある。


    　だから、この村は静かだった。過剰なまでに清浄で、不気味なほどに落ち着いている。あの猩しよう々じようもそうした環境から逃げ出したのだろう。


    　新しん之の助すけから深い溜ため息いきが漏もれた。


    「新之助のほうは？」


    「『神の子』を見つけたよ……。神夕かみゆが、そうだ」


    　新之助は力なくうなだれる。


    　最初に抱いた直感が正しかったのだ。共に時間を過ごすうちに、あれは間違いだったのだと知らず知らず思い込もうとしていた。


    　けれど、実際にその力を眼めにし、この耳で聞いてしまった。疑念は確かな事実になってしまった。


    「どうする？」


    　くろえに問いかけられても新之助は即答できなかった。


    「正直、よくわからない。俺おれには神夕が危険なものだとは思えないんだ」


    　神夕はどう見てもただの少女だ。破壊や滅亡といった言葉などまるで似つかわしくない。どこにだっている、ただ平和で幸福な生活を夢見る一人の少女。


    　確かに、異質な力は持っている。触れただけで人の傷を癒いやすというのはまごうことなき異能だろう。奇跡と呼んで差し支つかえない。結界にしても、それは犬神とて持ちうる力だ。


    「俺には、ふくろうや遊ゆ佐さの言うような恐ろしい存在だとはとても思えない」


    「……そうだね。恐ろしい存在とただの女の子、まるで『神の子』が二人いるみたい」


    　ましろの呟つぶやきに新之助は頷うなずく。


    「少なくとも、俺が神夕を斬きる理由はない、と思う」


    　別に、新之助は厄介事を片付けて歩く正義の味方でもなければ、あやかしを殺して回る裏稼業の人間でもない。


    　誰だれかこの村を救ってくれと頼まれでもすれば違ったのかもしれない。誰かが犠牲になって助けを求めていればあるいは戦いもするだろう。


    　だが、この村は真実、平和で幸せに見えた。ここで新之助が刀を振るう理由など万に一つもあり得はしない。


    　野に埋める。それもきっと許されるのではないか。歪いびつではあるけれど、これはこれで一つの幸せの形で、だから、放置してもいいのではないかと思った。


    　これまでにもこの国は外から来たものを緩やかに取り込み、ゆっくりと同化していった。なら、今度も同じことができないとなぜ言える。


    　新之助が感じた歪ゆがみも、あるいはぎこちなさなのかもしれない。まだ始まったばかりだから生まれた、小さな違和感でしかないのかもしれない。なら、それを解決するのは時間の役目だろう。


    「もう少し時間が欲しい。『神の子』についても神夕かみゆについても俺おれたちは知らなすぎる」


    　そう答えるとましろはほっとしたようだった。


    「そうだね……あまり猶ゆう予よはないと思うけど」


    　くろえの声はやや冷たく聞こえた。


    「山の主の猩しよう々じようは消えた。そのうちもっと消えるかも」


    　その、もっとという言葉の中にましろとくろえが含まれているのは明白だった。


    　おそらくは身体からだの不調自体が神夕に起因しているに違いない。


    　神も仏もあやかしも駆逐する唯一絶対の神。彼女の存在意義がそれであるならば、影響を受けても不思議ではない。あの森で出会った猩々どももそれを恐れて逃げ出したのだろう。格の高いましろとくろえだから耐えられるというだけのことだ。既すでにこの地のあやかしはあらたか消失している。


    「わかってる。一晩考えさせてくれ」


    　新しん之の助すけは手で目元を覆おおうと深いため息をついた。すると、廊下からとたとたと足音が聞こえた。三人はそこで話を打ち切る。


    「お待たせしました」


    　神夕が膳ぜんをしつらえてこちらへ入ってきた。


    「美う味まそうだな」


    　新之助は極力明るい声を作って言うと、神夕は膝ひざの上で手をもじもじと動かす。


    「いいお野菜がいただけたので、ちょっと張り切っちゃいました」


    　照れ笑いを浮かべて、神夕はお櫃ひつから山盛りに飯を盛る。しゃもじでぺしぺしと山を叩たたいて形を整えると、新之助へ手渡した。


    　新之助は二人に、明るく振る舞ってくれるように目配せをする。ましろもくろえも視線だけで返事をした。


    　神夕はましろとくろえの分もよそってくれたが、それをぢっとましろが横目で見てから、はあと短くため息をついた。


    「わ、わー。ありがとー」


    「この大根」


    　くろえに言われ、しゃっと短く威い嚇かくをする。そのやり取りを神夕ははてなと見つめていた。


    　なんだか不穏な空気に発展しそうなのを敏感に察知して、新之助は素早く手を合わせた。


    「い、いただきます」


    　それを合図に、三人も食事に手をつける。


    　春野菜のおひたしに、大根の煮付け、高こう野や豆腐。みそ汁の具は玉たま葱ねぎだ。ぽりぽりと浅漬けを齧かじっていると、山盛りの茶ちや碗わんも早々に空からになっていく。


    　その様子をにこにこと見つめながら、神夕かみゆがお代わりをよそってくれる。


    　わずか数日の間なのに、もうすっかり馴な染じみになっていた食事の光景だった。


    　ぱりぱりに焼かれた川魚を奪い合うましろとくろえの姿も、それを仲裁する新しん之の助すけの声も神夕は微ほほ笑えましく眺め、笑いながら自分のおかずをちょびっと分ける。


    　最初はどう応じればいいのかわからずおどおどはらはらしていただけだったが、今では自然とその輪に入れるようになっていた。


    　自分が望んでいたものが、平和で幸福な時間がここにあった。


    　神夕が求めていたものはこんなものだ。こんな当たり前でささやかで、慎つつましいものだった。いつまでも続くと、何の根拠もなく信じられるほどに、小さな小さな願い。


    　だから、つい口に出してしまう。言葉にして刻んでおきたくなってしまう。


    「私、本当に嬉うれしいです。こういうの初めてだったから、すごく楽しい」


    　その言葉に新之助たちの動きが止まった。神夕の真剣な表情を見ればそうせざるをえない。


    「あの、もうしばらくこうして一緒にいてくれますか？　私、頑張りますから。もっともっと頑張りますから。お料理もお勤めも、それから、それから……」


    　他ほかに自分は何ができただろう。何をすればいいんだろう。どうすればこの時間は続くのだろう。必死で自分に問いかける。


    　──また薄暗いところに戻るなんて、たぶんもう耐えられない。


    「……大丈夫だよ、きっと大丈夫だ」


    　新之助は神夕の顔をまっすぐに見つめることができなかった。けれど、ひとりぼっちの迷子みたいな顔の神夕に他にかけてあげられる言葉がない。


    「はいっ！」


    　大きく息を吸って、神夕は答える。それに虚うつろな微笑みを返しながら、新之助は涙が零こぼれそうだった。


    



    　考えるべきことが多すぎて新之助は一人、部屋で黙然としていた。けれど、さっきから思考が空転し続けて結論は出ない。


    　静かな、虫の音ねも聞こえない夜。蛙かえるの一匹や二匹鳴いていてもおかしくはないのだろうが、その声は届いてこなかった。


    「大おお久く保ぼ殿。一いつ献こん付き合わんか？」


    　襖ふすまの前から東とう鶏けいの落ち着いた声が聞こえた。


    　どうせ寝付けないのだ。新之助の側がわに断る理由はない。


    　新之助は夜具を押しのけて、適当に場所を作る。借りている身で何だが、大して広くもない部屋は男二人が入ればそれでいっぱいだった。


    「浮かぬ顔をしているな」


    「そう見えるか？」


    　新しん之の助すけは苦笑しながら言う。


    「暗く静かな部屋で酒も飲まず黙りこくっておるんだ。そう見えるさ」


    「別に小うるさい場所でも俺おれは黙りこくってるがな。ここが少し静かすぎるだけだ」


    　この異常なくらいの静けさを東とう鶏けいはどう考えているのだろうか。新之助の頭にそんな疑問がよぎった。僧坊で暮らしていれば静かなことが当然なのかもしれないが、気にかかる。


    「あんたは、国はどこなんだ？」


    　いつかもいつか、大昔に誰だれかに聞いたような言葉だった。そのことがおかしくてつい新之助は微ほほ笑えむ。笑った理由など東鶏には知る由よしもない。


    「拙せつ僧そうはここの生まれよ。生まれてからずっとここにおる」


    　言われてみれば、東鶏の話す言葉は山やま手て訛なまりに近い。


    　親から継いだか師から譲り受けたかは知らないが、おそらくはこの寺自体が東鶏の持ち寺なのだろう。


    「そうだったのか」


    「うむ、なのでな、実はあんたのことは噂うわさでは聞いておった。山手の大おお久く保ぼと言えば、それなりに有名だでな」


    　一瞬、東鶏の視線が刺すようなものに変わった気がした。


    　山手の隣も隣、噂くらいは届くだろう。そして、得てして噂とは悪いことばかりが大きく広く届くものだ。いつだって、噂は好奇と嫉しつ妬とと憎悪に満ちて容易に真実を捻ねじ曲げる。山手での自分の在あり方を考えればそれこそ悪あつ鬼き羅ら刹せつの如ごとく扱われていてもおかしくはない。


    　知らず身を固くした新之助に東鶏の呟つぶやくような声が届く。


    「恐ろしく腕の立つ剣士……。そして、山手の鬼おに児ご。坊主なんぞやっとるとその手の話は嫌いやでも耳に入ってくる」


    　東鶏は禿はげ上がった頭をつるりと撫なで上げた。


    　その程度か。新之助は正直拍子抜けだった。剣鬼の名も見鬼の才も今の新之助にとって悪意ある呼び名ではなくなっていた。誇りにするとまではいかずとも、恥はじ入るものでもない。


    　だが、東鶏は別の意見のようだった。


    「決して楽な人生ではなかったろうに。疎うとまれ蔑さげすまれ憎まれ……」


    　その眼まな差ざしには同情の色が濃い。仏道に身を置く者故ゆえに知る憐れん憫びんがそこには宿っている。


    　けれど、新之助はその視線を好ましく思わない。いささか、むっとした表情で返した。


    「まぁな。確かに好かれちゃいなかったよ。けど、嫌いやでも何でもあそこが俺の故郷であることには変わりがねぇ。……それに、家族には感謝もしてる」


    「そうか。徳の深いご家族だな」


    　東鶏はいくらか感心したように言う。


    「いや、なに。故郷に嫌いや気けがさして旅をしているなら、ずっとこの村に留とどまってはどうかと、そう話を持っていこうと思ったのだがなぁ。しくじったわい」


    　からから笑って、東とう鶏けいは新しん之の助すけの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。


    「どうかの？　そう悪い話ではないと思うがな。神夕かみゆもお主に懐なついておる」


    「何だって俺おれなんかに？」


    　たかだか数日留とどまっただけの関係、それも山やま手てでの悪い話を聞いていながら掛ける言葉とは思えなかった。


    　新之助の問いへの答えは至し極ごく簡単なものだった。


    「拙せつ僧そうはあんたを気に入っている」


    　その笑い方には何の悪意も感じられなかった。


    「侍なのにか？」


    「拙僧は確かに侍が嫌いだ。だがな、大おお久く保ぼ殿。あんたは別だ。あんたは侍のくせに侍らしくない。だから、気に入っとる」


    　屁へ理り屈くつめいた言葉だったが、聞き流すには少々迫力が籠こもりすぎていた。


    　東鶏は顔こそ新之助へ向けているものの、視線が合うことはない。まるで、新之助の背後に何かを見つけ、それを睨にらみ据えているかのようだった。強烈なまでの憎悪を感じさせながら、それは決して新之助個人へ向けられたものではない。偏ひとえに侍、という存在そのものへの憎悪であっただろう。


    　彼は新之助を侍らしくない、と評した。しかしながら、新之助ほど侍らしい人間もおるまい。


    　刀一つで身を立てようというその生き様は間違いなく武人のそれである。軍人という枠組みから見れば昨今の侍の中では新之助はその筆頭と言えるだろう。


    　だから、それを「らしくない」と呼ぶなら、東鶏の思う侍とはすなわち支配者、為政者としての侍。また、個人ではなく組織としての侍だ。


    　だが、それは同時にこの世への憎悪ということでもある。


    　今の世を誰だれが治めているか、何が治めているか、まさかそのことを知らぬわけではあるまい。


    　新之助は乾いた口の中を潤うるおそうと盃さかずきに手を伸ばす。何か、嫌いやな予感がした。今の東鶏の瞳はあまりに不吉すぎた。覚悟を決めた、否いな。追いつめられた者の目だった。


    「以前、この村を飢き饉きんが襲おそった」


    　厳おごそかな声は耳を塞ふさぐことも眼めを逸そらすことも許さない。東鶏は新之助と正面から向き合った。


    　東鶏が語るその光景はさながら地獄のようだった。


    「ひどい有様だった。皆、骨と皮ばかりに痩やせ細り、それでもなんとか飢えを満たそうと水を飲むから腹は突き出てな。……だが、それでもやはり腹は減る」


    　それは、新之助のよく知る事件のことではなかったか。彼が旅立つ契機となり、初めてその手で人を斬きることとなった、事の発端。


    　あの事件から既すでに二年が経過していた。けれども、その一いつ切さい合がつ切さいがつぶさに思い出される。


    　新しん之の助すけの師であり、山やま手て藩主の弟、日ひ暮ぐれ上うえ郷さとが犬いぬ神がみを、銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬神を使役して振りまいた災さい厄やく。


    　病弱な藩主の跡目を争ってお家騒動を引き起こし、一時は山手藩そのものを滅ぼしかけた。否いな、その言い様は日暮上郷にとってみれば正しくはないだろう。彼は救おうとしたのだ。ただし、供く物もつのごとき犠牲を払って。


    　犬神による呪じゆ術じゆつは繁栄の後に災さい禍かを招く。彼は自みずからの地歩を固め、さらなる野望を成じよう就じゆさせるために山手に凶作という災わざわいを呼び寄せた。


    　その災厄は山手だけに留とどまらず、近隣のこの村にまで及んでいたのだ。余波に過ぎないとはいえ、小さな村が干上がるには充分だったろう。


    「ひもじいのでな、木の根、雑草。食えるものはあらかた食べ尽くした。必ずお救いがあると信じておったからな。けれど、どれだけ待っても救いはこなんだ。何な故ぜだかわかるか？」


    　東とう鶏けいの問いかけに新之助は答えを見いだせずにいる。凶作に苦しんだ山手は問題なく立ち直ったはずだ。だから、原因を同じくして凶作に喘あえいでいたこの村も同様にして立ち直っていなければおかしい。


    「山手で飢え死には出なかったはずだが……」


    　新之助の言葉に東鶏の眼めは妖あやしく、らんらんと光る。


    「それが正解よ。ここは山手ではない。山手領内に囲まれていながら山手ではないのだ」


    　東鶏の声は苦いものを吐き出すようだった。


    　飛び地領。その言葉に思い当たると、疑問は氷解した。


    　山手が凶作の中でも餓死者を出さなかった最大の理由は、飢き饉きんに備えて穀物を備蓄していたことだ。有事の際はこの蔵を開あけ放ち、お救い米として支給する。


    　だが、この村は山手領内に位置していながら行政区分においては隣藩の支配下に置かれている。従って、山手藩の施策は適用されない。すなわち、山手藩が飢饉に際し蔵を開けてお救い米を出してもこの地には届かないのだ。


    　見えない線が、どこかの誰だれかが引いた見えない線が、人々の生死を分けていた。見ることも触れることもできないのに明確な差がつけられていた。


    　だが、逆に言えば行政区分に従って、本来属する藩にお救い米を願い出ればよい。それが筋というものだろう。


    　新之助がそう口にすると、東鶏は自じ嘲ちようするかのように笑った。


    「言ったさ。庄しよう屋やから話を通し、正式な手続きを踏み、何度書状を渡したかわからん。だが、それでも結局変わらんかった。しがない坊主の言葉なんぞ聞いてられるかと門前払いよ。代官殿は上に報告すると言って出て行ったきり。戻ってきたのは事がすべて済んでからよ。年貢を三割引いてやるなどと、何の役にも立たんことを言いにきおった」


    　盃さかずきを持つ東とう鶏けいの手に力が籠こもる。そのまま、握りつぶしてしまいそうだった。


    「村から何人も人が消えたよ。こんな場所にはいられぬと田畑を捨ててどこへ行ったのやら……。残ったのは年寄りや子供を抱かかえる連中ばかりだった。一人、また一人と死んでいきおった」


    　どこにも救いのない話だった。


    　山やま手て藩も隣藩も、その対応に大きな違いはあるまい。結局は体面や先例、慣習を理由にした怠慢であり堕落であった。


    　一介の僧である東鶏の言葉になど聞く耳を持たない。


    　人が飢える。死んでいく。去っていく。


    　このままでは村が消える。どちらの藩からも救いはもたらされなかった。


    　家を守ると誓った若者が故郷を捨て、誕生を祝福された幼おさな子ごは人買いに売られて行き、老い先短い老人が自みずから命を絶つ。


    　その世界は狂気に満ちていた。新しん之の助すけの想像を絶する過酷さがそこにはあった。


    「結局、仏像から何から売り払い、粟あわ稗ひえを必死で買い集めてな、どうにかあの冬を越したよ。乗り越えて春になると、ようやくぽつぽつと人々が戻り始めた、もちろん全員ではないがの。気づけばあっという間まの二年よ」


    　神仏の加護などなかった。数多あまたある塑そ像ぞうも仏具も袈け裟さまでも買い叩たたかれて、握りしめた銭で雑ざつ穀こくをかき集めた。その浅ましいまでに愚直な姿は村人にとって、唯一自分たちを救ってくれる存在だったろう。


    「あんたは……大した男だな」


    　心底、そう思った。力及ばずとも、すべて救えずとも全身全霊を尽くす姿勢は新之助に近しい輝きがある。


    　新之助の言葉に、東鶏はにっと歯を剥むいて笑った。


    「その時に拙せつ僧そうは思ったのだ。武士の世はもう駄目だとな」


    　東鶏の声には確信が宿っていた。


    「大おお久く保ぼ殿。あんた、今のこの国をどう思っとる？」


    「さぁ？　天下国家のことなどわからんな」


    　出し抜けの質問に、新之助は肩を竦すくめて答える。嘘うそ偽いつわりなく、正直な気持ちだ。国だの幕府だの、果ては世界だのと言われたところで新之助に実感は伴わない。


    「では、聞き方を変えるとしよう。この世界は好きかね？」


    　直ちよく截せつ的に是か非かを問われ、新之助は一瞬言葉に詰まる。至極簡単な二択でしかないのに、その答えを出すのが躊躇ためらわれた。


    　この選択が自分の在あり方を決めてしまうのではないか。そんな得えも言われぬ緊張と焦しよう燥そうで背中にぬるっとした汗が流れる。


    「……気に入っちゃいねぇな」


    　東とう鶏けいはその言葉を待っていたように薄く微ほほ笑えんだ。


    「そうだろうな。あんたにはこの世は息苦しいはずだ。大おお久く保ぼ殿。あんたにあるのはしがらみばかりだよ。上下に身分、そして、常識。あんたはどうしたって、外はずれた者だ。その眼めも剣も、どこか外れておるよ」


    　新しん之の助すけは動じない。そんなことは言われるまでもなく、百も承知だ。


    「拙せつ僧そうがあんたを気に入っている理由はそこにある。侍でありながら侍そのものを否定している。あんたなら変えてくれるんじゃないか、そんな風に思うのだよ」


    　東鶏の表情は柔らかかった。心から新之助のことを褒ほめ称たたえる姿はまるで自分の友人を自慢するような誇らしさに満ち溢あふれていた。真実、新之助と東鶏は極きわめて近い意志を持つ。その意味においては似た者同士と言ってよい。


    　けれど所しよ詮せんは似た者でしかない。決定的なまでに二人は違うものだった。


    　東鶏の顔から笑えみが消える。


    「否いな……変えねばならぬ。そう思わんか？」


    　その問いかけは新之助にとって予期されたものだった。東鶏の見てきた光景を考えれば容易たやすく行き着く答え。だが、容易に辿たどり着くがゆえに、その選択は極めて短絡的だと言わざるを得ない。


    「悪いが、その手の話に乗る気はない。馬ば鹿かなことを考えるのはやめておけ」


    　まさしく馬鹿げていた。幕府転覆など正気の沙さ汰たではない。どれだけ恨みが深かろうと、冷静な判断力があればそこには行き着かないはずだ。


    「あんた一人が首打たれて済むならいいかもしれないが、周りの連中も同罪になるぞ」


    　新之助の答えに東鶏は笑った。


    「なに、別に戦いくさをしようと言うわけではない。もっと他ほかのやり方もある。誰だれ一人傷つけたりはせぬよ。拙僧は僧そう侶りよだ。天の言葉をもって伝うるのよ」


    　その微笑みに嘘うそは視みえない。新之助がどれだけ眼を凝らして見ても暗いものも黒いものも見いだせなかった。本気で言葉で変えることができると信じている者の瞳ひとみだ。


    　なら、信じてもいい気がした。新之助とて思いは同じだ。


    「ま、頑張ってくれよ」


    　協力できないと言ってしまった手前、表立って賛同はできない。せめて、皮肉めかしてささやかな応援。それでも、東鶏は意を汲くんでくれたのか、最後に盃さかずきをかちりと鳴らして一息に呷あおった。


    「大久保殿も頑張りたまえよ」


    　にかっと豪快に笑い、東鶏はよっこらせっと立ち上がった。


    　大おお股またでずかずか去っていく東鶏の後ろ姿を見つめる。


    　その背中は語る、己おのれの歩んできた道とその行く末を。


    　旅の中でいくつもの背中を見てきた。


    　あやかしの力を得て、犠牲を容認してでも自みずからの世界を救おうと人の身を捨てた男がいた。


    　古き神と結び、国を揺るがそうと足あ掻がき、その果てに滅びた一族を屠ほふった者がいた。


    　自ら宿命を背負い、それに殉じゆんじてこの国を守らんがために呪のろおうとした男がいた。


    　彼らはその野望を宿願を、そして希望を背中に託して戦ったのだ。そのためならばたとえ故郷であろうと神々であろうと思い出を重ねた友であろうと犠牲にしても構わぬと、そう語り、散って行った。


    　なら、己の背中は何を語るだろうか。何一つ誰だれ一人犠牲にせぬと、そう吠ほえた我が背中が語るべきものを、新しん之の助すけはまだ知らない。


    



    　隣室ですっと布ふ団とんから抜け出す気配を感じて、ましろとくろえは起き出した。


    　徐々に高まりつつある嫌いやな感じに汗を拭ぬぐいつつ、そっと周囲の様子を探る。空は未いまだぬばたまの闇やみに包まれて、あけもどろにはまだ遠い。


    　ひどい臭においだ。


    　くろえがすんと鼻を鳴らすと、ましろははてなと顔を覗のぞき込んできた。どうやらましろには嗅かぎ取れないらしい。


    　ましろよりもくろえのほうが鼻が利く、というのもその理由の一つだろう。


    　しかしそれ以上にくろえがこの臭いに敏感に反応するのは、あるいは在りし日のあやかしが想起されるからかもしれない。


    　臭いのもとを辿たどって、一歩進むごとに身体からだは重くなる。じわじわと浸水してくるように、手足がだるくなってくる。それは近づかれるのを拒んでいるようだった。


    　事実、ここの主は拒んでいるのだろう。


    　この村にはあやかしがいない。不気味なまでに、不吉なまでに、静かだった。


    　金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこ、銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみ、高位のあやかしですらその行動に制約がかけられるほどに強力な瘴しよう気き。それが持つ力は犬神のそれに匹敵する。否いな、それが無自覚にこの力を使っているのであれば、意図的に行使していた犬神を上回るだろう。


    　くろえは、いつかの操り人形を思い出し、陰いん鬱うつな表情になる。


    　その背中をぱんと叩たたかれた。振り向くと、悪いた戯ずらっぽい表情を浮かべたましろがいる。


    「なに暗い顔して……もともとそういう顔か」


    「……巨大なお世話」


    　二人して、なんとなく睨にらみ合う。


    　と、どちらからともなく笑えみが零こぼれた。


    「いい？　ましろたちは確かめるだけだよ？」


    「自分たちの不調の原因はどうにかしないといけない」


    　互いに顔を見合わせてうなずく。


    　くろえが臭においを辿たどり、着いたのは何に使うかわからない場所。ただし、まるで守られているかのような密ひそやかさがある。ましろもくろえもその先には進みたくない、そう感じさせる場所だった。


    　言葉を選べばあるいは聖域と呼ばれるべき場所だろう。


    　辿り着いたのは本堂の裏手にある貯蔵庫がわりの洞どう窟くつだった。崖がけ崩れが起きたとかで今はもう使われていない。


    　入り口は板戸で封じられている。二人はそろりと板戸に近づき、耳をそばだてる。


    　眼めは板戸の節穴へ。


    　覗のぞき見たのは揺れる蝋ろう燭そくの火と、一つの奇跡だった。


    



    　一人部屋に残され、空からになった猪ちよ口こを持て余していると、ぐっと胸が締め付けられるような感覚が身体からだを襲おそい、新しん之の助すけは立ち上がった。


    　額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐい、荒くなった息を抑える。金縛りとでも呼べばいいのか、急激な疲労感に満ちていた。


    　相変わらず静かな村だった。虫の音ね一つ、蛙かえるの声一つ聞こえない。死んだように静かな村。


    　静寂。だが、ただの静寂ではあるまい。


    　それは圧迫感とでも言えばいいのだろうか。空気それ自体が粘ついて、ひとつ息を吸うたびにずしりと肩が重くなる。


    　異常の元を探ろうと歩くと立ちくらみがした。汚泥みたいに粘度の高い空気を吸い込むと、それだけで胸焼けがしてくる。いやに甘く、見えるのではと疑うほどに濃密だった。


    　その重く静かな空気の中に、きぃんと澄み渡るような音がした。


    「新あら鷹たか……」


    　弱々しく、自信なさげな呼び声。自身でも危険を図りかねているような様子で刀は鳴く。


    　随分と奥ゆかしい愛刀を一ひと撫なでして、新之助は腰に差した。


    　昔から勘の良さには定評がある。決まってろくなことに巻き込まれないが、少なくともこの勘に従って後悔したことは一度だってない。


    　新之助は寺を出ると慎重に気配を探りながら歩く。


    　行き着く先は一つだった。


    　無遠慮に、気配を隠すこともせずに彼らは漫然とそこにいる。


    　岩いわ肌はだに穿うがたれた洞窟の入り口。その中から人の気配がする。


    　入り口の板戸のそばで、見慣れた二人が息を潜ひそめていた。


    　そろりと新之助も足音を消して、近づく。不用意に声をかけたりはしない。二人の緊張しきった表情が、何より、この場を支配する言いようのない緊迫感がそれを許さなかった。


    　新しん之の助すけがぴたりと二人の後ろに張り付くようにすると、それを気配で察したのかましろがゆっくりと振り返る。


    「新之助」


    　ましろの声こわ音ねはひどく陰いん鬱うつだ。その表情が何を示すのか、いったい何が起こったのか、新之助にはまだよくわからない。ただ、本当にろくなことは起きないのだと改めて実感していた。


    　くろえは無言で場所を譲り、自分の眼めで確かめてみろと言わんばかりだった。


    　何があるのか、わざわざ問うまでもない。


    　それは、一つの結論を導くものであり、一つの決断を促うながすものだった。


    



    　蝋ろう燭そくの灯ひが揺れていた。


    　岩がん窟くつの中は澱よどんだ空気に満ちていた。新鮮な風を求めて小さな火ほ影かげはその身をうねらせる。


    　狭っ苦しい洞内は人いきれで溢あふれており、人の肌と肌が触れ合うたびに、ぬるりと音がする。


    　中からは呻うめき声が漏もれていた。


    　否いな、一定の法則性を持って唱和されるそれは謡うたいに近いのかもしれない。


    　座の中心に鎮ちん座ざするのは彫像じみた少女だ。


    　薄い白しろ絹ぎぬに身を包み、金色に輝く髪を肩に垂らしている。静かな微笑を湛たたえたその表情はまさしく偶像と呼ぶにふさわしかろう。その場にいる者すべてを認め、受け入れんと大きく手を広げていた。


    　少女に向かい一人、熱心に手を合わせて文もん言ごんを唱え続ける者がいる。瞼まぶたは固く閉じられ、腰は曲がり、ほとんど土下座に近い体勢でひたすらに憐あわれみを請うていた。


    　老いたその身に少女がゆっくりと手を伸ばす。


    　指先が触れるのは瞼。


    　暗く暗く、とうの昔に光を失った瞳ひとみ。


    　細くしなやかな指が、弛ゆるんだ瞼を優しく撫なでさすった。指の腹で一撫で二撫でする。さざ波のようにゆっくりとその動作を繰り返す。ほんの些さ細さいな動きでしかないのに少女はそこに命を懸けるかの如ごとく、慎重に撫でていた。それは名刀を研とぐ行為と同じく、上等の絹糸を紡つむぐ行いに等しい。


    　全身全霊が込められた指先に、淡くぼんやりとした光が灯ともって見えた。あるいは、澱んだ空気と儚はかなげな蝋燭とが見せた幻であるやもしれない。


    　熱気が籠こもった石室。少女はうっすらと汗をかき始め、薄絹は体の線に沿ってぴたりと張り付き、肌色が透けて見えた。


    　けれど、誰だれ一人として少女のそんな姿に眼を向ける者はなく、ただひたすらに呻うめき声にも似た呟つぶやきを一心不乱に繰り返す。


    　異様な光景であった。


    　か弱き少女にただただ祈り続ける大人たち。その姿は死し骸がいに群がる烏からすや蟻ありを思わせた。


    　少女がひときわ大きな息を吐く。


    　その吐息に老人の身体からだがぶるりと震ふるえた。はじかれたようにくわっと眼めを見開く。暗い穴に光が射さし込んだ。


    　見える、感動のあまり言葉にならない小さな呟つぶやきが漏もれた。


    　どよめきが広がった。奇跡、とその言葉ばかりが口にされ、歓喜の渦が生まれていく。


    　光を失ったはずの眼が映すのは金色の羅ら紗しや。彫りが深く、大きな瞳ひとみ。目鼻立ちの整った顔。そして、両手から流れ出る鮮血。


    　頼りない蝋ろう燭そくが少女の影を揺らす。その影は膨ふくれ上がると、ぶるりとまるで脈打つように震えて、また元の影へと戻った。


    　薄汚れた老人の眼前に立つのは、まばゆい少女。長き時を経て再びの光が照らしたものはあまりに美しく、ただそれだけで涙が零こぼれた。


    　奇跡というなら、この美しさこそが奇跡であるやもしれぬ。この場に居る者全員がそう思ったに違いない。少女の手のひらに滴したたる血液すら命の脈動を感じさせ、苦痛に耐える表情は輝かしい生命の証あかしであるように感じられた。


    　しかし、覗のぞき見ていた招かれざる者にとってはどうであろうか。
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    　大おお久く保ぼ新しん之の助すけは、異端の奇跡を前にして何を思うか。血を流し、歯を食いしばって痛みに耐える少女を見て何を感じるか。


    　板戸の隙すき間まから覗のぞき見ていた新之助が抱いだいた感情は、少なくとも好感ではなかった。


    「そんなところで見ておらず、入ってはどうかな」


    　声とともに、ばっと板戸が勢いよく引かれた。返事する間まもなく、新之助たちは洞どう窟くつへと引き込まれた。


    　瞬間、眼めが、その場にあるありとあらゆる眼が、都合四十を超える視線が一斉に降り注ぐ。


    　黒い瞳ひとみ、茶色い瞳、個々に違いはあれど、宿すものは皆同じ。狂気、否いな、信仰と呼ばれるものであったろう。


    　その中で、ひときわ強く、禍まが々まがしい信仰心を宿しているのはほかならぬ東とう鶏けいだった。


    　いつもの袈け裟さ姿すがたではなく、宣教師のような黒い法ほう衣えを纏まとっている。


    　白目は充血しており、黒目は濁っていた。新之助へ射い殺ころさんばかりの視線を一瞬向けたが、すぐにその眼を信仰の対象へと戻した。すなわち、座の中心にいる女神たる存在へ。


    「え……、新之助さん、どうしてここに？」


    　金髪の少女はそう言った。聞き覚えのあるどこか間延びしたしゃべり方が、この厳粛な空気の中でひどく不似合いだ。


    　少女は自分がひどい姿を晒さらしていることに気づき、あわあわ言いながら前を掻かき合わせる。


    「神夕かみゆか」


    　新之助は確認の意味も込めて、その名を呼んだ。


    　普段とはまったく違う印象を受ける。黒ずくめの服の下には、透き通るような白い肌、頭ず巾きんの下にはまばゆいばかりの金の髪、顔だちこそ和人に近いものだが、それ以外の容姿は紛れもなく異人のそれである。


    「新之助さん。ここは異教徒の方が来てはいけない所なんです。ご遠慮いただけませんか？」


    　神夕は恐縮しきった表情で、懇願する。ただ異教徒という言葉には嫌悪感が込められていた。


    「構わんよ、神夕」


    　遮さえぎったのは東鶏だった。


    　ぱっと手を挙げると、その場にいた二十人ほどがさっと動き、ぐるりと新之助たちの周囲を固める。


    　各おの々おのは小こ脇わきに短筒を携たずさえていた。都合二十丁。異国情緒溢あふれる装飾を見るに、この国のものではあるまい。あれらを揃そろえるには砦とりでくらいなら建てられるほどの金きん子すが必要なはずだ。


    　引き金に指がかけられ、銃口が新之助の額ひたいに向けられる。


    　強制的に三人は座の中心、東鶏と神夕のいる場所へと押し出されていく格好になった。


    「僧そう正じようがそうおっしゃるなら……。で、でも危ないことはしないでください」


    「安心しろ。殺生は禁じられているではないか。危ないことなどするはずがない」


    　そう言われて、神夕かみゆは渋々ながら引き下がる。東とう鶏けいはそれを満足げに眺めると、新しん之の助すけへ視線を投げかける。自由に発言してくれていい、ということだろう。


    　新之助は小屋の中をぐるりと見渡してからおもむろに口を開いた。


    「東鶏、これは何だ？」


    「ご覧の通り、ただの救世だ。何の変哲もない慈善事業よ」


    　東鶏は面倒そうに答えた。つまらない質問をしてくれるなと肩を竦すくめて嘲ちよう弄ろうする。


    「嘘うそだよ。……そんな素敵なものじゃない。術の行使には代償が必要だもの。そんな高度な術を使えばもっと消耗していないとおかしい。血が流れるだけなんて、そんなのありえない」


    　噛かみついたのはましろだった。意外なところからの切り返しに、東鶏は眼めを細めて楽しげな表情をした。


    「鋭いお嬢さんだ。確かにその通り。人はおろか、あやかしでもよほど高位のものでなければこんなことはできまいよ。いや、高位のあやかしでもできぬのかな？」


    　東鶏はにやりと意地の悪そうな笑えみを浮かべて、ましろとくろえを見る。どうやら、二人の正体に気づいているらしかった。


    　東鶏の言葉に神夕が過剰なまでに嫌悪感を露あらわにした。


    「そ、そんな！　私、あやかしだなんてそんな邪悪なものじゃありません！」


    「邪悪……」


    　はっきりと断ぜられて、ましろは自分の腕を引き寄せてきゅっと身体からだを掻かき抱く。表情を読み取らせまいと顔を俯うつむかせた。


    「大おお久く保ぼ殿。お主はもう気づいておるのだろう？」


    　東鶏はすっと神夕の肩を抱き寄せる。その仕草は恭うやうやしく、丁てい寧ねいな扱い方だった。まるで、古こ伊い万ま里りを手に取るような、西陣を羽は織おるような、長なが曽そ禰ね虎こ鉄てつを研とぎに出すような。


    「神夕はお主が探していたものだ。曰いわく、天。もし、天というものがあるとすればこの神夕こそがそうだ。こやつは禁教が作り上げた人の手による神、『神の子』だよ」


    　新之助はその言葉に衝撃を受けなかった。だが、実際に口に出されてはっきりと断じられてしまうと、驚きよう愕がくではない、別の感情が揺らされた。


    　新之助はぐっと拳こぶしを握った。肌に食い込んだ爪つめが冷静さを強要する。


    「なんで、ここにいるんだ」


    「拙せつ僧そうが手に入れた。だからここにある」


    　東鶏の答えは単純そのもの。


    　かちり、と符合が一つ、また一つと噛み合って一つの絵図面を描き始めた。


    「お主には話したな。始まりは二年前のあの飢き饉きんだ。山やま手て全域を襲った未み曾ぞ有うの冷害に干ばつ。この土地は飢えに苦しみ、あげく滅びかけた」


    　くろえが弾はじかれたように顔を上げた。いつも眠たげだった眼が見開かれている。喉のどがこくっと動き、息を飲む。


    　過去が追ってきた。


    　日ひ暮ぐれ上うえ郷さとが、銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみが引き起こした山やま手て騒動。それが今、こうして再びくろえの前へと戻ってきた。


    　無論、そんなことは東とう鶏けいが知る由よしもない。くろえの反応など気にもかけずに東鶏は続ける。


    「拙せつ僧そうは絶望したよ。そして、恨んだ。この世を、この世を治める者を。だから、変えねばならぬと思った。変えねば、誰だれも救われない」


    　新しん之の助すけは黙って聞いていることしかできない。誰一人として、東鶏の言葉を遮さえぎることなどできないだろう。その場にいる者すべてが東鶏の声に耳を傾けていた。


    　その姿は暗に東鶏の正しさを証明しているようですらあった。


    「仏道では救いをもたらすことができなかった、ならば、他ほかの物を使うしかない。幕府が禁じるものこそ、幕府を倒す鍵かぎとなる。文献を読み漁あさり、か細い交渉の糸を辿たどり、たぐりよせた、この『神の子』を」


    　ぎりっと音がしそうなほどの勢いで東鶏は神夕かみゆの手を掴つかみ上げる。神夕は一瞬、痛みに顔を顰しかめたが東鶏に気にする素そ振ぶりはない。


    「『彼ら』もこの国には興味を持っていてな、拙僧の思おも惑わくとも合致した」


    『彼ら』とは列強の国々のことだろう。虎こ視し眈たん々たんとこの国を狙ねらっている彼らにとって、投入できる作戦は何であろうと試す価値がある。


    　宗教とは、言ってみれば一つの侵略兵器だ。思想を壊すことで侵略する。東鶏は言葉によって、すなわち宗教によって、人々の価値観を崩壊せしめて世の転覆を狙っている。心さえ動けば自然と身体からだも動く。それはいずれ大きなうねりとなってこの国を飲み込むだろう。


    　だが、それはあくまでも東鶏の視点から見た筋書きでしかない。


    「それは、侵略に手を貸すってことじゃないのか」


    「それで構わんのさ。神の名の下もと、治世が行われるなら、武士なんかが治めるよりはよほどマシだと思うがね」


    　新之助ではどちらがより優れた統治方法なのかは判断がつかない。ただ、いずれにせよ自分の頭の上に何かがいるという部分においては変わりがない。


    　答えを出しあぐねている新之助の心の隙すき間まに入り込むように、東鶏は優しく甘く囁ささやきかけてくる。


    「本来、天の下に人は皆平等なのだ。お主ならそれが理解できるのではないか？」


    　その言葉は新之助の耳じ朶だに響く。


    　平等という概念はどこまでも優しく、新之助の胸を打つ。


    　同じく人として生まれながら、なぜ違うのか。他の人には視みえないものが視える、ただそれだけのことで疎うとまれ蔑さげすまれてきた。


    　だからこそ、新しん之の助すけはこれまでの旅の中でそうした人々の力になりたいと、そう願い続けてきた。


    「新之助……」


    　そばにたたずむましろの表情は悲しげだった。


    　ましろが新之助と共にいること、それ自体が異端の証あかしと言えた。あやかしを視ることで日常を失った少年を、さらに異常の世界へと引き込んでいる。


    　邪悪、と呼ばれる存在。あやかし。


    　だから、ここで彼がどんな答えを選んでも仕方がないことだと思う。彼が望むのなら、この血と死とあやかしに塗まみれた、薄暗い世界に生きるよりは日の当たる場所で生きてほしいと思う。山やま手てへの道中で抱いだいた思いは今も変わらない。


    　新之助は瞑めい目もくする。その思いはましろからは窺うかがえない。無論、東とう鶏けいからも。畳み掛けるように東鶏は語りかける。


    「拙せつ僧そうは弱き者を救いたいのだよ。弱き者を弱き者のまま、放ほうっておく世界になど用はない。だから、変える。だから、帰る。原初の世界に立ち返るのだ。絶対の存在のもと、平等な世界へ。神の名のもとに」


    　荒こう唐とう無む稽けいな夢物語だと嘲あざ笑わらわれても文句は言えない。


    　だから、それを単なる理想ではなく、現実のものとするために触れたのだ、禁教に。


    「神を奉まつり、拙僧はこの国を変える」


    　その言葉には絶対の自信が滲にじんでいた。


    「ふざけるな。国を動かすのは神様なんかじゃない。そんなもので人が動くかよ」


    　新之助の反はん駁ばくを東鶏はにっと笑って受けた。


    「動くとも。神の名のもとに絶対の治世を行うのだ。神を頂点に頂き身分の差を取り払う。人々の上に立つのは神のみ。神が世を治めてこそ、人は安らぐ。我われらはその尖せん兵ぺいとなるのだ。これはいわば聖戦だ！」


    　東鶏が半ば恍こう惚こつとした表情で語る。


    　海外の列強との繋つながり。そして、神夕かみゆへの崇拝、あるいは忠誠心によって結びついた集団。今、彼らはまさに尖兵と化していた。この国を丸ごと変えるのは難しくとも、戦乱の世から遠く離れ軍備も衰えた昨今では一地方を制圧することくらいは可能かもしれない。


    　確固とした拠点を持てば、軍備はさらに拡大できる。儲もうけ話を見込んで一口乗ってくる連中など腐るほどいるだろう。その代表格である海外列強の強力な後ろ盾があればこの国が内部から壊れるのは時間の問題だ。


    　だが、新之助は一笑に付した。


    「へっ、なんのこたぁない。天あま草くさ一いつ揆きの二の舞だな」


    　実際よく似ていた。『神の子』による奇跡。天あま草くさ四し郎ろう時とき貞さだという稀き代たいの異能が解放の象徴として担ぎ上げられ、天草地方の人々が一いつ斉せい蜂ほう起きした事件。天草一揆、天草島しま原ばらの乱。


    　結果から言えば反乱は鎮圧され、彼らはその命を落とした。やれ逃げ延びて海を渡ったの空を駆けて天へ行かれただの面白おかしく伝えている話もあるが、結局のところこの世界での居場所は失われた。


    「今度だって同じだ。冷静になって考えてみろよ」


    　新しん之の助すけが言った一言に、東とう鶏けいはいとも冷静に返す。


    「あの頃ころとは状況が違うさ」


    　指し示した先にあるのは石壁。


    　その力を誇示するように、後込め式の銃があった。そばにある箱の中にはおそらく弾薬が詰まっているのだろう。どんぐりのような流線型の弾丸が覗のぞいていた。そして、その場にいる人々が胸に掲げる短筒。


    　確かにこれらの装備があれば、大抵の戦いくさには勝てるだろう。無論、互いの陣営の兵の数が拮きつ抗こうしていればの話だ。今の数十人程度の小勢なら押し包んでしまえばいとも容易たやすく敗れ去る。


    　だが、東鶏は特にその心配をしている様子はない。これだけの武器を揃そろえられるのだから人間など簡単に手に入るはずだ。それこそあの短筒一つ買う金で百は集められるかもしれない。


    「今の我われ々われに負ける理由など微み塵じんもない。時代は下り、幕府は弱体化した。知ち恵え伊い豆ずのような幕ばつ閣かくもいない。それに反して拙せつ僧そうらの装備は最新式。列強の援助もある」


    　新之助はため息を一つだけついた。


    　既すでに東鶏との会話は議論とは呼べなかった。自みずからに都合のいい事実だけを拾い上げ、それ以外の真実については眼めをつむる、あまつさえ頭ごなしに否定してすら見せる。


    　尊大な誇張と苛か烈れつな装飾をもって語られる言葉はもはや対話のためのものではなく、単純な煽せん動どうのためだけに紡つむがれているようだった。それこそ、坊ぼう主ずの唱えるお経となんら変わらない。


    　これ以上のおしゃべりは無駄だ。


    　新之助の視線が険しくなる。その瞳ひとみに何かしらの決意を見いだし、東鶏は声をかける。甘く甘く囁ささやくように。


    「お主になら理解できるはずだ。すべてを救いたいと思ったことはないかね？　誰だれもが等しい世であれば苦しむ者はいなくなる。……違うかね？」


    　東鶏はすっと手を伸ばした。


    「大おお久く保ぼ殿。拙僧と共になら、『神の子』と共になら衆しゆ生じようを救うことができる。この聖戦に加われ。戦えるのは我々だけなのだ。共に世を変えるために戦おう」


    　彼が本気でその誘いの言葉をかけていることは傍はたから見ている者にもわかる。


    「……新之助」


    　そう小さく呟つぶやいた声は誰のものであっただろうか。ましろとくろえは静かに眼を閉じる。


    　神夕かみゆは眼を輝かせて新之助を見つめた。もし、彼と共に人々を救うことができたら、なんて素敵なことだろうと、そんな期待を込めて。


    　その眼まな差ざしに新しん之の助すけは少しばかり悲しげな表情を見せた。まるで、謝っているかのように視線を落として眼めを閉じた。


    　きっと神夕かみゆは本当に誰だれかを救いたいのだろう。だから、痛みという代償を払っても奇跡を起こして人を癒いやす。その奇跡をもって『神の子』と崇あがめられて、新たな戦いの旗頭に担ぎ上げられている。


    　その戦いを東とう鶏けいは聖戦と呼んだ。世を変えるために戦うと言った。


    「俺おれには世を変えるなんてことはわからない。そのために、戦うなんて理解できねぇ……けどな」


    　新之助は顔を上げた。眼はきっと東鶏に向けられていた。


    「戦ってるのはお前だけじゃない。みんな戦ってるんだよ。自分にとっての世を変えるために。傍から見りゃちっぽけで見当違いな戦いかもしれないが、歯ぁ食い縛って必死で生きて、必死で抗あらがって、必死で戦ってるんだ」


    　握りしめた拳こぶしは震ふるえていた。


    　新之助は知っている。自みずからに課せられた職責をまっとうしようと型破りな行動に出て己おのれと戦う代官を。世の因習に抗あらがい偏見を跳ねのけ、自分の夢を叶かなえようと危険を承知で大海うな原ばらに漕ぎ出す立派な船頭がいることを。


    　神も国家も関係ない、ただ自らの望む日常を生きるために戦う人々がいるのだ。


    「お前は運命を言い訳にして、神様の名前を借りて、自分の戦いを放棄してるだけだ。戦う理由を誰かのせいにするんじゃねぇ」


    　力強い声だった。無風の部屋の中にあって嵐あらしを生んだような激しい、荒々しい感情の塊かたまりだった。


    「な、何を……」


    　東鶏は眩暈めまいがして、ふらっと倒れ込みそうになる。


    「戦うんなら、てめぇの名前を掲げて戦え。勝利も敗北もその名で背負ってみせろ」


    「黙れぇ！　神という偉大な存在の前で名など矮わい小しよう、何の意味も持たぬわ！」


    「じゃあ、てめぇが救いたいのは誰なんだよ？　衆しゆ生じようなんだろ？　そいつらは一人一人名前を持っていて、それぞれの人生を戦ってるんだろうが！」


    　東鶏がただ一つ、わかったことは彼が敵だということだけ。己の指し示す理想に立ちはだかる試練として存在しているということだけだ。


    　東鶏の眼は血走り、まるで憎悪が燃え立つように生白い眼球には朱が差していた。くわっと眼を見開き、新之助を睨にらみつける。


    「黙れ黙れ！　言葉を弄ろうして拙せつ僧そうらを惑わすのか、この悪魔めっ！　邪魔立てするのなら神の名のもとに裁いてくれるわ！　侍め、何な故ぜこうも拙僧を苦しめる。異教徒の悪魔めが。貴様らが助けぬから神を望んだのだろうが！　あの時、拙せつ僧そうを救わなかったのはお前ではないか……」


    　東とう鶏けいの眼めにはもう正気の光は宿っていなかった。口から泡を飛ばしながらひたすらに繋つながらない言葉を口走っていた。ここにはいない誰だれかを見ているようで、新しん之の助すけには向けられていない。遠い過去を見ているのだろう。


    　そして、それは東鶏だけでなく、他ほかの村人たちも同じだった、血走り、焦点の合わない瞳ひとみで新之助を睨にらみつけ、銃を構えている。


    　もはやどれだけ言葉を尽くしたとて届くまい。


    「くそっ……。やるしかないか」


    　新之助は刀の鯉こい口ぐちを切った。


    　だが、それを阻はばんだ者がいた。


    「新之助さん……。神が人を救ってはいけませんか？」


    　それまで黙っていた神夕かみゆが一歩前に出る。その姿を見て東鶏は歓喜の表情になった。そう、誰がなんと言おうと、こちらには『神の子』がある。その事実が彼に自信を取り戻させる。東鶏は恭うやうやしく神夕の手を取った。


    　その手はまさしく奇跡の御み手て。弱き者に光を与え、救いへと導く、全能にしてすべての裁定者。病める者も健すこやかなる者も、富める者も貧しき者も、彼かの者の前では等しく無価値。救済を、あるいは罰を与える絶対の独裁者。


    「新之助さん。私は人々を救いたいんです。それがそんなに間違っていますか？」


    　俯うつむいて、上目づかいで神夕は新之助を見る。自信が無さそうに、新之助の反応を窺うかがっていた。


    　だが、新之助はそれを是ぜとは言ってやれない。


    「わからねえよ。けど、それじゃあお前が救われてないんじゃねえのか」


    　新之助は微ほほ笑えみかけてそう言った。きっと東鶏の描いた野望と、神夕が夢見た理想は違うものだ。


    「……私、馬ば鹿かなので難しいことはよくわかりません。誰かを救っちゃいけない理由なんてわからない。僧そう正じようはみんな救うって、そうおっしゃいました」


    　神夕の眼が伏せられる。どこにも間違いなんてない、絶対の倫理がそこにはあった。なのに、何な故ぜだろうか。それがとても歪いびつなもののように新之助には思えた。


    「困っている人がいたら救って差し上げるのが当たり前のことだと思うんです。みんな困ってるんです。私はそのためにいるんです。邪魔を、しないでください」


    　一歩、神夕が間まを詰めた。


    　確かな決意と気迫を持って踏み出された足は、地を踏みしめて不退転の覚悟を示している。純粋な善意がまるで呪じゆ詛そのように視線に込められ、強く強く新之助を見つめてくる。そこにある絶対の正義が新之助を苛さいなんだ。ともすれば、このまま後ろに退ひいて道を譲ってしまいたくなる。それでも、新之助はその場に踏みとどまろうとした。


    「なんで、そこまでするんだ」


    　神夕かみゆの態度は常軌を逸いつしていた。信じるという綺き麗れいな言葉だけで言い表わせる範はん疇ちゆうを既すでに超えている。


    「それが私の使命だから、です」


    　救うため、ただそれだけのために使われる命。それ以外には求められず、そのためだけに必要とされる。


    「………」


    　神夕の言葉に、声を失う。それは新しん之の助すけだけでなく、くろえも同様であった。


    　これは道具だ。


    　いつかの、どこかのあやかしと同じように、異能ゆえの機能だけが必要とされ、それを除いては不要でしかなかった存在。


    　くろえはぐっと唇くちびるを噛かんで押し黙る。


    　過去から脱却してなお、神夕に自分を重ね合わせてしまうことが嫌いやだった。昔せき日じつを忘れてなお、違う道を示してやることができないのが悔しかった。


    　使命だなんて、飾りたてた言葉に縋すがることしかできない神夕が哀れで仕方がなかった。そんなものは溺おぼれる者の藁わらに等しいのに。それでも、その使命にのみ彼女の存在意義はあった。


    　沈黙が場を支配すると、東とう鶏けいは勝ち誇ったように笑えみを浮かべた。


    「見るがいい。ここにいる者たちを。あの飢き饉きんに苦しんだ者たちだ。果たして彼らは、お主と拙せつ僧そう、どちらを信じるかな？」


    　新之助たちを囲んでいた人々は、その声を合図にじりっとその輪を狭せばめてきた。手に手に武器を取り、銃口を、あるいは切っ先を向けてくる。


    　是非を問うまでもなく、彼らの答えは明白だった。その行動をもって答えに代えただけのことだ。


    　彼らの周りには手を差し伸べてくれる者などいなかった。空すき腹を満たしてくれる者はいなかった。大おお久く保ぼ新之助はその時その場所にはいなかった。


    　あの地獄のような、餓が鬼き道に堕おとされたような苦しみを知りえぬ者が吐く言葉に聞く価値はなく、従う義理もない。


    　安あん寧ねいな日々に、ぬるま湯に浸つかっていた、いいご身分のお侍が何をぬかす。


    　色濃い怨えん嗟さの瞳ひとみは、銃口のようにどこまでも暗かった。


    　その暗い穴を埋め、光を与えてくれたのはほかならぬ『神の子』。その御み手てが希望を与えてくれた。血と硝煙と肉を焼く焦げつく臭においに満ちた未来を見せてくれるのだ。


    　新之助は今さらながらに実感する。これこそがふくろうが止めようとしていたことなのかもしれない。『神の子』も「奇跡」も劇薬だ。いきなり受容してしまえば、その強烈な甘美さに人々は夢を見る。自分の境遇をすべて変えてくれる、世の中すべてを変えてくれる、そんな甘い甘い夢を。そうして人々の心をただ一色に染め上げてしまう。


    　だからこそ、その接触は緩やかなものでなければならなかった。ふくろうが命を賭として時を稼ぎ出そうとしたのはこのためだったのだ。


    　新しん之の助すけは一歩だけ、後ろへ下がる。背中に感じるのは二人分の呼吸。ましろとくろえと互いに背中を預け合い、ただ火ぶたが切られるのを待つ。もはや戦闘は避けられまい。


    「どちらが正義でどちらが悪か、答えはもうわかるだろう」


    　東とう鶏けいが告げるのは最後通つう牒ちようにして開戦の合図だ。村人は引き金に指をかけ、刀の柄つかを握りしめる。


    　そして、断罪の刻ときが来る。


    「悪はお前たちさ」


    　その声は思いがけないところから飛んできた。


    　めきっと音を立てて板戸が蹴け破やぶられ、開あいた穴からいやに細い瞳ひとみが覗のぞく。その顔は狐きつね面めんのように扁へん平ぺいでにやにやとした笑えみを張り付けていた。
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    　それは堤が崩れたが如ごとく、一息で押し寄せてきた。


    　蹴け破やぶられた戸板からだけでなく、岩影からあるいは石の天井から忍び寄ってきて、さながら蟻ありの大群が這はい寄るようにして人々を十と重え二は十た重えに取り囲む。


    　彼らが手にしているのは短刀一本だけだ。しかし、それが五十にも上れば刃やいばの雨にも等しい。


    　既すでに洞どう窟くつは崩壊し、入り口の岩壁と天井が崩れて夜空が見えている。いくら小さな洞窟といえど、純粋な人の力だけで破壊するなど尋常のことではない。


    　すなわち異常。


    　その一事だけで彼らが常ならぬ存在であることを示していた。曰いわく、公こう儀ぎ隠おん密みつ妖よう異い改あらため。


    　ただの一瞬。男の声が注意を引いた僅わずかな間かん隙げきでその場は支配されていた。誰だれもが口を開あけ、されど声は出ず、ただ瞳ひとみだけが緩慢にその経緯を見守っていた。それは新しん之の助すけも東とう鶏けいも変わらない。沈黙こそがその証左だった。


    　一人、笑い声を上げることができたのはその空気を作り出した張本人だけ。


    　新之助は息を一つ飲み込んで呼吸を整えると、その男の名を呼んだ。


    「遊ゆ佐さ……」


    「よう」


    　懐ふところ手でをしながら、相も変わらずにたにたと下げ卑びた笑いを浮かべている。ともすれば、今の状況を忘れてしまいそうになるくらい、遊佐の態度は普段と同じだった。刃の光がちらつき、火薬の臭においが漂うこの場所で、遊佐は常と変らぬ様子で立っている。


    「どうして、」


    　そう新之助が言いかけると、遊佐の笑えみが一層あくの強いものになる。


    「言わせんなよ。『神の子』とやらを殺しに来たに決まってんだろ？　どっかの馬ば鹿かがもたついてやがるからわざわざ俺おれが来てやったのさ。……どうやら間に合ったみてぇだな」


    　新之助が得心するよりも早く、銃口が動いた。たんっと乾いた音がして、遊佐の足元で土つち煙けむりが上がる。


    　それを顔色一つ変えず、否いな、いっそ歓喜に打ち震ふるえた表情になって遊佐は撃ち手を見やる。その笑顔に答えるのは悲ひ愴そうな顔をした僧形の男だった。陰陽一枚の合わせ絵のように対照的な二人は視線を交じらせる。


    「『神の子』を殺すだと……。貴様ら犬如ごときにそんなことはさせぬよ」


    「やるさ。そいつが俺の仕事だ」


    　銃口から立ち上る煙をせせら笑って遊佐は続ける。


    「そこの腑ふ抜ぬけたぼっちゃん侍と一緒にしないほうがいいぜ。あいつは素しろ人うと、こっちは玄くろ人うと。俺は職人気質かたぎなもんでね、できない約束はしねぇのよ」


    「戯ざれ言ごとを……」


    　東鶏が片手を挙げた。たちまちに上る煙、響く轟ごう音おん。風と一緒に血ち飛沫しぶきが舞った。どうと音を立てて倒れたのが五人、片かた膝ひざをついてぐっと呻うめき声を上げているのが二人。


    　数人が頽くずおれる姿を見て、ようやく遊ゆ佐さはにやにや笑いを引っ込めた。


    　くいっと顎あごを引くと、黒い人影はかさかさっと動き、村人の一人を二人がかりで囲んだ。一人は喉のどを絞め、一人は腹に当あて身みを打つ。声ひとつ立てさせず、意識を奪った。鮮やかなまでのその手つきは、最初からその者が眠っていたかのようにすら見せた。


    　水際立った手て捌さばきにその場にいた人々は声を失い、立ち尽くした。玄くろ人うとを名乗るだけあり、真実その技量は並の者とかけ離れている。


    　村人たちはわけもわからず一人倒され、それこそ奇術のように見えただろう。恐怖を感じさせるには充分だった。公こう儀ぎ隠おん密みつの力を初めて目まの当たりにした者は息を飲むことしかできない。


    「おい、よせ！　やめろ！」


    　新しん之の助すけの怒気の籠こもった視線に遊佐は肩を竦すくめる。にへらと挑発的な笑顔を向けてきた。


    「てめぇ」


    　激情に身を任せ、駆けだそうとした新之助に銃口が向けられる。


    「動くな！　動くんじゃねぇ！」


    　新之助の放つ殺気に当てられて村人の一人が銃口を向ける。引き金は指にかかり、震ふるえていた。あと一歩、新之助が動けば反射的に指は動くだろう。


    　素しろ人うとの構えた短筒などそうそう当たるものではないが、それだけに怖い。たとえ、新之助に命中せずとも、他ほかの誰だれに当たるとも知れない。それが枷かせとなり新之助は動きを封じられてしまった。


    　けれど、そんなことを気にも留めずに悠々と動く男がいる。


    「黙って見とけよ大おお久く保ぼ。こんなのすぐに終わる」


    　言うと、遊佐はその場を飛び退のく。大将の機敏な動きに手下の者どもも続いた。


    　それぞれが銃を相手に距離を取った。


    　銃が恐ろしいのは数がある時だけだ。それぞれの撃ち手へと目を向ければ、銃口は一つ、飛び出す弾丸は一つ。なら、その一つをやり過ごしてしまえばあとはこちらの独壇場。そして、相手は決して戦いくさ慣れした連中ではない。動き回る者を標的にしたことなどそうそうない。調練を積んだとて、付け焼刃で公儀隠密を捉とらえることはほとんど不可能だ。


    「馬ば鹿かな……」


    　東とう鶏けいが一つ眼めを瞬しばたたくたびに、また一人と倒れる。


    　間かん断だんなく聞こえていた銃声や、刃やいばを振りかぶる怒声もついには消えた。ほんのわずかな時間で、耳に届くのは呻き声だけ。黒ずくめの連中は息ひとつ乱さずに平然とその場に立っていた。一人ずつ鮮やかに仕留めていく。


    　といっても殺しはしない。それは完全な無力化だった。


    　最新式の武器を揃そろえ、それを扱う人員も揃えていながら、完かん璧ぺきな敗北だった。


    「幕府の犬は化け物か……」


    　東とう鶏けいが唸うなるように出した言葉を遊ゆ佐さが鼻で笑う。


    「言っただろう。こっちは玄くろ人うとなんだよ。どんだけどえらい得え物ものを持とうが素しろ人うとが勝てる道理があるかよ。踏んだ場数が桁けた違いなんだ。ああ、そうだ。お前は殺さないでおいてやるよ。お前の背後の繋つながりなんかを吐いてもらわなきゃいけないんでな」


    　遊佐が軽けい侮ぶの瞳ひとみで東鶏を見る。


    　武器はそれだけで達人と素人との差を限りなく埋めてくれるものだ。剣道三倍段の言葉が表わすように、得物を手にした人間を相手にするには三倍近い技量が必要とされる。例えば素手に比して刀剣類では殺傷力もさることながら戦い方の多様性もはるかに増してくるものだ。加えて、心理的優位性がある。武器を手にした時、人間の凶暴性はより増すと言っていいだろう。道具を持つ者が、その道具ゆえに獣けものにより近くなるというのは実に皮肉な話だった。


    　なれど、その獣性を超越するのが武もののふの骨頂。


    　新しん之の助すけは無論のこと、この場にいる公こう儀ぎ隠おん密みつの類たぐいも、刃やいばひとつで心を乱すような連中ではない。それは武の力を真実理解しているからにほかならない。武によって力によって人を殺せることを知った者は、武器というある意味において多分に安直な力の象徴を過信しない。


    　そこが東鶏たちと違う点だった。それを東鶏は理解していなかった。


    「なぜだ……。我われ々われはまたしても侍に屈するのか……。させぬ、させぬぞ」


    　頭痛でもするのか、東鶏は額ひたいを押さえながらふらりと後ろへ一歩退ひいた。そのぐらつく身体からだをそっと神夕かみゆが支える。


    「僧そう正じよう……」


    　神夕の瞳は濡ぬれていた。人々が倒れ行く様を見つめ続け、流し続けた涙は今なおとめどない。


    「おお、神夕よ。救いを、救世を……。奇跡の御み手てを我らに」


    　崩れ落ちた東鶏の背中はひどく小さく見えた。その背を神夕は優しく摩さする。見やれば、呻うめき声を上げていた人々も倒れ伏して神夕に祈りを捧げている。


    　まるで絵姿のようなその光景を見て、新之助は美しいと場違いな感想を抱いてしまった。たった一人の少女に群がる大人たちの姿はどこまでも醜悪だった。それでも、その中心で輝きを放つ少女は美しかったのだ。


    「ごめんなさい、新之助さん。私、この人たちを救わなくちゃ。……だから、ごめんなさい」


    　神夕は平和と幸福を願ってやまない。だからお祈りもするし、献身的に人を助ける。それが彼女に課されたもので、たった一つの願い。この村は神夕にとっての理想郷。誰だれも傷つかず、優しさに満ち溢あふれている。『神の子』がやっと手にしたひと時の安息。


    　神夕は村人たちを背にして、通せんぼするように両手を広げた。


    　その美しさが痛々しかった。圧倒的な絶望の中で、それでも決して倒れず、瞳に希望を宿らせて、しっかりとこちらを見据える姿に、新之助もましろもくろえも思わず眼めを逸そらした。


    　間違っているのは自分たちなのではないか、そう思わせるだけの迫力がその立ち姿にはあった。眼めの前で見せつけられて、新しん之の助すけは罪悪感のせいか息すら止まる気がして身動きを取る気が萎なえてしまった。威い嚇かくでなく、誇示でなく、ただその有様を見せることで正しさを証明して見せるような神夕かみゆの姿はそれだけで奇跡じみていた。


    　村人たちはそんな健けな気げで慈悲に溢あふれた神夕を守ろうと、彼女の前に壁を作る。たとえ、自分たちが命を落とそうとも必ず守るのだと、強い意志が感じられた。


    　だが、遊ゆ佐さはそれをあざ笑った。


    「くだらねぇ」


    　ちっと舌打ちをしてから顎あごで指し示すと、それを合図に黒ずくめの男たちは一番近くにいた男の襟えり首くびを引っ掴つかむと地面に叩たたきつける。


    「おい、遊佐！」


    　遊佐の纏まとう不穏な雰囲気に気づき、新之助が動こうとしたところを黒ずくめの男たちに制される。気配ひとつ感じさせずに忍び寄り、五人がかりで新之助の身体からだを抑えると、ぎりっと腕を極きめてきた。苦く悶もんの声を上げながら新之助はなすすべなく地に押さえつけられてしまう。わずかに動く首を巡らせて見れば、ましろもくろえも同様に引き倒されている。この場にいる公こう儀ぎ隠おん密みつは相当の手て練だれと言えた。


    　遊佐は新之助たちの有様を満足そうに見つめて、悠々と歩く。その足が、先に倒されていた男の顔面を踏みつけた。そのままぐりっと捻ねじり込むように下駄の歯を口こう腔くうへと押し込んだ。唇くちびるが裂さけ、内うち頬ほほがかき回される。吐き出される血と痰たんに混じって、砕けた歯がこぼれ出た。


    「……ひどい」


    　神夕が耐えかねたように小さく漏もらすと、遊佐はそれを耳ざとく聞き咎とがめた。転がる男の頭を蹴けり飛ばすと、笑い声を上げた。


    「ああ、ほんとひどいよなぁ。こちとらご公儀のお役目だってのにこいつらは邪魔をしやがる。どんないじわるかと思ったぜ」


    　せせら笑う遊佐を神夕が敵意に満ちた燃えるような瞳ひとみできっと睨にらみつける。


    「この、人の皮をかぶった悪魔め……」


    「悪魔だぁ？　笑わせるぜ。本当の悪魔ってやつを見せてやるよ」


    　遊佐はその場にいる人々に向き直ると、甘やかな声で囁ささやくように口にした。


    「おい、お前ら。その女を差し出せば命は助けてやるよ、どうする？」


    「そんなことするわけがないだろう」


    　怒りに満ちた表情で東とう鶏けいが答えると、周囲の人間もそれに続く。神夕を隠すように各おの々おのが身体を動かして、遊佐の視線を遮さえぎった。そして、口々に遊佐を罵ののしり、断固として譲らない。


    「あ？　そう？」


    　そんなのは先刻承知とばかりにへらへらと笑い、遊佐は足元に転がる一人の手をおもむろに掴つかんだ。眼下の男も憎悪に濡ぬれた瞳ひとみで遊ゆ佐さを睨にらむ。もし身体からだが自由に動けば、そのまま遊佐に掴みかかっていただろう。


    　遊佐はその視線を涼しく受け流すと、懐ふところから匕あい首くちを取り出した。そして、無理矢理に押し広げられた指にゆっくりと押し当てる。それが何を意味するかを悟ると、その場にいた者は反射的に眼めを閉じる。


    　ぞぶっと嫌いやな音がした。そのあとは、きこきこと固いものと固いものがぶつかり、削り合う音がする。


    　ぐうっとくぐもった声が聞こえ、縛いましめに抗あらがおうと暴れる音がする。そこへぴちゃぴちゃと水音が混じっていた。


    「どうする？」


    　問いに答えられる者はいなかった。誰だれもが声を失い、恐怖と驚きよう愕がくとに震ふるえていた。


    　その沈黙をどう取ったのか、遊佐はつまらなそうな顔をする。


    　静寂の中をただ刃物が動く音だけがした。その後に続いたのは悲鳴だけ。


    　びくびくと痙けい攣れんしたような音とそれに合わせて踊る水音。


    「遊佐ぁ！　やめろぉ！」


    　新しん之の助すけは組み敷かれながらも激しく抵抗する。そのたびに肘ひじやら肩がぎちぎちと鳴り、自分の中で骨と肉が軋きしみを上げた。


    　だが、新之助が動くたび、ましろとくろえも締め上げられる。それに気づくと新之助の動きは鈍くなってしまう。


    　頬ほおに点々と返り血を浴びた遊佐が、暗い眼で新之助を見下ろしていた。


    「お前がもたもたしてっからこうなってるんだろうが。こんなまだるっこしいことさせやがって。なんでさっさと斬きらなかった？」


    　その言葉に新之助の呼吸が止まる。暗に、この死はお前のせいだと遊佐が告げていた。


    「……どういうことですか？」


    　神夕かみゆの眼がゆっくり新之助へと向けられる。それをさも意外そうに遊佐はおどけて見せた。


    「ああ？　お嬢ちゃん知らなかったのかい？　こいつはな、『神の子』を斬りに来てたんだよ」


    「そんな……嘘うそです。嘘ですよね、新之助さん」


    　答えは沈黙。新之助は悔しそうに眼を瞑つぶる。


    「私を斬るんですか？」


    「くっ……」


    　ぎりっと音を立てて唇くちびるを噛かみしめる。追い打ちをかけるように、耳には悲痛な訴えが届いてきた。


    「どうしてですか？　誰一人苦しまないように、悲しまないようにって一生懸命やってきたのに……。嘘……」


    　神夕かみゆは脱力したように肩を落とす。瞳ひとみに色はなく、ただ空虚な穴が新しん之の助すけへ向けられていた。


    「嘘うそなんかじゃねぇさ」


    「違う……。もっと他ほかのやり方が」


    　遊ゆ佐さの言葉に食って掛かったのはくろえだった。嘘がつけない新之助を、本当のことが言えない新之助を庇かばうように、腹の底から絞り出すように声を出した。


    「ねぇよ。とろとろしてりゃあ死んじまう」


    　けれど、遊佐は反はん駁ばくを受け入れずに、ばっさりと断じてしまう。それがましろの激情に火をつけた。声にはっきりと怒りを込めて、遊佐への敵意を剥むき出しにする。


    「殺しているのはあんたでしょう！　あんたが来なければ誰だれも死なないのに！　新之助はそれを避けたかったのに……」


    「少なくとも俺おれの嫁は死ぬ」


    　それは感情を削そぎ落とした何の感傷も感慨もない、ただ事実だけを伝える口調だった。よく砥といだ刃物のように、新之助の心へと刺さる。


    　あの桜の縁日で見かけた幸せそうな光景が嫌いやでも思い出される。咳せき込み、熱っぽい表情をしながらも、夫と子に囲まれてただ微ほほ笑えんでいた名も知らぬ彼女。あの様子を見れば遊佐の言葉が嘘でないことがわかる。


    「あいつはな、心の臓を患わずらってる。ほっときゃ死ぬんだとよ。それがなんとか永らえてるのはご禁制の薬のおかげさ。そうでなきゃこんなくそったれな仕事やってねぇってんだよ」


    　遊佐は心底嫌いやそうに足元の死体を蹴けり飛ばした。


    「俺ぁ、死ぬ気で探したぜ、あの厄やつ介かいな嫁を助けてやる手段をよ。でも、一介の虫けらみたいな浪人者にできることなんてたかが知れてた。坊主だ神主だにもさんざん頭下げた。禁教にだって手を出した。けど、どいつも救えやしなかった……。結局、助けてくれたなぁ幕府さ。俺の魂と引き換えにな」


    　命の契約だった。遊佐だけでなく、その妻の生命すら懸かけられた、絶対に裏切れない契約。


    　遊佐もまた、神仏に救われなかった存在だったのだ。


    「あ……」


    　その境遇を知り、新之助は何か言葉を掛けてやるべきだと思った。そうでなければ、この寂せき寥りよう感も罪悪感も消えてくれない。この男もまた、宿命に、運命に抗あらがっていたのだから。


    　己おのれが背負わされたものでなく、他の誰かが背負わされた宿命にただ一人、どんな汚いことをしてでも立ち向かう遊佐上こう野ずけの介すけ義よし景かげこそは、大おお久く保ぼ新之助にとっての同志と言えたのかもしれない。


    　言葉が出てこない新之助に遊佐はちらりと一いち瞥べつをくれた。その瞳が同情などいらぬと吠ほえている。


    「おい、屑くずども。神様なんて奴やつは俺らを救ってくれたりはしねぇ。見ろよ、この無様な姿。こいつが救われてるかい？」


    　転がる死体を踏みつけて、遊ゆ佐さは問う。答えなどわかりきった質問を繰り返す。


    「嬢ちゃん、『神の子』よぉ。こいつを救ってやれるのかい？　惨めに死んでく奴やつを救えるのかい？」


    　遊佐の声こわ音ねは詰問ではない。


    　それはどこか懇願に似ていた。救ってほしいと、救ってやってほしかったと願うような弱々しい問い。


    　それに答えられる者はいなかった。誰だれ一人見捨てぬと吠ほえた新しん之の助すけも、弱き者を救うと理想を掲げた東とう鶏けいも、『神の子』と崇あがめ奉たてまつられた神夕かみゆも、答えることができなかった。


    　神夕は小さな声で呟つぶやく。


    「……ごめん、なさい」


    　ひっくと幼おさな子ごが引き付けを起こしたようにむせび泣きながら紡つむぎだされた言葉に、遊佐は眼めを瞑つぶると無言で首を振る。


    　再び瞼まぶたが開かれた時、瞳ひとみには残ざん虐ぎやくな炎が踊っていた。


    「さて、次はどいつが生いけ贄にえだ？」


    　その視線に捉とらえられた一人が怯おびえ竦すくみ一歩退ひいた。


    　一人恐怖に駆られると、さらに一人の腰が引ける。


    　沈黙の中で互いの顔を見合う衣きぬ擦ずれの音だけが大きく聞こえた。腹の探り合いをしながら、誰かが声を上げるのを待っているようだった。


    「……まだ、決められねぇか」


    　呆あきれたように遊佐が言い、ずかずかと近づいて一人の首を無造作に刎はねた。脈絡も伏線もなく、ただ絡から繰くり仕掛けも同様に腕が左から右へと動いただけ。それだけでころりと頭が転がって、血が飛沫しぶきを上げた。


    　ごとっと残された身体からだが倒れると、それが忌いまわしいものであるかのように人の輪が動いた。口々に嫌悪の悲鳴を上げて、海が割られたように人垣が開く。


    　その花道を遊佐は肩を震ふるわせながら歩く。


    　どう動けばいいのかわからずにいる男にわざわざ視線をぶつける。それだけで何を言うでもない。けれど、男はかちかちと歯の根も合わぬほどに震えて、半狂乱で叫びだす。


    「あ、あああ、あ」


    　ふっと遊佐が笑う。先ほどの焼き直しのように刃やいばは振るわれた。


    　遊佐の口元に血飛沫が飛び、それを舌で拭ぬぐいとった。


    「さぁ、どうすんだ、おい！」


    　遊佐は匕あい首くちを突き付ける。すると、神夕の前にあったはずの人垣はゆっくりと割れた。無言で、恐怖に怯おびえた瞳で、静かに、神夕を守っていた壁は失うせた。


    　ただ、最後にぽつりと声が聞こえた。


    「救ってなんか、くれねぇじゃねぇか……」


    　そう誰だれかが言った。諦てい観かんと怨えん嗟さに満ちた声だった。それが最後の引き金だっただろう。今や、人々の身体からだは完全に引き下がり、神夕かみゆのそばにいるのは遊ゆ佐さに刀を突きつけられた東とう鶏けいただ一人だった。


    　もう答えを聞くまでもない。彼らは結論を出してしまったのだ。


    「見ろ。これが悪魔ってやつだ。我が身可愛かわいさに恩も忘れて仲間を売る。これがお前が救ってきた連中の正体さ」


    　祈りも願いも奇跡も救世もすべては所しよ詮せん、夢幻。単なる感情、観念、勘違い。


    　感情によって形作られた観念ならば、それを上回る感情をもってして塗りつぶしてやればいい。遊佐が扱う感情は恐怖、憎悪、憤怒、悲嘆、そして絶望。原色に近い、色の暴力とすら言える感情の濁流は奇跡や希望など容易たやすく打ち砕く。


    「救えない……救えないんだ、あは。……何してるんだろう、私。もっと頑張れば、もっと頑張ってれば誰も、死ななかったのに。ごめんなさい。ごめんなさい」


    　俯うつむきながらぶつぶつと呟つぶやく神夕はもはや彼らの望んだ『神の子』ではない。


    　ただの哀あわれな一人の少女。


    「……始末しとけ」
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    　既すでにこの村は終わっていた。中心にあったのは『神の子』であり、それがもたらす奇跡と救世とが人々をつなぎとめていたのだ。それが瓦が解かいした今、もうこの村が脅威になることはない。


    　遊ゆ佐さはつまらなそうに言い残すとその場を去ろうとする。新しん之の助すけたちのそばに侍はべる手下に目で合図をし、拘束を解かせた。


    　ようやく立ち上がれた新之助は遊佐と視線を絡める。


    「俺おれは認めないぞ、こんなやり方……」


    　たとえ遊佐がどんな事情を抱いていようとこのしざまは許せなかった。


    　遊佐は肩を竦すくめると無言で外へと向かう。彼から語るべきことは何一つないと、その背中が告げていた。


    　新之助は言い訳の一つもしないことが潔いさぎよいとは思わない。遊佐は語るべきなのだ。何を思い、何を願っているのか。そうでなければ納得などできない。彼が救いたいと救われたいと小さな声で叫んでいることを認めてやることができない。


    「おい、待てよ」


    　新之助が遊佐を追い、その肩に手をかける。それに遊佐がうるさそうに振り返った。


    　瞬間、遊佐の表情が凍る。


    　その反応を訝いぶかって新之助も首を背後へと巡らせる。そして、同じように顔が強こわ張ばった。


    　眼前に広がっていたのは煉れん獄ごくの光景。炎に彩られたような鮮明な赤だった。


    　公こう儀ぎ隠おん密みつの一人が今、まさに絶命する瞬間だ。力任せに振るわれた腕に殴なぐり飛ばされて、身体からだは血を吐き出す肉の袋に変わり果て、それきり男は動かない。


    　神夕かみゆは返り血で身体を真っ赤に染めて立っていた。その手が握っているのは力任せにもぎ取られた男の頭。神夕は錯乱した様子で、その首に話しかけるようにごめんなさいと、そう繰り返す。


    「ごめんなさい。私、救わなきゃ……」


    　あるいはそれも奇跡と呼べたかもしれない。


    　真実、彼女にとってすれば癒いやすも壊すも同じこの手がなすこと。要よう諦ていを言えば、正か負かの違いしかない。兵器たる『神の子』の力を今ここで垣かい間ま見みせたのだ。


    　その横で一人哄こう笑しようをあげるのは僧形の男。東とう鶏けいは立ち上がると声高に言い放つ。


    「『神の子』の力を見たかっ！　さぁ、皆の者、立て！　奇跡によって救世を行う時だ！」


    　大だい音おん声じようが響くと、村人たちは腰を上げた。


    　けれど、その表情は皆一様に硬い。それこそ、遊佐の見せた凍りついた顔にそっくりだ。お決まりの文言を唱和するでなく、跪ひざまずいて拝むでなく、遠巻きに見ているだけだった。


    　誰だれ一人口を開かないことに神夕は小首を傾かしげる。


    　だが、普段と変わらぬ微ほほ笑えみを浮かべても、村人はゆっくりと後じさるだけだ。口元がぎこちなく動いて何か言っているが、声が小さくて新之助には聞き取ることができなかった。


    「……ごめんなさい、ごめんなさい。失敗しちゃったけど、頑張るから」


    　ただ神夕かみゆだけが悲しそうに俯うつむいた。


    　東とう鶏けいはそれを苛いら立だたしげに見て口を開く。


    「皆の者、何を恐れる。我われらには『神の子』がついている。見ただろう、今の御み業わざを！　幕府の犬など恐るるに足りん！」


    　事実、ほんの一瞬で手て練だれ一人を葬ほうむっていた。如い何かなる言葉よりも雄弁に、その強さを語って見せたのだ。


    　遊ゆ佐さは小さく舌打ちをした。


    「こいつぁやべぇな……予定変更だ」


    　遊佐が目配せをしなくとも、男たちの動きはぴったりと息が合っていた。


    　下された判断はいたって単純。言葉の通じなくなった狂犬は手なずけるよりも始末してしまったほうが話が早い。神夕と彼女を狂信している連中を今さら脅おどしたところで効果はないだろう。彼らは既すでに恐怖を乗り越えて、否いな、より強い恐怖に浮かされて立ち上がってしまった。


    　これでは交渉も、その後ろにある勢力に迫ることもできないだろう。だったら、せめて侵略の橋きよう頭とう堡ほたるこの連中を始末しておいたほうがいい。


    　一人がこれ見よがしに正面から神夕に斬きりつけた。当然、神夕は横に避よけるか後ろに下がるか。明らかに戦慣れしていない神夕が取れる行動など限られている。次の動きを見越して、それを封ずるべく男たちは三人がかりで囲い込む。どの行動をとろうと、一つの刃やいばが必ずその柔肌に突き立つだろうことは容易に想像ができた。


    　けれど、その想像があっけなく裏切られて、新しん之の助すけは我が眼めを疑った。


    「なんだよ……それ……」


    　具体的な言葉など出てこない。かちかちと自分の歯が鳴る音だけが聞こえてきた。眼前の状況は新之助の理解の範はん疇ちゆうを超えていた。ましろもうっと小さく呻うめいて口元に手をやった。


    　神夕はただ立っていた。


    　何の誤ご謬びゆうもなく、訂正もいらず、それそのままただ立っていた。


    　身体からだに突き立てられた刃は三つ。それぞれが右肩を裂さき、喉のどを穿うがち、左脇わき腹ばらを貫いていた。苦く悶もんに顔を歪ゆがめ、ごぽっと湿った音を立てて血を吐き、痛みにぶるぶると身体を揺らしながら神夕は立っていたのだ。


    　そして、一歩進んで間まを詰める。


    　白衣を朱に染め上げて、引き裂かれた布から肌を晒さらし、歩くたびに点々と血だまりを作っていた。


    　神夕の影が踊る。傷から漏もれ出た黒い何かが跳ねるようにして蠢うごめくと傷が塞ふさがり始めた。


    「そう簡単にゃいかねぇか……。『神の子』は死してなお蘇よみがえる。不死の化け物、だな」


    　遊佐は足元に転がっている短筒を拾い上げて、狙ねらいをつける。


    　号砲と共に、神夕かみゆの頭が揺れて身体からだが傾かしいだ。そこへ、追撃の刃が届く。今度は右足の腱けんを断ち、露あらわになった太ふと腿ももを刺し、胸に刃を突き立てる。


    　やめろ、と。


    　普段の新しん之の助すけであれば叫びながら割って入っていただろう。こんな惨状を見過ごせるわけがない。


    　それなのに、一歩たりとも足が動かなかったのは、未知の感情にとらわれていたからだった。


    　神夕がそれでも動くから、だから、新之助は動けない。


    「ううっ、くぅ……」


    　痛い、と呻うめいて痛みを堪こらえながら、涙を流しながら、それでも悲鳴を上げず神夕は動き続ける。夥おびただしい血を流し、這はいずって血だまりを広げながら。動くと傷が開き、黒い霧が染み出てくる。


    　その異常な光景を見た人々の反応は様々だった。


    　黒ずくめの連中は明らかに恐れていた。びたっと血ち塗まみれの手が地面を掻かきむしるたびにざっと後ろに一歩退ひく。


    　耳慣れない文もん言ごんを唱和する声が聞こえてきた。見やれば東とう鶏けいは一心不乱に拝んでいた。地を這う神夕に手を触れようともせず、ただ祈りを捧げていた。まるで、その血は流されることが当然で、むしろ喜ばしいことだというように、表情は恍こう惚こつとしている。


    　僅わずかな間ましかなかったのに、神夕が進むごとに流される血は減っていた。


    　傷が塞ふさがっているのだ。じゅくじゅくとした赤黒い肉は黒い煙を上げながら互いに結びつき、その箇所がびくっと痙けい攣れんすると引き攣つれのような跡を残して薄皮をまとっていく。


    　また神夕の影が膨れた。神夕が傷を負い、それを癒いやすごとに神夕の影は踊り狂った。何かを貪むさぼるようにして肥大化し、色を濃くしている。


    　口々に奇跡、という言葉が漏もれた。


    　死なない少女。奇跡と呼ぶには充分だろう。


    　その威光は公こう儀ぎ隠おん密みつすら恐れるものだ。力持たぬ群衆がすがるのはむしろ当然のことだったのかもしれない。


    「予想以上の化ばけ物ものだな、こいつは……。おい」


    　そのほんの一言を受けて、黒ずくめの一人が懐ふところから呼よび子こを取り出した。


    　静寂の夜に、甲かん高だかい音が響く。それは連綿と、間かん断だんなく続き、境けい内だいのふもとから木こ霊だまのように返ってきた。


    「くくっ、今さら何をしようというのだ」


    　嘲あざけるような東鶏の言葉に、遊ゆ佐さはただにやりと笑う。


    　その笑えみの意味するところはすぐにわかった。


    　鼻を異臭がつく。焦げ臭い、何かが燃える臭においがした。その後に、遠くから人々が騒ぐ声が聞こえる、怒号、罵ば声せい、赤子の泣き声。


    「『神の子』が消せないなら、この村を消すんだよ」


    「……なんだと？」


    　東とう鶏けいの顔から余裕が消えた。村人たちはざわめき、急いで洞どう窟くつの外へと飛び出す。直後には、先の言葉が真実であることを目まの当たりにした。


    　民家には火がかけられている。


    　そして、逃げ惑う人々を静かに、淡々と処理している黒ずくめの連中が遠目からでもよく見えた。


    「おっかぁが死んじまう……」


    　誰だれかがぽつりと呟つぶやき、弾はじかれたように走り出す。


    　だが、それも三歩と進まず、後ろから斬きりつけられて崩れ落ちる。血ち反へ吐どを吐き散らしながらそれでも這はい回り、やがて力尽きた。


    「遊ゆ佐さ、てめぇ……」


    　新しん之の助すけはほとんど反射的に刀に手をかけていた。それを遊佐は軽けい蔑べつの眼まな差ざしをもって見つめ返す。


    「おい、よく聞けよ大おお久く保ぼ。これはおめぇのせいでもあるんだ。おめぇがとっととその小娘を斬きってりゃこんな畜生仕事をしなくて済んだんだ。おめぇだけがそいつを斬れた。それを忘れて俺おれを恨むなぁ筋違いだぜ」


    「それでも、こんなやり方許していいわけがあるかよ！」


    「恨むんなら『神の子』とやらを恨めよ。誰だれ一人救えねぇ『神の子』をよ」


    　遊佐の瞳ひとみに射抜かれて、神夕かみゆはびくっと肩を震ふるわせる。


    「わ、私……私の、せい？」


    「そうだ。そうだろ？　お前ら」


    　振り返ったのは村人たち。無む辜こにして何一つ罪つみとがもないただの村人たちだ。


    　彼らは遊佐に問いかけられると無言で固まっていた。神夕を見つめ、東鶏を気にし、遊佐と黒ずくめの男たちを眺めまわす。


    　男たちはすっと忍び寄り、一人ずつゆっくりと村人を殺あやめていった。悲鳴を上げさせることなく実に手際よく。


    　僅わずかな、けれど静けさに満ちた長く長く感じられる声なき時間を打ち破ったのは悲鳴だった。一ひと際きわ大きく聞こえた断末魔。


    　こいつさえいなければ。


    　そうはっきりと呟かれた言葉はまるで質量を持っているようだった。重く、沈み込むような低い声こわ音ねがずんと神夕の腹の底へと刺さる。


    「あ……え？」


    　声の主を求めて神夕かみゆは顔を巡らせた。一人、また一人と視線を合わせて顔色を窺うかがう。早く、早く謝らないと。焦燥感がひたすらに募る。


    　けれど、誰一人として眼めは合わず、ただ光のない水晶玉がそこにあるだけ。開きっぱなしの口からは何の音もしないのに、非難の声だけが発せられている。右を見れば左から、左を見れば右から、眼を瞑つむればその場の全員から言われる。そんな錯覚すら抱いた。


    「ごめんなさい、ごめんなさい」


    　神夕はそればかりを繰り返す。初めからそういう絡から繰くり人形であったかのように。


    　新しん之の助すけは寒さに震えるように歯の根を鳴らした。あっけなく刈り取られる命を前にして、涙の代わりに言葉を出した。


    「……遊ゆ佐さ、これがお前のやり方か」


    「ああ、俺にゃこいつの身体からだは壊せねぇ。だが、やるなら今しかねぇ。そいつは覚かく醒せいしちまえば死を振りまくぜ。今までも幾つも国が滅んでる。あれは疫えき病びようなんかのせいじゃねぇ。こいつが目覚めたせいだ。だが、まだ今ならなんとか手を打てる」


    　既すでに蠢うごめく者もいなかった。


    　聞こえてくるのは神夕がすすり泣く声だけだ。服は未いまだ流れ続ける生なま々なましい血の赤と、それが乾いてこびりついた黒とで斑まだらに彩られていた。付着していた肉片がぼとりと落ちる。どれだけ涙を流しても、返り血を洗い流すことはできない。ただ舞った埃ほこりがべったりとついていた。


    　小さな肩を震ふるわせながら、どうしたらいいかもわからずに神夕は立ち尽くす。


    　それを光のない眼で東とう鶏けいが見つめる。呆ほうけたようにぺたりと座り込み、口を開あけて神夕を見ていた。


    「こんな、こんなところで終わりか……。拙せつ僧そうは誰だれ一人救えず、何一つ変えられないのか……。『神の子』を手にしながら……」


    　東鶏は神夕ににじり寄ると肩に掴つかみかかった。神夕の肩はびくっと震えるが、それを無理矢理に握りつぶそうとする。


    「否いな、『神の子』は絶対。救えぬのなら、それは『神の子』などではない！　毛け唐とうめ、たばかりおって！　こんな偽物を掴ませるとは！」


    「ごめん、なさい」


    「救えっ！　力なき者を！　我われらを！　お前はただそのためだけにいるのだろうが！」


    　東鶏は涙を流していた。ほとんど正気とは思えない様子で神夕の身体を揺すり、心まで揺さぶっていた。駄々をこねる赤子のように、跪ひざまずくような形で神夕にすがりついていた。


    　その言葉は真実にして事実。


    　神夕は、『神の子』はただ救うためだけに生を受け、死んでいくのだ。


    　村人が敬うやまってくれたのは、『神の子』だから。


    　この村が平和で幸福に満ち溢あふれていたのは、『神の子』だから。


    　じゃあ、あの人たちが優しくしてくれたのは？　『神の子』だから？


    　是ぜ。


    　なぜなら、自分には『神の子』という役目しかないのだから。如い何かなるものもすべてはその一事に帰結する。


    　何かが自分の中でぞわりと動いた。


    　救え、救え。そう訴えかけてくる。身体の内から這はい出た言葉が皮ひ膚ふの下で蠢うごめく。それに身を任せてしまうと、自分という存在が掻かき消えてしまいそうで神夕かみゆはそれを抑え込む。動きを止めてくれと願うように、がりがりと肌を掻き毟むしった。肘ひじの内側、首くび筋すじ、膝ひざの裏。けれど、爪つめを立ててひっかいてもその何か自分ではないものを引っ張り出すことができない。血が出るほどに掻き毟ってもたちどころに傷は塞ふさがってしまう。


    　ぜぇぜぇと息を荒くして引っ掻いても引っ掻いても肌の下を動くそれを止めることができない。苛いら立だちが募ると、ふっと意識が飛ぶ。


    「救わなくちゃ……、『神の子』だから」


    　涙を流す者がいるなら、それを止めなければ。血を流す者がいるなら、それを止めなくては。悲鳴を上げる者がいるなら、それを止めなくては。苦痛を訴える者がいるならば、それを消さなければ。


    　神夕にとっては、それが救済だった。それしか救済ではなかった。


    　ぶつりと、意識が途絶えた。


    　彼女は消した。


    　無念に打ちひしがれて零こぼれる涙も、燃えるように熱くたぎる血潮も、怨えん嗟さに膨ふくれ上がる心からの絶叫も、年ふりたとて未いまだ血気盛んな活力に溢あふれる肉体も、理想を抱いた崇高なる魂も。幼おさな子ごをあやすように、ただ丸められた背を優しく撫なでさすって、幻影を掻かき消したが如ごとく、一人の人間を消して見せた。東とう鶏けいという存在はまるで最初からなかったように。


    　それは技術でも奇術でもない。奇跡、あるいは単なる殺さつ戮りくだった。


    　東鶏はもの言わぬ塵ちりと化し、大気に溶け込んだ。言葉一つ、何一つ残さず、ただ無念だけを残して、瞬きもしない間に消え失せた。


    「……」


    　神夕はそれを見ても何とも感じなかった。感じる心が今は消えている。それを神夕と呼ぶべきか新しん之の助すけにはわからない。今こそ『神の子』と呼ぶべきなのだろう。


    　彼女の痒かゆみは失うせていて、呼吸も整っている。さっきまでの不安定な情緒も今は落ち着いているように見える。否いな、今は情緒というものが消えているだけだ。眼めには光が宿っていない。


    　遊ゆ佐さが指さして何か大声を上げている。


    『神の子』の視界の端では数人の男が走り寄ってくる姿が見えた。けれど、あまりにも遅い。空気で縛いましめでもかけられているのかひどく重々しい動きだ。


    『神の子』が機械的に手を差し伸べると、あっけなく彼らはあるべき場所へと還かえっていた。後には、千ち々ぢに細こま切ぎれになった衣服と短刀が転がるだけだ。人肉が容易たやすく塵ちりに変えられると、蝋ろう燭そくの明かりに生み出された影は貪どん欲よくに塵を吸い込み、さらに色を濃くして膨ふくれた。


    　塵に変えてたいらげると、ゆっくりとした動きで首を巡らせた。そこにはいつものあの明るさはない。さっきまでの涙もない。


    「遊ゆ佐さ！　手下を下がらせろ！　全滅するぞ！」


    　新しん之の助すけの声に機敏に反応して、遊佐は配下の者を後ろに退ひかせる。圧倒的な力を前に、闇やみ雲くもに突っ込ませても効果はない。普段の冷静な遊佐であれば、ここは見けんに徹しただろう。だが、遊佐ほどの男が判断を鈍らせるほど、眼の前の存在は常識を外はずれていた。


    　触れればそれだけで命が消し飛ぶ。


    　手持ちの装備、この場にいる人員では対処しきれない。退くべきだった。そう決めてしまえば遊佐の行動は速い。『神の子』を遠巻きに囲みながらじりじりと後ろへと下がる。


    「一斉に退くぞ……」


    　低い声で静かにそう告げる。返事はない。誰だれもがその決断を望んでいた。たっと、誰からともなく退いた。


    　その姿を眼めに映してなお『神の子』の動きのほうが速い。


    　相手が一足跳びで駆けた。背を向けていた者を捉とらえると一撫なでして、塵じん芥かいに帰せしめる。


    　圧倒的な速度だった。常人の眼では、否いな、人の眼では残像すら映らない。此方こなたと彼方かなたを一瞬のうちに行き来するような、恐るべき速さだった。


    『神の子』は勢いそのままに新之助に襲おそいかかる。


    　その神速を見極めるのは新之助にすら難しい。刹せつ那なの居い合あいを見定めるその瞳ひとみですら、動きを正確に捉とらえるのは不可能だった。


    　ただ死の予感が駆け巡る。ほとんど反射的に身を捩よじる。肩先に感じる風から逃のがれて、そのまま転がるようにして距離を取った。


    　自分がもと居た場所には『神の子』がぼうっと立っている。


    　今さらながらに汗が噴ふき出始める。どうやら自分は勘違いをしていたらしい。


    　眼の前の存在から逃げおおせることなどできない、ほとんど天災のようなものだ。少女の器に神を満たした兵器。


    「大おお久く保ぼ、退け。あれを封じる」


    　遊佐は低い声で囁ささやいた。


    「言われるまでもねぇ。退けるものなら退きたいね」


    　新之助が茶化すように言う。茶化さずにはいられない。


    　一いち合ごうにも満たぬやり取りで悟ってしまった。何なん人ぴとたりともこれに勝てるはずがない。


    　絶望を前にして引き攣つるように笑う新之助。それと対照的に遊佐は落ち着き払った声こわ音ねで、無表情を作っていた。


    「退ひかせてみせるさ……」


    「あ？」


    「ちぃとばかり癪しやくな話だが、あれに勝てるとしたらやっぱりお前だけなんだろうよ」


    　この男は急に何を言い出すのか。まるで戦いにもなっていない一方的な展開だった。突き出された手からただ死にものぐるいで転げまわっただけのこと。無ぶ様ざまにもほどがある。世せ辞じにしたってそいつはないだろう。新しん之の助すけは呆あきれて肩を竦すくめる。


    「何言ってんだよ。今の見てたろ？」


    「見えなかったんだよ」


    　恥じ入るような諦あきらめるような、そんな微妙な顔を一瞬見せ、遊ゆ佐さはすぐに視線を逸そらした。


    　あの兵器の動きはおろか、新之助がそれをどうやって躱かわしたかもまるで見えなかった。幾多の修羅場を潜くぐり抜け、決して低くない技量を持つこの男が、だ。


    「俺おれぁ頭はともかく身体からだの作りは凡人なんでな。凡人様の眼めじゃあ、見えやしねぇのよ。ありゃあ完全に人の領域を超えてやがる。どうやって生み出したかは知らねぇが、とんでもねぇ化ばけ物ものだ」


    「確かにな……」


    　新之助が実感を込めてそう漏もらすと、遊佐ははっと鼻で笑った。


    「よく言うぜ。あれを躱かわすお前もやっぱり化け物だろうが」


    　切り返されて、新之助は苦笑する。


    　まったくもってその通りだ。


    　すっと自みずからの眼もとへと手を這はわす。


    　幽かくり世よを瞳ひとみに映し、刃やいば手にするこの身は既すでにあやかしにも等しかろう。されど、それが人を救い、自らを救うこともあるのなら悪くない。


    　先の一撃もまた、この瞳あればこそ避よけられたのだ。


    　新之助は見ていたのではない。視みていたのだ。形あるもの手に触れられるものを見たのではなく、実を伴わぬ曖あい昧まいにして儚はかなきものを。『神の子』の奇跡じみたその動きは人の範はん疇ちゆうにはなく、あやかしに似たものだろう。であれば、この眼がこの身体が反応するのは必ひつ定じよう。


    「何か手があるのか？」


    　新之助は遊佐にちらりと視線をやってからすぐに神夕かみゆを見据える。


    　神夕はうなだれてぶつぶつと何か聞き取りづらい言葉を口にしていた。さっぱり意味が掴つかめないあたり、もしかすると異国の言葉なのかもしれない。ほたりと滴しずくがひと欠け落ちて、地面にじわりと円を描いた。


    　彼女を止めることができるのか。遊佐はそれに答えを用意していた。


    「一時的なものでしかないが、あることはある。『神の子』を封じるにゃとっておきのがな。再生するならばらばらにして繋つなげなくしちまえばいい。あとはその下準備に時間がかかるが……」


    「はっ、言いてぇことはわかったよ」


    　時間を稼げ、そう遠まわしに言われたのだ。だが、あの状態の神夕かみゆを相手にする以上、生なま半はん可かなことでは時間稼ぎにもなるまい。殺す気で立ち向かわなければ、やられてしまう。


    　となれば、一ひと太た刀ち入れる。あれが頽くずおれて傷を癒いやすそのわずかな時間を作り出すほかない。つい今しがたその再生能力を見てすぐには立てないことはわかっている。おおよその時間は稼げるはずだ。


    　新しん之の助すけはくるりと後ろを振り返り、ましろとくろえに顔を向けた。


    「話は聞いてたな。とりあえず一太刀浴びせてすぐに退ひく」


    「どうやってよ……」


    　ましろが呆あきれたように問うと、新之助は困ったような顔になる。


    「さぁ……やってみないとわからん。でも、絶対に止めてやらなきゃいけないんだと思う」


    　神夕が泣いていたから。だから、止めなくてはと思った。


    　至し極ごく単純で、だからこそ至極真っ当な想おもい。これ以上、彼女を血で汚れたままにしておきたくなかった。その姿はあまりにも痛ましい。


    　ようやくに理解した。新之助にとって神夕が危険なものでないのは当たり前。真実、『神の子』は二人いるようなものだったのだ。


    　今目の前にいるものが『神の子』。ふくろうや遊ゆ佐さが危き惧ぐし続けていた、国を滅ぼし人の心を吸う存在だ。新之助の知る『神夕』ではない。その身体からだの内に住まわせていた『神』が今は表に出てきているのだ。なら、きっとこれは神夕が望んだことではない。だから、止めてやらねばならない。


    　そして、止められるのは新之助ただ一人なのだ。だから、彼は自みずからの剣をもってこの戦いを終わらせる。


    　くろえはその表情を見て懐かしいものがこみ上げてきていた。彼は自分と相あい対たいした時にもこんな顔をしていた。冷徹な妖よう鬼きに成り果てた自分をこの世界へと引き上げたのは誰だれあろう大おお久く保ぼ新之助だった。


    「手伝う……」


    　静かに告げて新之助の横に並ぶ。拳こぶしを構え、顔を上げた。見つめるその先にいるのは一人絶望の丘で佇たたずむ、『神の子』。『神の子』と呼ばれた一人の少女。


    　自分が今こうしてここにいるように、彼女もいつか笑える日が来ればいい。そう願った。


    　ましろは何も言わない。ただそこにいるのが当たり前で、この先も絶対そこにいるのだと、言うまでもなく新之助の横に立っていた。


    　新之助が斬きると言っている。誰よりも神夕を斬りたくないであろう男が。なら、その覚悟に殉じてやらねば女がすたる。


    　新しん之の助すけもまた口を開かない。


    　ただお互いに視線を交わして、ただそれだけで充分だった。


    　必ずこの一ひと太た刀ちを届かせると、そう誓った。


    



    　新之助は構えを取る。刀は鞘さやに納められ、左手は鯉こい口ぐちを切り、右手はゆるりと柄つかを握る。


    　いつもと同じく、お定まりでお決まりの居い合あい抜き。


    　師を殺し、友を斬った剣。


    　だから、これで彼女を斬ることは自然なことのように思えた。止めたいと、救いたいと思うからこそこの剣は力を得る。


    　じりじりと間ま合あいをゆっくり詰めながら、新之助の頭の中では幾つもの思考がよぎる。『神の子』の動き、ましろとくろえの思おも惑わく、自分の力量。そのすべてを見定めて、これまでの経験則と照らし合わせる。


    　この瞳ひとみならば見定められる。この眼めならば視み通とおせる。


    「始めよう」


    　静かな声こわ音ねが告げると、ましろは駆けだした。


    　足に宿るのは力。一駆けごとに速さを増しては小さな弧を描きながら『神の子』の背へと回り込む。両の手には十指の爪つめ。風を裂き、空くうを割る断裂は身を引き裂こうと目いっぱいに広げられていた。


    　首筋に狙ねらいをつけて振るわれる右手。


    『神の子』は感情のない瞳で、ただ反射的に手を挙げる。首を守るように掲げた左腕が断裂に触れると、断裂は何事もなかったように打ち消されてしまう。


    　が、それに気を取られることなくましろは左手で『神の子』の胴を貫つらぬこうとする。すると、『神の子』は滅茶苦茶な蹴けりを繰り出してその軌道を阻はばんだ。


    　あれに触れてはいけない。


    　咄とつ嗟さに突き出した左手で地面を跳ねると、そのまま『神の子』を飛び越えて距離を取った。


    　相手が相手だ。一筋縄でいくとは思っていない。ただ、相手には戦闘の素養がまるでない。単純に向かってくるものを撃墜することしかできないのだ。


    　だが、油断などできるはずもない。先ほどまでのやり取りを見る限り、触れられるとそれが死に繋つながる。仕組みも理由もまるで見当がつかないが、それだけは確実だ。


    「やりづらいなぁ……」


    　舌打ちでもしたい気分だ。いくら手傷を負わせたところでいずれ癒いえてしまう。だというのに、こっちはかすかに触れられただけで命が消し飛ぶのだ。その理不尽さはまさしく神の名にふさわしい。


    　となれば、取る手立ては決まっている。


    　ましろはくろえをちらりと見やる。すると、向こうも頷うなずきで返してきた。


    　何度も共に戦ってきた。二人の相性は最悪だが、こと戦闘においてだけは不思議と噛かみ合う。お互いの戦い方が真逆なせいなのか、それとも戦う理由が同じだからなのかはわからないが、どちらにせよ戦う時だけは互いを信頼している。


    　ふっと短く息を吐き出した。わずかな攻防でしかなかったのに身体からだがひどく疲れている。触れれば死ぬという圧力もさることながら、『神の子』の持つ迫力に気け圧おされているようだ。


    　弱気を振り切ろうと、ましろは再び構えると空間の断裂を生み出す。


    「くろえ、いくよ！」


    　声をかけて、返事は待たない。


    　たっと駆けると、都合、十もの刃やいばを振りぬいて、風を斬きっていく。勢いに乗った刃は虚こ空くうを裂さいて、右から順に『神の子』へと襲いかかった。


    　だが、敵はその一つ一つをつぶさに見つめて慎重に、初めて包丁を握った時のように確かめながら躱かわしていく。悠長な仕草に見えるのに、その実、眼めに映すのが精いっぱいな速さで相手は動く。


    　駆ける走るの類たぐいでなく、それこそ地と地を切り取って結ぶかのように、距離という概念自体を変革させるように彼女は動くのだ。それは神速で鳴らしたましろを遥はるかに凌りよう駕がしていた。


    　右方からの攻撃を順繰りに躱して、『神の子』は静かに場所を移していく。


    　その先にいるのはくろえ。


    　空間の歪わい曲きよくを拳こぶしに纏まとい、双そう拳けんは黒々とした光に包まれている。その存在に『神の子』が気づいた時には拳が突き出されている。


    　腰を落とし、確かな踏み込みを伴った、当たるべくして当たる一打。砲弾のような重みをもって拳が貫き穿うがつ。


    『神の子』はぎりぎりで身体を逸そらした。ほんのわずか、毛筋ほどの差で拳は届かない。


    　が、くろえは悔しさで顔を歪ゆがませるより先に、次の一打を振るう。


    　攻撃の手を休めてはならないと、身体の芯しんのもっともっと深いところが告げている。わずかでも隙すきを見せればすぐさま喰くわれるような感覚に襲われていた。


    　振るった拳が届く前に既すでに身体はもう一打放っている。


    　ひたすらに力押しの猛攻だが、そうでなければ相手をこの場に縫ぬいとめることはできないだろう。


    　だが、眼前の敵はそれを軽々と片手で捌さばいた。たんたんと小気味よい拍子で両の拳を跳ねのけると、空あいた左腕をぬっと差し出してくる。


    　触れれば終わり。


    「甘いっ！」


    　くろえに意識を取られていた『神の子』の背後からましろが首を刈りに来ていた。すべてを両断する爪つめが肌に触れるその瞬間、『神の子』は腕の関節の動きを無視し、自みずからの骨を砕くほどに捻ねじって左手で払いにかかった。


    　右腕は未いまだくろえの心臓を掴つかみ出そうとし、左腕はましろの首を引き抜こうと伸ばされる。


    　身体からだが開いた瞬間、『神の子』の瞳ひとみはあり得ない光景を捉とらえた。


    　自分の眼前にいるのはそれまで離れた場所にいた人物、そこにいるはずのない彼。


    　それはむしろ、神夕かみゆにとってとても自然だった。彼がそこにいることは必然で、その刀が引き抜かれるのは必ひつ定じようで、だから、自分が斬きられることは運命のようにすら感じられた。


    「この瞬間を待っていた」


    　新しん之の助すけの声を境に音が消えていた。音もなく抜かれた刀を眼めに映し、身体はまったく動かない。


    　煌きらめく刀身は光。肌に感じるのは風。


    　空気が凝り固まった、すべての動きを緩慢なものにさせる。神夕は自分の心臓がどくどくと脈打つのを全身に感じ、それが常よりも速いことに気づく。


    　こんなに近くにあの人の顔があって、なのに、その顔はなんだか悲しそうで、どうして泣いているのかわからない。


    　けれど、悲しいことがあるなら救ってあげたいなぁと、ただそんなことを想おもった。


    　ずっと刃やいばが肉を断つ。


    　抜き手さえ見せず、剣は空くうを滑りゆく。


    　綺き麗れいな鋼はがねには血の一滴すら沁しみず、脂の一つも浮きはしない。曇りなき玉たま鋼はがねの輝きは彼の瞳によく似ていた。


    　どうっと身体が倒れると、ようやく神夕の世界に音が戻ってくる。


    　最初に聞こえてきたのは、はぁはぁと喘あえぐ自分の荒い息だ。じわりと血が流れていくのを肌で感じる。それから、ようやく痛みが襲おそってきた。また、身体の内側から黒い何かが漏もれ出てきて、それが傷を繋つなぎ合わせるように蠢うごめいた。


    「かはっ……」


    　最後に戻ってきたのは感情。どうしてこんなことになっているのか、まるで理解できなかった。それで、自分が意識を手放していたことに気づく。


    「わ、たし……」


    　何か悪いことをしましたか？　何か間違っていましたか？　みんなが神様を望むから、だからここにいたはずなのに。みんなみんな幸せで誰だれ一人泣かない場所だったのに。


    　ざっと耳元で足音がした。


    　見上げれば、新之助が刀をだらりと下げて立っている。


    　新之助の眼は濡ぬれていた。勝ったはずなのに、倒したはずなのに、どこまで行っても虚むなしい。


    「俺おれは神様なんていらないんだよ。ただ、」


    　けれど、新しん之の助すけの言葉は最後まで届かない。遮さえぎるようにして、神夕かみゆは掠かすれ声を上げた。


    「い、らない……？　なら、私は……なんで……」


    　なんで、と零こぼれ出たその呟つぶやきに返せる者などいない。彼女の存在意義を定義した者たちは既すでにこの場には存在しないのだ。


    　神夕は這はうようにして地面に爪つめを突き立てた。力を込めて、爪がはがれるのも気にせずに全体重をかける。


    　また痒かゆみが襲おそってきた。はがれた爪でしきりに喉のどを掻かく。指が皮を掴つかんでそのまま引きはがすが、得え体たいのしれない何かを掴み出すことはできず、さらに肉の内側で這い動いていた。


    　意識を失っても身体からだが動くなんて、自分の中には何が詰まっているのだろう。そんな疑問が湧わいた。


    　呼吸が乱れる。空気が足りない。ひたすら息を吸い続ける。剥むき出しになった肉は皮ひ膚ふを纏まとう。頭が割れるように痛い。


    　また、自分の中で黒い何かが胎たい動どうした。内側をこそぐようにして動くそれが神夕の意識を刈り取る。


    　起き上がろうと踏み出した足は、流れ出る血も零こぼれる臓物も踏みつけにした。神夕の眼は焦点が合っておらず、新之助を見る眼めにも感情は宿っていない。


    「もういいんだっ！　よせよ、立つなよ……」


    　新之助の懇願するような声も神夕にはもう届かない。否いな、耳に届いたとて彼女の心にまでは届かない。既すでにその心は失われている。


    「大おお久く保ぼ！　首を刎はねろ！」


    　遊ゆ佐さの声で弾はじかれたように新之助が動きだす。


    　今しかない。『神の子』の首をとれるのは今を置いてほかにない。千載一遇の好機だった。


    　刀は抜き放たれたまま、右肩の上に振り上げて、駆ける速度を上乗せして、棒立ちになっている『神の子』に肉薄する。


    　八双の構えから振り下ろされる剣は『神の子』の首筋へと迫った。


    　それを『神の子』は光のない瞳ひとみで見つめている。眼球は無感情に刃やいばの軌道を追っていた。


    　その動きは人じん智ちを超えていた。音すら断つであろう新あら鷹たかの一いつ閃せんを、さらに上回る速度で掴み取る。か細い腕でしなやかな指で柔らかな肌で、刃を握り込む。


    　新之助はその光景に声を失った。


    　剣速が鈍っていたわけではない。威力が劣ったわけでもない。迷いはとうの昔に振り払った。


    　なのに、何な故ぜこの剣は動かない。縫ぬい付けられたように打ちつけられたように『神の子』の手に触れても微動だにせず、押し込めても引き抜いてもびくともしない。


    　その事実に惑乱した時、新鷹が鳴いた。


    　ぴしりと、歪いびつな音を立てて刀身はかたかたと震ふるえる。


    　退魔の力を秘めた錬れん鉄てつも神の奇跡の前では木切れと変わらぬ。


    　神がすべてを創つくるというのなら、すべてを壊すのもまた神であろう。


    　最後に一つ大きな破砕音を上げると、新あら鷹たかは消し炭のようにさらさらと崩れ落ちてゆく。湾曲、切断、粉砕、そのいずれとも違う、完全なる消滅。鉄と鉄との結びつきをほどかれたように、砂さ礫れきのごとく消し飛んだ。


    　青白い光が最期の灯ともしびとばかりに輝き、音おん叉さの震える音がする。これは新鷹が危機を知らせる時の音だ。末まつ期ごの声を聞き届けて新しん之の助すけの身体からだが半歩下がる。とにかく、少しでも離れようと後ろにのけ反った。


    　だが、『神の子』を前にしてその程度の距離に何の意味があっただろうか。


    『神の子』の温かい手が頬ほおに触れる。その温度を認識した瞬間に身体が打ち震えた。


    　その手から漏もれ出す黒い霧を新之助の瞳ひとみが捉とらえると、それは瞬く間に新之助を飲み込んでいく。新之助の意識が世界から断絶し始めた。


    　流れ込む言葉言葉言葉──。


    　耳に音が流れ込むのでなく、身の内から声が這はい出てきた。肌が震え、肉を伝い、骨を軋きしませ溢あふれ出てくる。


    　世界が暗転していくような、沸騰するようなまばゆいまばゆい言葉の洪水。頭に流れ込み、満たされて、それでもなお足りぬとやがては破裂せんばかりに膨ふくれ上がる。ざっと意識に砂すな嵐あらしが走り、感覚も感情も塗りつぶされる。


    　消される、と思ったことさえも掻かき消された。『神の子』の言葉が思考が感情が、雪な崩だれ込んで堰せきを侵していく。


    「新之助！」


    　白い影が割って入った。半歩退ひいたことによって生まれた僅わずかな隙すき間まをこじ開あけるようにして新之助を突き飛ばした。


    　触れられていたのはほんの一瞬にも満たない時間。だが、『神の子』が人一人を壊すのには充分な時間だった。


    　倒れ込んで、血を吐いた。血ち反へ吐どを拭ぬぐうようにして新之助はのた打ち回る。粘ついたものが喉のどに絡み付いて息が詰まった。赤い血だまりは温かいのに、身体が冷えていくのがわかる。視界は真っ暗で眼めを開けているのか閉じているのかも判じられない。


    　手足の先は氷に突っ込んだように痺しびれていて、なのに自分の意思とは無関係に動いて跳ねる。身体中の穴という穴から血が流れ出る感覚。肉と肉とが剥はがれ落ち、内側から崩壊していく感触。


    　ぜぇぜぇと噎むせ込む声が聞こえて、それが自分の声だと気づくのに時間がかかった。


    　耳はもうろくに機能していない。


    　眼めは霞かすんでいた。


    　ぼやけた視界の中にいたのは、自分の手と新しん之の助すけとを交互に見比べている一人の少女。


    「……あ、ああっ、あ」


    　あんなにも泣いていた少女がまた涙を流す。濡ぬれた瞳ひとみには意思の光が戻っていた。


    　けれど、戻らぬほうが神夕かみゆにとってはいっそ幸せだったのかもしれない。眼の前の惨状を否定しようと固く瞼まぶたを閉じると、涙の滴しずくが飛んだ。顔を覆おおった手はそのまま肌を掻かき毟むしる。


    　辛つらそうに身を捩よじっている姿は見るに堪たえない。新之助は眼を閉じる。すると、身体からだの内で粘ついた感触も遠くへ消えていき、意識がふっつりと途絶えかける。


    　最後にわずかに聞こえたのは怒号だった。


    「そいつ担いでとっとと失うせろ！」


    　空気がびりびりと震ふるえるほどの大だい音おん声じようを発したのは遊ゆ佐さだった。声と同時に身体は一歩前に出て、黒ずくめの集団がそれに続く。


    「え……」


    　血まみれの新之助を抱かかえたましろはその言葉を呆ぼう然ぜんと聞いている。彼の言わんとしていることを理解するまでにいくらか時を要した。


    「ましろ、早く」


    　くろえは新之助の身体を担ぎ上げるとその場を駆けだす。口早に促うながされてもましろの頭を空白が占めていた。ただ、だらりと力なく垂れ下がった血まみれの腕を見て、遮しや二に無む二に走りだす。


    　後ろを振り返る余裕はない。振り返ったところで、そこに広がっているのは絶望だけだ。


    　その地獄の中で、一人嬉き々きとして笑う男がいた。


    　絶対の死を前にして、確実な終わりを迎えて、それでも笑う男の胸中に去来するのは、あるいは希望だったのかもしれない。


    　覚かく醒せいした『神の子』を前に、一ひと太た刀ち浴びせる者がいる。


    　救済たる死を振る舞われて、なお生き延びる者がいる。


    　男が笑って死ぬ理由には、それだけあれば事足りる。


    「おい、お前らの屑くずみてぇな命、ようやく生かす時が来たぜ。今まで生かしておいてもらった恩に報むくいろや。神様相手に人ひと柱ばしら、屑にしちゃあ、上等な使い道じゃねぇか」


    　荒あらぶる神を鎮しずめるために、人は贄にえを差し出す。古来より続くその儀式は、思想も教義もはねのけて、人が持ち得る対抗手段だ。


    　倒すことも殺すことも叶かなわない、ただの人の身が持ちうる唯一の手段。


    　最期の最後。生きとし生けるものが今いま際わの際きわに刻み込む、もっとも真しん摯しな祈り。裏を返せば最後の執念で成じよう就じゆさせようとする怨おん念ねん。


    　祈りを受けるが神ならば、その怨念とて受け止める。


    　黒ずくめの公こう儀ぎ隠おん密みつたちは神夕の身体にとりついては、その命をまき散らす。生命と引き換えに術を放ち、呪じゆ詛その言葉を呟つぶやいて神夕かみゆの耳をつんざいて、ほとばしる血液をその身体からだに沁しみこませる。


    「……ううっ」


    　神夕はそれを無我夢中で跳ね飛ばしていた。命を代償にした呪のろいを身に刻まれながら、向かってくる敵を必死で押しのける。そうしている間にも身体の中で蠢うごめくものがいて、それが肌を食い破って今にも出てきそうだった。朦もう朧ろうとした意識の中で、ただ腕を振るっていた。


    　一人、また一人と命を落とすごとに神夕の身体は重くなっていくようだった。血の泥でい濘ねいが足を取り、塵ちりと消えた肉片が肺を冒おかす。一歩進むごとに、泥の内へと沈み込む感覚がした。


    　げほっと咳せき込むと、眼めの前の男はにこりともせずに口を開いた。


    「苦しそうだな」


    　最後に取りついた黒ずくめの男を消し去ると、神夕は返事の代わりに荒い息を吐いた。


    　吐息と共に意識が鮮明になる。ぼやけた視界には赤黒い染みが点々としている。何が起こったのかと考えようとするとずきりと頭が痛んだ。それから頭痛はひっきりなしに襲おそってきて、頭の中をぐちゃぐちゃにしていく。


    「でも、お前のせいで死んだ連中はもっと苦しかっただろうよ。救ってくれると信じてた存在がとんだまがい物だったせいでよ。裏切られて、無ぶ様ざまに死んでったんだ」


    「ち、違う」


    　咄とつ嗟さに言葉が出てきた。


    「私のせいじゃない！　あなたが……」


    　ぴくりと、遊ゆ佐さの肩が動いた。その揺れは肩を通り越して身体全体を震ふるわせる。


    「は、抜かせ。そもそも俺おれたちがここへ来たのはなんでだと思うよ。お前がいたからだ。あいつらが戦おうとした理由は何だと思う。お前がいたからだ。それを今さら自分のせいじゃないだなんて通じねぇだろ。ああ？」


    　この人の言葉は嫌いやだ。直感的に神夕は思った。


    　その不快感はまた痒かゆみを誘発する。無意識に首筋に手が伸びて、爪つめが皮ひ膚ふをはがし始めていた。声が頭の中で反響して、頭痛の間隔は短くなった。


    　遊佐の、逃げ場のないように着々と石を積んでいくような持って回った話し方がひどく気持ち悪い。狡こう猾かつな蛇へびのようにねめつけられると、神夕の口から出る言葉も封じられてしまう。


    「それによ、お前は殺そうとしたんだぜ？」


    　遊佐はそこで言葉を区切ると刀を抜いた。


    　言葉と一緒に繰り出された剣けん戟げきは神夕の身体を裂さく。ばっと血が噴ふき出たが、それだけだ。


    　遊佐は盛大に舌打ちする。


    　神夕は傷口を両手で押さえた。そうしないと、自分の中身が零こぼれてきてしまいそうだ。すうっと大きく息を吸い込んで、腹の底に力を溜ため込む。流し込まれた呪じゆ詛そのせいでじゅくじゅくと傷口が膿うんでいるような感覚がして、うまく集中できない。


    　再び、遊ゆ佐さが刀を振りかぶる気配がした。


    「お前は、止めようとした大おお久く保ぼ新しん之の助すけすら殺そうとしたんだ」


    　その言葉は刀よりも速く、神夕かみゆを切り刻んだ。


    「───ッ！」


    　意識がまっ白になる。


    　ぼんやりと自分の手が人の腹を突き抜くのを眺めていた。


    　抜き手の速度があまりに速く、衝撃は後からついてくる。貫つらぬいた腕を振り回すとあっけなくその人間は飛んでいく。


    『神の子』はそちらを見ずに立ち上がると、ふらふらと幽鬼のような足取りでその場を去った。


    　後に残されたのはいくつもの遺い骸がいだけだ。


    「ぐっ……」


    　どれほどの距離を飛ばされただろう。洞どう窟くつからはじき出されて、倒れ伏した場所では衝撃で砂煙が立ち上っていた。


    　遊佐は熱の籠こもった身体からだから熱い息を吐き出した。その熱量だけ、内側から温かみが消えていく気がした。いろいろなものが抜け出ていくと、身体が軽くなるのと同時に自身の存在が希薄になるのを感じさせられる。


    　敗残者はただ一人、荒野で時が移ろうのを待っていた。これが遊佐に残された最後の時間だ。運命に負け、誘惑に屈し、我欲に身を任せ、人倫を捨て去った男は何の感慨もなく、ただ当たり前だとでもいうように呟つぶやく。


    「死にたくねぇなぁ……」


    　その声が空気の中に溶け込むと、答えるように鈴の音ねがした。


    　りん、とどこか懐かしい、耳慣れた音だった。まだいくばくか自分が若い頃ころ、耳みみ障ざわりだと笑った音。


    「へ。なんでぇ、お迎えはお前かよ。ま、悪かねぇや。連れてっておくんな」


    　見通しのきかない、未いまだ靄もやに包まれた山中で、遊佐が悪態つくと鈴の音が答えた。


    「冗談、あんたみたいな嫌いやな奴やつ、連れていきたかぁありませんよ。勝手になさっておくんなさい。お帰りはあちら。当方生あい憎にくとお江え戸どのほうへは向かいませんで」


    　そうとだけ言うと、鈴はしゃんと一際高く鳴って遠ざかる。


    「つれないねぇ……」


    　遊佐はごろりと寝返りを打った。動くと腕と内臓がずきりと痛む。ここからでは到底見えやしないが、顔は自みずからの帰るべき場所を向いていた。
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     伍　瑠璃の空　waiting_for_the_light_of_day


    



    　朝露が跳ねた。


    　駆け抜ける足が水滴を蹴け散ちらして街道を急ぐ。足音はわずかに二人分。


    　くろえの背はじっとりと血に濡ぬれている。流れゆく血の温かさがまだ彼に生きる力があることを教えていた。だが、それが流れきった時、その命脈は断たれるのだ。


    　少しでも早く安全な場所を目指して、前へ前へと足を送り続ける。しかし、どれほど距離を開あけても背後から迫る威圧感は消えない。


    　あけもどろの街道に人の姿はない。すでに、あやかしの刻限は去った。


    　この時分は人もあやかしもいない、それこそ神がために用意されたかのような時間だった。


    　風の香りが変わり、鼻をくすぐる。


    　それは隣を走る白い少女も感じたようで、すんっと鼻を鳴らす。湿っぽい呼吸には彼を気遣う色が見受けられた。


    　月が消え日は遠く、音と匂においが辺りを支配していた。


    　遥はるか遠くから、山鳴りのように聞こえる地響きはまるで大地の悲鳴だ。ずんずんと音がすると土が侵され、草木は色を失う。幾里も離れているのに、淡い燐りん光こうはそれの位置を嫌いやでも知らせてきた。


    「ここまで……」


    　くろえはぴたりと足を止めると、ふっと小さく息をついた。


    「ましろ」


    　呼び止められると、ましろもぐっと涙をこらえたような表情になる。


    　既すでに山やま手ての関は越えた。ここを越えればあとは城下まで一直線に続く道を行くだけだ。


    　だから、この場所で彼女が言うべきことは伝わっている。いずれどちらかがやらねばならないことなのだ。


    　けれど、それを言うべきなのは恐らく自分なのだろう。黒い少女は漠然とそう思った。はちどりの素早さでは、転がる巨岩を押し留とどめられない。なら、同じ巌いわおで歯止めをかける。それは今の自分にしかできないことだ。


    「あとは、任せた」


    　言って、くろえはすっと少年の身体からだを横たえると今来た道を逆に歩きだす。


    　それ以上の議論は不要だと背中が言っている。頼りなく、名な残ごり惜しそうな、少年の血で汚れた背中は震ふるえている。もうあの温かさを感じることはないだろうと泣いているようだった。


    　ましろは悲壮な決意に答えるべき言葉を知らない。


    　ごめんなさいもありがとうも釈然としない。だから、見えないだろうにこくりと頷うなずいた。


    　黒い少女はそれを見透かしたように振り返ると微ほほ笑えむ。


    　その笑顔はやけに綺き麗れいで、ましろは自分の視界がぼやけるのを感じた。見み惚とれたのもつかの間、ずんと地鳴りが聞こえてましろは新しん之の助すけの肩を担かつぐ。力なくもたれかかってくる身体は重く、動かすと傷が開くのか苦しそうな呻うめき声がする。


    「もうちょっとだけ、我慢してね」


    　小さく、言い聞かせるように言うとましろは新しん之の助すけを引きずるようにして進みだした。それを見送りもせず、くろえは真逆に歩きだす。


    　別れの挨あい拶さつも再会を期す言葉もなかった。


    　何か言うべきだったのかもしれない。そうくろえが思った頃ころには両者の距離はだいぶ開いていた。すでに足音も気配もない。お互いに振り向きもせずまっすぐに進んだのだから当たり前だ。だから、そのことこそが二人の答えだった。


    　感謝も謝罪も後悔も要りはしない。強要されたのではなく、己おのが意志で選んだ道行きなのだから。


    



    　どれほどの時間が経たっただろうか。日が昇って傾いて、くろえが空を見上げた時には再び夕ゆう闇やみが迫っていた。


    　山やま手てからわずかに離れた街道は今や木々が引き倒され、大地を穿うがって完全に埋もれている。誰だれ一人ここを通すことのないようにと舞台を整えた。


    　今いま頃ごろ、あの二人はどうしているだろうか、無事に着いているだろうかと、そのことばかりが気がかりだった。


    　昨夜の狂乱が嘘うそのように、世界は密ひそやかに息づいていた。けれど、それは美しいものではなく、これから起こることに、耳を澄ましているような怯おびえを孕はらんでいる。あるいは、くろえの心をそのまま映していたのかもしれない。


    　鳥も虫も鳴かず、葉は擦ずれさえしない。風はもう吹いていなかった。


    　その無音の闇の中で、ざっと音が生まれた。


    　地面はじゅくじゅくと爛ただれ、草花は枯れ色に染まる。


    　くろえの前には金色の髪を振り乱した夜や叉しやがいる。


    　血走った眼めには理性に似たものが宿っていた。はぁはぁと荒い息を吐き、身体からだには黒い瘴しよう気きを纏まとっていた。


    「どこへ行くつもり？」


    　くろえの声は少し上ずった。どうやら神夕かみゆの静かな迫力に気け圧おされているらしい。


    　神夕はくろえの質問には答えず、ただ額ひたいを押さえてがりがりと髪の毛を掻かき毟むしる。大きく舌打ちしてくろえを睨にらみつけた。そこに優しく微ほほ笑えんでいた神夕の姿はない。


    　その正気を失った有様を見て、くろえは二、三度首を横に振った。たぶん、彼女は戻ってこれない。


    　かつてのくろえも心を失い、幾多の命をその手にかけた。数多あまたのあやかしを喰くらい、災さい厄やくを招いた。


    　けれど、それは使役者がいたからだ。少なくとも使役者が消えれば解放はされる。


    　だが、神夕かみゆには使役者など存在しない。


    　彼女は彼女の意思で、神の代行者として救済という名の破壊を繰り返すのだ。


    「どこへ行くつもりかと聞いてる」


    　くろえが強い口調で聞いた。


    　その声にびくっと反応して、神夕の眼めが焦点を合わせた。ようやくくろえにまともな感情の宿った視線を向けた。


    「通してください。あの人の、ところへ」


    　絶え絶えに掠かすれた声を聴き、くろえは小さく息をついた。


    　彼女は確実に新しん之の助すけを追ってくる。彼女にはそうすべき理由がある。


    　羽虫が炎の周りを飛ぶが如ごとく、たとえその身を焼かれても追い求めないではいられない。真っ暗な洞どう窟くつに閉じ込められて、やっと見いだした光明はすべてを捨てて追いかけるのに充分だ。


    　それはかつての犬神が一人の侍に固執したのと同じだった。


    　彼ならきっと何かが起こった時に自分を止めてくれると信じてしまうから、だから自分の意識を心を失っても尚なお、彼を追わずにはいられない。


    　くろえは道の真ん中に立つと、だらりと腕を下げる。


    「ここはちょっと通せない……」
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    「退どきなさい」


    　神夕かみゆは真っ赤に染まった瞳ひとみで語気を荒らげた。足を擦こするようにして一歩踏み出すと草が色を失う。


    　神夕はまた自分の中で黒い何かが暴れ来るのを感じた。それに心を委ゆだねてしまえと甘く囁ささやく声が身の内から流れてくる。


    　うるさい。


    　振り払おうとしても、神夕の心と裏腹に身体からだは勝手に動いていた。


    　一歩、踏み出して草が灼やける。


    　くろえはそれを改めて目まの当たりにし、戦せん慄りつが走る。触れられれば命が容易たやすく消し飛ぶ。彼女は触れるたびに生きとし生けるものを裁き、救済を与えるのだ。


    　なら、生命という頸くび木きから外はずれてしまえばいい。


    　くろえはぞわりと身体が波打つのを感じた。雷に打たれたような衝撃が身の内を駆け抜ける。髪の毛は逆立ち、隠してあった耳がぴんと跳ねた。


    　瞳は銀しろがね。髪は黒。尾は一つ。その身はあやかし。生死の理ことわりを外れた人ならざる者。


    　くろえの変化に神夕はいささか怯ひるんだ。先ほどまで相あい対たいしていた娘とは明らかに違う。それは既すでに生き物として違っている。むしろ、領域としては自分のそれに近いと気づくと、彼女を表現するのにぴったりの言葉が出てきた。


    「この、悪魔め」


    　それを聞いて、銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみは嗤わらう。それがどうしたと、嘲ちよう弄ろうするようににっと犬歯を見せた。


    　そのあやかしが陽かげ炎ろうのように揺れる。身に纏まとった空間の歪わい曲きよくが、陽光を捩ねじ曲げていた。


    　くろえの姿を見たせいか、神夕はまた頭痛に襲おそわれる。しきりに頭の中を掻かき回して、意識を奪おうとする。くろえと闘うのに神夕の意思は必要ない。その身体を守ろうと本能にも似た黒い影が身体中を駆け巡る。


    　内側から揺さぶられて、神夕の視界がぶれる。焦点が合わなくなり、そのままふっと意思の光が消えた。


    『神の子』の動きは素早かった。一息でその目障りな存在を消し去ろうと、駆け抜けざまに腕を振るう。くろえはそれを片手で受けた。


    　確かに触れた。だが、くろえはいくらか表情を歪ゆがめただけだ。


    「……」


    『神の子』が浮かべた表情は驚きよう愕がくだっただろうか。だがその表情が浮かぶよりも速く、くろえの蹴けりが繰り出される。


    　重く速い一撃は正確に『神の子』の脇わき腹ばらを捉とらえた。そのまま飛ばされそうになるが、掴つかまれた腕を引っ張られて無理矢理正面を向かされる。棒立ちになったところへ、裏うら拳けんが飛んできた。


    　倒れ伏しても、攻撃の手は緩めない。


    　頭を踏みつけにして腹を蹴けり抜く。肉に包まれた骨が軋きしんで、肋ろつ骨こつが折れる音がした。くぐもった苦く悶もんの声が漏もれるとそれきり、吐く息も途絶える。


    　そこまでしてから、くろえはようやく敵から一歩離れる。


    　だが、終わりにしたわけではない。


    　否いな、終わりなどない。


    『神の子』は、かはっと咳せき込むようにして息を吹き返す。噎むせ込むとごろりと血の塊かたまりを吐き出した。それからひゅうひゅうと頼りなく呼吸をしては肺に空気を取り込む。


    『神の子』は死なない。何度でも蘇よみがえる。


    　どれだけ痛めつけても傷をつけてもそれは塞ふさがるのだ。ただ一つ、胸元を裂さいた刀傷を除いて。


    　この戦いに勝利などあり得ない。


    　くろえは額ひたいから汗が伝ってくるのをわずらわしそうに拭ぬぐった。


    　短時間で信じられないほど消耗している。


    　唯一絶対を名乗る神とまともに打ち合うためには、自みずからの神格を引き上げるほかない。犬神程度で全知全能の存在と対等になるためには存在のすべてを懸かける必要がある。体力も精神力も存在の力も全部込めてようやくほんのわずかな時間、変化していられるのだ。


    　これで勝利など望めるはずもなかった。


    　だが、これだけは譲れない。


    　時間稼ぎ、などとは考えていなかった。確実に殺しにかかる。そうでなければ、とても太た刀ち打うちできない。必殺の気迫がなければ立ち向かうことすら難しい。


    　立ち上がろうとした相手の腕を掴つかむと、慎重に体重をかけて折る。ぎしっと骨が歪ゆがみ、いずれ抵抗がなくなる感触を直じかに感じ取る。


    　甲かん高だかい叫び声が耳をつんざく。どれだけ再生しようとその痛みが消えることはないらしく、『神の子』は激痛が走るたびに獣けものじみた咆ほう哮こうを上げた。


    　腕を折り、足を砕き、首を締め上げ、それでもなお『神の子』は立ち上がる。驚嘆どころか恐怖すべき回復力だった。彼女自身の戦闘技術がないことだけが唯一の救いだ。これで技を修めていればこの世のどこにも戦える相手などいなかっただろう。


    　相手は出で鱈たら目めに腕を振るうことしかできないのだ。だから、くろえでもなんとかいくばくかの時間を稼ぎ出すことができる。


    　だが、時間を稼ぐということは、くろえ自身の時間を消費することでもある。銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみの本来以上の力を発揮していられるのは半はん刻ときもない。


    　徐々に、『神の子』を傷つける力は弱まってきている。だから、再生の間隔がだんだんと短くなっていることにくろえが気づいた時が、くろえが己おのれの敗北を悟る瞬間だった。


    　顔を血と泥で汚した『神の子』は肩で息をしながら、くろえを横目で見る。ふらふらと頼りない足取りでくろえに近づき、無造作に手を伸ばした。その手の動きをくろえの眼めは追いきれない。


    　時間切れだ。


    　咄とつ嗟さに身を固くし、両腕で身体からだを庇かばう。腕を犠牲にしてでも逃のがれようと、足は地を蹴けっていた。


    　一瞬、焼き鏝ごてを押し付けられたような痛みが左腕を駆け抜ける。それは脳髄を走り、頭の中身が鑢やすりをかけられたようにざらりと音を立てた。


    　周囲は明るいのに、視界は真っ暗になる。


    　何も見えない中で、地に転がると確かな感触がそこにはあって、そのことにひどく安心した。その程度のことで心休まるほどに神夕かみゆの一ひと撫なでは何もかもを奪っていく。


    　これを、こんなものを受けて新しん之の助すけは生きているのか。くろえは明滅する視界の中でふと思う。とても人の身で耐えられるものではない。


    　なんとか立ち上がろうとして腕を突くが、ずるりと滑ってまた倒れた。


    　くろえの左腕は、肘ひじから先の感覚を失っている。皮が裂さけ、どくどくと血が溢あふれ出す。それでも繋つながっているのは咄とつ嗟さに飛び退のいたおかげだろう。


    　驚きで逡しゆん巡じゆんしていたのもつかの間ま、くろえは右手を支えにすぐさま立ち上がる。


    　まだ僅わずかばかり力が残っているおかげで消えずに済んだ。今のを左腕一本でやり過ごせたのは上出来だ。


    　けれど、おそらく次はない。


    　なら、とれる行動は一つだけだ。


    　一歩退ひき、二歩下がり、くろえは慎重に距離を取る。相手の意識をこちらに向けさせて少しでも山やま手てから離れさせる。わずか一秒でもいい、一尺でもいい。その存在を遠ざける。


    　静かなる瞳ひとみがいつも捉とらえていたのはあの笑顔。


    　この命を救い、また与えたのはあの笑顔だった。傀く儡ぐつにすぎない自分に笑うことを教えてくれたのは彼だった。


    　だから、それだけで命を懸かける理由に値する。


    　くろえはすっと右手を引いた。左腕はもう動かない。ゆっくりと息を吐く。


    　先ほどまで立ち上っていた空間の歪わい曲きよくも今は消え失せている。ただ、右腕だけが黒々とした闇やみを纏まとっている。夜の空よりなお暗い、深しん淵えんにも似たその黒は音さえも飲み込んだのか、静かに時が刻まれていくのを待っていた。


    　くろえはざわりと総毛立つのを感じた。『神の子』が疾駆する。


    　突き出した手がくろえの首に伸びた。


    　その時、くろえは相手の耳元に優しげな声をかけた。


    「通せないって、言ったはず」


    　笑いかけて、くろえは最短距離で空間の歪わい曲きよくを引き起こす。身を焦こがすほどの激情が形を持って膨ふくれ上がる。


    　既すでに右の拳こぶしは神夕かみゆの腹部を捉とらえていた。


    　解き放つのは無む明みようの闇やみ。世の理ことわりを外はずれた歪ゆがみは一点を中心に暴発する。


    　爆風に飲まれ、くろえの身体からだは吹き飛ばされた。それは同時に『神の子』も等しい距離を飛ばされていることを示す。ほんのわずか一里にも満たぬ距離を稼ぐそのためだけに命を懸けた。


    　けれど、もしこの命が失われたら、彼は泣いてしまうかもしれない。あの笑顔は曇ってしまうかもしれない。


    　優しい、人だから。


    　だからだろう。周囲の木々が根こそぎ倒れ、大地が割れるほどの衝撃の中でも生きていたのは。死ねないと思ってしまったのは。


    　再び音が戻った世界で、玲れい瓏ろうな鈴の音ねが聞こえた。


    



    　ふと目を覚ました。


    　強い風でも吹いているのか、だんだんと門もん扉ぴが激しく打たれている。その割りに、壁も柱も軋きしまない。


    　寝起きの頭が、それを呼ばわりだと気づくまでにいくばくかの時間を要した。


    　静まり返った城下でその訪問者の荒い息遣いまで聞こえてきそうだった。


    　貴き恵えは夜よ着ぎの帯をきゅっと締めなおすと、上から丹前を羽は織おる。春来たりと言えど、夜はまだ冷え込む。山の端はに位置する山やま手てではなおのことだった。


    　雇っている従僕は通いの者ばかりだから、深夜の来訪であれば貴恵が応ずるほかない。


    　そそとした所作で門まで出て、小こ潜くぐりからそっと顔を出す。


    「ましろちゃん？」


    　必死で門を叩たたいていたのは一人の少女。見誤ることなどないほどに鮮烈な白い髪をした少女だった。


    「おかあさん……」


    　ましろは貴恵の顔を見て、ほっと表情を緩ませるとそのまま涙が伝いそうになる。


    「新しん之の助すけが、大変なの、このままじゃ」


    　泣いてしまっては伝えることができない。ましろはしゃくりあげながら無理矢理に話す。


    　だが、皆まで言わずとも貴恵には充分だった。血まみれで青い顔をした息子むすこの顔を見れば、それが命に関かかわるであろうことくらいは察せられる。


    「ましろちゃん、落ち着いて。とにかく中へ」


    　その声は普段のふわふわとした口調とはまるで違い、凛りんと澄みきっていた。


    　二人を中へ入れると、慎重に周囲を確認して素早く門を閉じる。


    　なんとか説明しようとするましろを押し留とどめて、新しん之の助すけを居間に寝かす。錆さびた鉄のような臭においは新之助の身体からだにこびりつき、これが死臭なのかと、貴き恵えは一瞬顔を曇らせた。


    「お湯をたくさん沸かしてちょうだいね」


    　新之助のそばを離れようとしないましろに優しく言いつけると、貴恵はその足で久ひさ磨まの部屋へ入る。


    　慌ただしさに気づいていたのか、久磨は既すでに起きていて、身支度も整っていた。


    「久磨さん、お医者を。新之助さんが酷ひどい怪け我がをして戻ってきたから」


    「新之助が？　怪我とはどういうことです？」


    「私にもよくわからないわ。けど、とにかく今はお医者を」


    　切迫した状況なのは火を見るよりも明らか。これが生なま半はん可かな怪我ならこの人は笑い話で済ませてしまう。だが、真剣な面おも持もちで切々と言葉少なに、言葉を交わす時間も惜しむように話す。


    　なら、久磨はそれに答えるほかない。新之助の顔を見もせずに家を飛び出していく。


    　それを見送らずに貴恵は土間へと急ぐ。走りこそしないが、普段なら音も立てない足た袋びがぱたぱたと気ぜわしくなった。


    　土間ではせっせとましろが火を焚たいている。釜かまはぐらぐらと音を立て、充分な量のお湯が沸いているようだ。


    　とにかく医者が来るまでにできることはすべてやろうと、貴恵は清潔な着替えと包帯代わりの白い布を持ち出してくる。足りなくなりそうだから死に装しよう束ぞくもびりびりに引き裂さいて代わりにした。どうせ使いはしないのだ。使ってたまるものかと力を込めて細く裂く。


    　あらかた用意を終えると、それらを抱えて居間へと急ぐ。ちょうどましろも盥たらいに湯を張り、運んでいた。


    　事細かに伝えずとも、この娘は湯の意味を理解していたらしい。離れた土間ではまだ釜が揺らぐ音がしている。見た目に似合わず聡さとい子だと場違いなことを思った。


    　居間へはゆっくり入る。わずかながら新之助の吐息が聞こえてほっと胸を撫なで下ろした。


    　湯につけて絞った布で新之助の身体を拭ぬぐう。血と泥に塗まみれた身体はそれだけで痛々しかった。水気が傷に沁しみるのか、布がふれると一瞬ぴくと身体が跳ねる。拭い終えるまでにかかった時間はさほどでもない。


    　慌ただしい音と一緒に久磨が居間へと飛び込んできた。背中には何か背し負よっている。暗い部屋で眼めを凝らしてみると、小柄な老人だ。


    　どうやら叩たたき起こしてそのままここまで負おぶってきたらしい。二人ともふうふうと肩で息をしている。


    「さ、お願いいたします」


    　背から下ろして、息つく暇ひまも与えずに久磨は医者を急せかす。


    　老医師はふうふう言いながらも、薬箱を広げてまずは新しん之の助すけの脈をとる。それから顔を顰しかめて、心音に耳を澄ました。


    「こりゃ……死んどらんのが不思議だな」


    　つい言葉が漏もれ出た、という風だった。それを失言と思い直したのか、老人はおもむろに咳せき込んで傷の仔し細さいを確認しだした。そのたびに表情は曇っていった。


    　顔を上げて、貴き恵えの眼めをまっすぐに見つめる。それは言外に覚悟を強要していた。


    「身体からだの傷もひどいが臓ぞう腑ふもかなりやられている。何をしたらこうなるのか、私には見当もつかない。とにかくひどい傷口だけは縫ぬっておこう」


    　けれど、その言葉は、これ以上できることはない、と言ったようにしか聞こえなかった。


    　貴恵はぎりっと唇くちびるを噛かみしめる。半端なことではすむまいと思っていたが、いざその事実を告げられるとだいぶ堪こたえた。泣き喚わめかずにいられるのは自分よりも、よっぽど泣きそうな娘こがそばにいるからだろう。


    　脇わきに控えるましろは俯うつむいて裾すそをきゅっと握りしめた。力の籠こもった手がふるふると震ふるえている。眼に涙を溜ためて、それでもそれをこぼすまいと必死でこらえていた。


    「……そ、そんな」


    　久ひさ磨まは力なく、呟つぶやくとそのままふらふらと老医師ににじり寄る。


    「待ってください。新之助は助かるんですよね」


    　手元を頼りない明かりで照らし、熟練の技で傷を縫い合わせる医師に掴つかみかかるようなことはしない。それでも繰り返し繰り返し同じ問いかけをする。


    　貴恵もましろも問いただせないことを代わりに聞いてくれているようだった。もし、今ここが沈黙に包まれていたならば、いずれむせび泣く声が聞こえていたことだろう。それを避けてくれた久磨の優しさを貴恵は感じる。


    　けれど、久磨もただの気遣いだけでそう問うていたわけではない。いずれ声は湿り気を帯び始める。


    「新之助は、新之助はどうなるんですか」


    　耐えきれず、声を荒らげるとさすがに老医師の肩がぴくりと震える。


    「落ち着け、久磨」


    　がらと引き戸が開き、しっかりと身支度を整えた元げん之の丞じようが入ってきた。これまでの経緯を音やら動きやらでだいたい察してはいたようだったが、さすがに横たわった新之助の姿を見て眼を剥むいた。だが、それを無理矢理飲み下して医者と久磨とに向き直る。


    「包み隠さずお話しいただきたい。新之助の容態は如何いかがか」


    　久磨とは違う迫力を前に、老医師も怯ひるんだのかついに重く閉ざされていた口が開く。


    「正直に申せば手の施ほどこしようがない。生きてるだけで奇跡のようなものだろう。あとはこの子の強さに賭かけて祈るしかない」


    　大きな傷は縫ぬい合わせが終わり、見える部分では小さな傷を残すのみだった。ようやくのことで血は止まったが、それでも新しん之の助すけの顔色は戻らない。


    「左様か」


    「申し訳ない」


    　老医師の小さな背中はより小さく丸まった。


    　けれど、この医師は彼なりの最善を尽くしたと言える。訳もわからぬ大怪け我がを前にして、安易に匙さじを投げることをせず最後まで向き合おうとした。残される家族に真実を告げるという嫌いやな仕事までしっかりとこなした。


    　僅わずかに希望を残すような言葉を言ったのも、決けつして無責任なものではない。


    　新之助はまだ生きていた。


    　多くの血を流し、内側から壊れてしまってもそれでもまだその心の臓は脈打ち、肺はい腑ふは息を取り込んでいた。この身体からだはまだ生きようとしているのだ。


    　長く医者を続けて多くの死と生とを見てきた彼からすれば、鍛え抜かれた肉体と稀け有うなまでに不ふ撓とう不ふ屈くつの精神が為なしえる奇跡と言っていいだろう。


    　その身体についた古傷だけでもこの少年が幾多の修羅場を潜くぐり抜けてきたことはわかる。一つ一つの傷が命に関かかわるものだったろうに、彼は生き抜いてきたのだ。傷を負った弱さが、それを乗り越えてきた強さが今も息づいている。


    　なら、賭けるには充分だった。


    「いずれ傷が熱を持ち始める。薬を出しておくから、ゆっくりと飲ませなさい」


    　医師がそう告げて薬箱をいじり始めると、わずかにましろの気が緩んだ。


    　まだ希望はあるのだと、そう知った瞬間に涙が零こぼれた。堪こらえて堪えてずっと我慢していたものが弾はじけた。ほんの少しでも望みがあることがこんなに嬉うれしいだなんて、思いもしなかった。


    　ましろが両手で顔を覆おおって、しゃくり上げるようにして泣いていると、その肩をそっと貴き恵えが抱く。あやすようにゆっくりと背中を摩さすってやった。


    　気が張り詰めていたのだろう。今はこの娘にも休息が必要なのだ。貴恵はいつかも息子むすこにしてやったように優しく肩を貸してやる。


    　久ひさ磨まの心は未いまだざわめいてたが、その姿を見て少しばかり落ち着きを取り戻す。


    　いくばくかの余裕が出て、ふと部屋を見やればいつの間まにか元げん之の丞じようの姿が消えている。


    　これからどうするか、縁起でもないが万が一のこともある。


    　居間に二人と医者とを残して、久魔は部屋を後にした。静まり返った屋敷の中で、小さな吐息が聞こえてくる。


    　暗い屋敷の中で、線香の匂においが強く香った。


    　仏間を覗のぞくと、灯とう明みようが揺れ、時折低い声で経を唱えるのが聞こえた。久磨はその小さな背中に気づかれないように、ゆっくりと戸を閉めた。


    　父はいつの間にか老いていた。


    　息子むすこが神仏嫌いで毛一筋ほどの信心も持ち合わせてはいないのに、そんな者を救ってはくれないだろうに、それでも縋すがってしまう程度には歳としを取っていた。


    　かつての父であれば、祈ったりはしなかっただろう。


    　この子は自分の力で助かるのだと強く信じたに違いない。


    　なら、それをするのは久ひさ磨まの役目だ。


    　たぶん、新しん之の助すけの強さを一番長く、一番近くで見てきたのは久磨だから。神仏なんかよりよっぽど信じることができる。


    　夜明けまでもう一いつ刻ときを切った頃ころだろう。縁側から見上げた星空は未いまだ消えることなく瞬いていた。
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     破　独白　Monologue


    



    　──父様は言いました。人はか弱く、あまりに脆もろく、そしてとても愚かだと。簡単に壊れ、容易たやすく滅び、過あやまちを繰り返すと。


    　だから、私は彼らを導かねばなりません。救わねばなりません。


    　そのために生まれ、ただそのために生み出された、神なのですから。


    　だから、何があっても大丈夫です。


    　お腹なかの中をいじられるのも、頭の中を掻かき回されるのも平気です。


    　ひとりぼっちで固いパンを齧かじるのも薄暗い部屋で冷めた豆のスープを飲むのだってへっちゃらです。


    　私は『神の子』、私は一人。


    　頭がとれてもお腹が破けても人は死んでしまいます。いなくなってしまいます。だから、私はいつもひとりぼっちです。


    　けど、父様がいてくれるから寂しくありません。父様は言いました。私は特別なんだと、選ばれた存在なのだと。


    　みんなみんな優しくて、いつだって私を気遣ってくださいます。そっと手を合わせ、祈りの言葉を呟つぶやきます。


    　私には何もできないのに、それでもみんな私を頼ってくださいます。期待してくださいます。


    　なので、それに応こたえられない私はいつも息が詰まって苦しくなります。みんな優しいので、私が辛つらい顔をすると悲しい表情になります。悲しませてしまっているのは私なのに。


    　私は何もできません。私に価値はありません。


    　そう言えればよかった。


    　けれど、私は『神の子』だから。


    　神も運命も決して人を裏切れないから。


    　死なない身体からだと消えない傷きず痕あと。溢あふれ出る言葉と流れ出る光。それを奇跡と呼んだその日から、私はずっと守られてきたのです。


    　意味のない私の命に名前を付けてくれた。与えられたものがあまりに美しくて、それを壊したくなくて私はずっと生き続けてきました。


    　たとえその優しさが私に向けられていなくとも、その祈りが私に捧げられていなくとも。


    　けれど、必要とされなくなってしまったら、私はいったいどうすればいいのでしょうか。


    　悪意と敵意を向けられて、呪じゆ詛そと悪あく罵ばをぶつけられ、存在意義を否定されてしまったら。


    　きっと私は私でなくなるでしょう。私の価値はただ一つ。私の意味はただ一つ。


    　だから、その存在意義が失われても、きっと私は『神の子』でありつづけるしかないのです。


    　生きとし生ける者に憐あわれみを、救済を与え続けるしかないのです。


    



    　初めて人を好きになりました。


    　その人は私と同じく奇跡を起こせる人です。悪魔を視みて、それを祓はらうことのできるとても勇ましい人です。


    　そして、とっても優しい人です。


    　私なんかが作るお料理をおいしいと言って、食べ終わるとありがとうと言ってくれます。


    　でも、私のお仕事を取ろうとするのはちょっと困ります。お手伝いしてくれるのはすごくすごく嬉うれしいのですけれど、やっぱり鐘かね撞つきもお掃除も私の役目なので譲ってなんてあげません。


    　それに、断るとちょっとむくれたような表情をするのが少し可愛かわいいのです。


    　神様、私は入れ物のくせに神様に逢あったことがないのですけど、もしも神様に逢えたら、それはあの人と似ているのかもしれません。


    　優しく微ほほ笑えみかけてくれて、怖い時にはそっと助けてくれる人のような気がするのです。


    　何より、私の他ほかに奇跡が起こせる人がいるなら、やっぱりその人も神に選ばれた存在だと思うのです。私と同じく。


    　だから、あの人は私をわかってくれる。そう信じてしまいます。同じ存在だから。


    　一緒にみんなを救ってくれて一緒にみんなを幸せにしてくれる。そう願ってしまいます。同じ存在だから。


    　だから、一緒にいたいと祈ってしまいます。


    　私は神様の入れ物でしかないけれど、神様はその祈りを聞き届けてくださいますでしょうか。
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     陸　繋ぎ紡ぎ　Hope_of_future


    



    　まず、初めに言葉があった。


    　脳髄を走り回るのは幾多の言語、ありとあらゆる単語が浮かんでは消え、飛び交かっては跳ね回る。


    　形のない、けれども重さを持った言葉たちががりがりと精神に鉋かんなをかけているのがわかった。


    　新しん之の助すけはおぼろな意識の中で、自身の思考が蝕むしばまれていくのを感じる。


    　それは生きたまま肉を削そぎ落とされていく感覚に近い。爪つめと指の間に畳針を差し込んでゆっくりゆっくりと生爪をはいでいくような薄ら寒さだ。


    　頭の中を砂すな嵐あらしが駆けるたびに、不純物が紛れ込む。自分ではない他ほかの誰だれかの意識が途切れ途切れに流れ込む。


    　時間の感覚を失い、もうどれだけ思考が空転したかわからない。何かを考えようとしても、浮かぶ端から強烈な言葉に掻かき消されていく。


    　新之助の脳髄をひたすら言葉の羅ら列れつが巡り続ける。性た質ちの悪いことに、一語一語がその意味をしっかりと伴った言葉であった。


    　これが意味などまるでないのなら、それは耳みみ障ざわりなだけの雑音であっただろう。しかし、言葉には意味があった。


    　人の人たる所以ゆえんは言葉にこそある。強力な言葉はそれだけで人を縛り傷つけ、守り癒いやす。


    　言葉には力がある。


    　触れることができずとも、質量を伴わずとも確実に力を内包している。それは数字や統計で表わされるのではなく、感情や理性とともに現れる。形はなく、質量はなく、けれども確かな重みがそこにはある。


    　届かずに消えていった言葉も多く存在しただろう。 誰かを癒し、明日を生き抜く糧かてとなった言葉もあるだろう。


    　そして、人を完かん膚ぷなきまでに打ちのめした悪あく辣らつなる暴力と化した言葉もまたある。例えるならそれは姿無き刃やいば、際限無く人を刻み続ける兇きよう刃じん。


    　言葉とは人にとっての世界そのものだ。ありとあらゆる言葉をぶつけられ、膨大なる言葉の渦に放ほうり込まれて、新之助は己おのが身の小ささを見せつけられる。


    　だが、それがどうしたというのか。


    　もとよりこの身は矮わい小しようにして無力。世界なんぞと対等になるつもりはない。


    　できることには限りがあり、すべての言葉に耳を傾けるなど聖人君子でもできはしない。


    　けれども、この耳は一人の言葉を聞き遂げることができる。それで充分なのだ。


    　だから、今は途切れ途切れに混じる悲しい悲しい声を聞ければそれでいい。


    　全知全能唯一無二の絶対存在、その中に溶け込んだ少女の言葉が流れ込む。それを決して聞き漏もらすまいと手放しそうになった意識をしっかりと握りしめた。


    　心と身体からだとばらばらになったものを結びつける。壊れたものを一つ一つ丁てい寧ねいに拾い集めて、今一度、ここから始めるのだ。


    　終わらせるために。誰だれ一人見捨てず何一つ諦あきらめない、とっておきの最後を始めるために。


    　声を出せと、言葉を放てと新しん之の助すけは満身に力を込める。言葉に力があると信じるのなら、今、伝えるべきことがある。


    「……っあ」


    　弱々しい、本当に小さな声だった。


    　けれど、それは喉のどを震ふるわせ、空気を揺らす。この世界に音をもたらし確かな事実として刻まれる。喘あえぐような息が漏もれると、急速にまだ自分が存在していることを自覚する。なら、自分はまた立ち上がることができるはずだ。


    　今は小さな小さな声だけれど、大気を震わせ風を動かし、いずれ彼女の心を揺らすだろう。だから、どんなに苦しくても叫ばなければ。


    「う、ぐっ」


    　瞼まぶたが重い。腕は痺しびれたように動かない。耳は水の中にいるようでその役目を果たさない。覚かく醒せい前の独特の倦けん怠たい感が身体からだに沁しみ渡っていく。


    　そっと手に触れたのは甘やかな体温だった。役立たずの五感の中で肌は温かみを伝えてくる。握られた手にはゆっくりと力が込められ、反射的にそれを握り返す。小さな手はぴくりと震え、さらに力強く握りしめる。爪つめがきゅっと食い込んで痛いくらいだ。ぴりっとした痛覚が心を刺激した。


    「新之助……」


    　聞き慣れた柔らかい声が耳元で囁ささやく。それは小さい声なのにはっきりと聞こえた。ただ一言、名前を呼ばれただけなのに何を想おもい、何を願う声なのかすぐにわかった。


    　揺蕩たゆたう夢は泡ほう沫まつ。しばし微睡まどろみとはお別れ。後は現うつつでまみえるのみ。


    　自然と瞼まぶたが開く。


    　瞳ひとみに映ったのは光。


    　差し込んだ明かりがまっ白い髪を照らしていた。


    「……ああ」


    　この場にふさわしい言葉が何かあったはずだが眼めの前のましろの表情を見て何も言えなくなった。ただ呼ばれたことへの返事しかできない。


    　けれど、それはましろも同じだ。


    　眼に溜ためていた涙がとめどなく流れ出すと、それと一緒に考えていたこともどこかへ行ってしまった。


    「泣くな馬ば鹿か」


    　新之助は笑いながらいつもと同じ調子で言う。


    「……馬鹿はそっちでしょ。また大怪け我がして死ぬほど心配させて。いつもいつもいつも死にそうなくらいに無理して、女の子を泣かせるし大馬ば鹿かだよ。馬鹿は死ななきゃ治らないのに死なないし」


    「死んでなくて悪かったな」


    「悪いわけない。……本当に、よかった」


    　悪態ついた新しん之の助すけの胸に、ましろがこつんと額ひたいを当てた。とくとくと脈打つ鼓動が確かな温かさを伝える。


    「死なねぇよ。とっておきの最後を見せてやる。そう約束したじゃねぇか」


    　ましろはそっと顔を上げた。


    　新之助の眦まなじりに少しばかり光るものが見えたのは、ましろの視界がぼやけていたからではないだろう。


    　相も変わらずこの少年は泣き虫なのだ。小さな頃ころから人のいないところで多くの涙を流してきた。白い猫だけが知っている、いつかの昔語り。


    　あちこち傷を作って、見えるところも見えないところもいろんな痛みを抱かかえて、たくさんの涙を流して、けれどそれでも彼は笑うのだ。


    　少年は流した涙の数だけ、誰だれかの涙を止めようとそのために強くあろうとした。自分の涙を止めてくれた人たちを、悲しみから守るために強くなろうとした。


    　その弱さを、その強さを否定する者は誰であろうと許さない。それがたとえ神であろうと。
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    「うん、終わらせよう」


    　ましろは答えてきゅっと手を握る。


    　刀を失い、傷を負った新しん之の助すけではもう戦えない。おそらく立ち上がることだってできないだろう。


    　だから、ここから先はましろの戦いだ。


    　離しがたい手を振りほどくようにしてましろは立ち上がる。


    「……お母さん、呼んでくるね」


    　振り向かず、背中越しにそう言うと、素早く部屋を出た。


    　新之助が何か言ったようだったが、無視してたっと廊下を足早に歩く。そうしないと、いつまでもあそこにいたくなってしまう。


    　曲がった先で貴き恵えの姿を見つけると、その袖そでをきゅっと引く。


    「あ、ましろちゃん……」


    　憔しよう悴すいしきった表情の、貴恵の反応は幾分鈍い。けれど、ましろの言葉を聞いて、みるみる瞳ひとみに生気を取り戻していく。


    「新之助、目を覚ましたよ」


    「……よかった、本当によかった」


    　緊張の糸が切れて、貴恵は思わずましろを抱きすくめる。喜びが身体からだ中を駆け巡って腕にはことのほか力がみなぎっていた。ぎゅうぎゅうと締め付けられるましろが、苦しそうに言葉を続けた。


    「……だけどね、ましろちょっと行かなきゃいけないんだ。だから……新之助のことお願い。ましろがお願いするのも変だけど」


    　貴恵は腕を緩めると、そのままましろの肩を掴つかんだ。互いの顔が正面から向き合う形になる。少女の瞳には決意が宿っていた。


    「ましろちゃん、どういうつもり？」


    　この瞳には見覚えがある、と貴恵は思った。嵐あらしの夜に堤つつみの様子を見に行った夫と同じ眼め、そして、沙さ汰たを待つ時の息子むすこの眼によく似ていた。


    「あはは、どういうつもりなんだろうねぇ、ましろもよくわからないや」


    　ましろは笑ってはぐらかそうとしたが、貴恵がまっすぐに視線を合わせてくると一瞬口を噤つぐむ。それから、わずかに眼を逸そらして観念したように話しだす。


    「……昔からさ、ずっと守ってあげたかったの。強がりで意地っ張りで、こっそり泣いてる優しい男の子を。だから、そのために強くなりたかった。今なら戦えるの」


    「ましろちゃん……、戦うだなんて」


    　貴恵が少し表情を曇らせる。こんなか細い娘が口にする言葉ではないと伝えてくる。だが、ましろはそれに首を振る。


    「最後かもしれないからちゃんと言うね。ましろ、人じゃないんだ。あやかしなの。化ばけ猫ねこ。昔ちょっとだけここでお世話になった、あやかし、なんだ」


    　告げると、ましろは眼めをつぶった。ぴくりと肩に添えられた手が震ふるえるのを感じると、すっとその場を一歩退ひいた。


    「騙だましてて、ごめんなさい。優しくしてくれてありがとう」


    　ましろは貴き恵えに笑顔を向ける。最後の別れが泣き顔だなんてあんまりだから、せめて美しい思い出で終わらせたいから。


    　貴恵にくるりと背中を向けて、ましろは一歩踏み出す。


    「……しょうがない子ね」


    　懐かしい、聞き覚えのある言葉が背中越しに聞こえた。ましろは思わず振り返る。


    「そんなことを気にしていたなんて、本当にしょうがない子」


    　ふわりと、今度は柔らかく腕が回された。


    「っえ……」


    　驚きで声が漏もれる。


    「新しん之の助すけと、同じこと言ってる」


    「親子ですもの」


    「そっか」


    　また涙が零こぼれそうになった。


    「馬ば鹿かでどうしようもない息子むすこだけれど、でも、一つだけ誇れることがあるわ」


    「優しいところ？」


    　貴恵の腕の中でましろが問う。すると、貴恵は悪いた戯ずらっぽく笑った。


    「こんないい子を捕まえたところよ。あとは父親に似たせいで本当に馬鹿ね」


    「……うん、ましろもそう思う」


    　ましろはさっきとは違う、温かみのある笑顔を浮かべる。


    　きっと、新之助が守りたいのはこの優しい時間の流れる場所なのだ。彼が人前で涙を見せないのも何度だって立ち上がるのも己おのれの境遇に負けないのも強くあろうとするのも、この場所があるからだ。


    　今なら、同じ気持ちで戦える。前よりもっともっと強い気持ちで戦える。


    　ましろはそっと貴恵の腕を離す。


    「ましろ、行かないと。もう一人いるの。新之助のために必死で戦ってる子が」


    「……くろえちゃんね」


    　黒い少女のことを思い返し、貴恵は目を細める。


    「うん。だからもう行くね。ましろも負けてられないから」


    「そう、行ってらっしゃい」


    　貴き恵えはましろの頭をそっと撫なでてから、その背中をぽんと押し出す。


    　ましろはうんと頷うなずいて走りだした。引き戸をぱっと開くと、そのまま駆けて塀をひらりと飛び越えていく。あっという間まに姿が見えなくなると、貴恵はふっと満足げなため息をつく。


    「さすがは私の息子むすこと娘たち」


    　ぐっと拳こぶしを握り、つかつかと廊下を歩く。目指すのは新しん之の助すけが寝ているはずの居間だ。


    　無遠慮に襖ふすまを開いた。


    「おお、おふくろ。ただいま」


    　見れば、愛まな息子はどうにか立ち上がろうと畳の上を這はっていた。支えにしている右腕がぷるぷると震ふるえている。


    「新之助さん。お身体からだの具合は？」


    「見ての通り、絶好調だね」


    　言うそばから痛みが走ったのか、ぎりっと奥歯を噛かみしめてひっそりと深い息を吐き出す。どう見たってまともに動ける身体ではない。


    　けれど、瞳ひとみが生きている。


    「ましろ、見なかった？」


    「……もう行きました。あなたはいつまでそうしているつもり？」


    「それが久しぶりに帰ってきた息子への言葉かね」


    　新之助が呆あきれたように言う。ぜぇぜぇと荒い息を吐く姿に、思わず駆け寄りたくなるのをぐっと堪こらえて貴恵はなおも続ける。


    「便り一つ寄越さないんだから元気だったんでしょうに」


    「見りゃわかんだろうが」


    「絶好調なんでしょう？」


    「はっ、ちげぇねぇ」


    　ずりっと身体を引きずって、新之助はなんとか壁際まで辿たどりついた。


    　それだけでいったいどれだけの時間を要しただろうか。新之助が痛みを徐々に飼い慣らしていくのは、太陽が西へとゆっくり動いていくのと同じくらいの速度だった。


    　新之助は柱に手をかけて震える腕で自分の身体を支える。ゆっくりと立ち上がる姿を見て、貴恵は幼い日の息子の姿を思い出していた。


    　人に見えざるものを視みて、当たり前の人生を手に入れることができなかった子。小さな胸にいくつ傷をこさえただろう。


    　けれど、久しぶりに見た背中の刀傷は薄くなっていた。


    　引き攣つれのようになっていた古傷は見るたびに血が噴ふき出してきそうで、その生なま々なましさに驚かされていたのに。


    「ちょっと出かけてくる」


    　息を整えてから、新しん之の助すけは足を引きずりながら歩きだす。


    　貴き恵えは差し伸べたくなる手をどうにか押さえ付けて新之助の後ろを歩く。背丈も随分と伸びている。貴恵の身長に並んだのがついこないだだと思っていたら、いつの間まにか追い抜かれていた。


    　自分の足で立ち上がり、自分の脚で歩きだしている。今さらながらにそのことを実感した。


    　三た和た土きには久ひさ磨まがいた。医者を送り届けてきた帰りだろう。


    「新之助。もう大丈夫なのか」


    「ご覧の通りだよ」


    　軽く笑ってみせると傷が痛んだのか、そのまま顔が引き攣つる。相も変わらずやせ我慢だらけの弟を見て久磨は肩を竦すくめた。


    「……まだ駄目そうだな」


    「駄目でもともと。もともと駄目なのさ」


    　気遣わしげな表情の兄を安心させようと、新之助は冗談めかしてそう言う。だが、久磨は真剣な顔つきになると、常とは違う巌いわおのような声で告げる。


    「悪いことは言わん。寝ておきなさい」


    　その仕草があまりに父親に似ていたものだから、新之助も貴恵も互いに顔を見合わせてしまった。


    「なんだ、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽう食ったような顔をして。母上、あなたもです」


    「いえ、ねぇ……」


    　貴恵はくすくすと笑い、新之助も満足げな笑えみを浮かべる。


    「いや何、安心したよ」


    　そう言って新之助は久磨の横を通り過ぎる。その背中を久磨が慌てて追った。


    「これ待て、どこへ行く」


    　新之助はその問いには答えなかった。けれど、答えよりもよほど答えらしいことを返す。


    「兄貴。あんたがいたから、あんたがいるから俺おれは行ける」


    　出し抜けに言われて久磨は目をぱちぱちっと瞬しばたたかせた。


    　だが、新之助の言わんとすることはすぐに汲くみ取れた。素直に感情を出すので苦手で、ついついぶっきらぼうな口を利く不器用な弟が示したのは精いっぱいの感謝だ。


    　その後に続く言葉は聞こえない。耳に届かずとも、確かに響いた。一言一句違たがわずに、久磨の胸に刻み込まれた。


    「行ってくる」


    　壁を支えにしてゆっくりゆっくり新之助は歩き始める。久磨など及びもつかない剣の使い手である新之助だが、今この時は久磨でも簡単に組み伏せられそうだ。止めることなど造作もない。


    　けれど、ここで止めれば新しん之の助すけには悔いが残る。


    　止めずに、命を落とすことがあれば久ひさ磨まが悔いることになるだろう。だが、それならまだいい。久磨が生涯背負い、傷を抱かかえて生きればそれでいい。後悔し続け、新之助のことを忘れずに生きられるならそれでも構わない。


    　決断して、顔を上げると貴き恵えと目が合った。問うような視線に、わかっていると頷うなずきを返した。


    　久磨はそっと戸を開く。軽く頭を下げる新之助の背中に声をかけた。


    「行ってらっしゃい」


    　必ず帰って来いと、そう告げた。


    　ひらと片手を挙げると新之助はそのまま振り向くことなく外へと消えていく。その背を見つめてぽつりとしわがれた声が寂しげに聞こえた。


    「新之助は行ったか……」


    「ええ」


    　後ろからかけられた言葉に貴恵は答えた。視線は未いまだ遠ざかった新之助を見ていた。


    「いつの間まにやら随分と背中が大きゅうなっとったな」


    　感慨深げに父は呟つぶやく。まっすぐに、揺らぐことなく歩く息子むすこの姿を見ていると、それだけで涙が出そうになった。すんっと鼻をすすり上げて、短くため息をつく。


    「命を懸かけるのだろうな」


    　生き死には兵家の常。あの子が刀を握った時から、覚悟をしていた。


    　勝てるだろうか。勝って、ここへ戻ってくることができるだろうか。


    「成して、帰ってくるのか」


    　どこか不安げな言葉に、ようやく貴恵は後ろを振り向く。


    「ええ、もちろん。私の息子ですもの」


    　にっこりと笑う貴恵に元げん之の丞じようは咳しわぶきを一つ。


    「私たちの、だ」


    　照れたように背そむけた顔は新之助によく似ていた。
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     漆　雨上がり　after_the_rain


    



    　夕暮れが近かった。


    　じきに星が瞬またたき月が傾く。西の空は赤から藍あいに変わり始めた。もういくらか経たてば墨を流したように暗くなるだろう。


    　その暗さに拍車をかけるように雲が湧わくと、気まぐれにしとしとと雨を降らせた。


    　夕立ちだからすぐに止やむはずだと、新しん之の助すけは空を見上げた。


    　日が落ち始めて、冷気が肌を伝う中で、新之助は人ひと気けのない外はずれ小道を歩く。


    　ふらついた足取りではそれだけでも結構な時間を要するというのに、足元がぬかるんで思うようには進まない。これからどこへ向かえばいいのか、どれほど時間の猶ゆう予よがあるのか見当もつかない。傷だらけの身体からだでは走るどころかまともに歩くこともままならなかった。


    　泥でい濘ねいに足を取られて倒れた。伏したまま、頬ほおについた泥を拭ぬぐう。


    　おそらく、ましろとくろえは『神の子』には勝てない。あれは殺すだとか倒すだとかそうした次元の相手ではないのだ。あのまま戦い続ければ二人はきっと命を落とす。


    　ましろとくろえが消されるのを見過ごすことができるのか。神夕かみゆに二人の死を背負わせるのか。


    　それは許せない。あの少女たちを救えないのなら、新之助は己おのれの存在を許せない。この命に価値を見いだすことができない。


    　水たまりの中を必死でもがいた。爪つめの間に泥が入り込み、傷口を泥水に浸し、それでも少しでも早くと這はい進んだ。


    　どうにか木の根に手をかけて、それを拠より所どころに立ち上がる。


    　時間ばかりが経っていく。今、いったい何なん刻どきだろうか、どれほど猶予が残されているだろうか、そんな疑問が絶えず頭をよぎる。


    「くそっ！」


    　思うように身体が動かない歯がゆさに、木の幹を思いきり叩たたいた。


    　ひどい有様だった。血みどろで泥だらけで、立っていると足が震ふるえだして倒れそうになる。これでは夜が明けても辿たどり着きそうにない。


    　既すでに身体は限界で疲れ切っていた。


    　熱を持ち始めた身体から熱いため息が漏もれる。すると、木立の闇やみの中から声がかかった。


    「お兄さん、つかれてますね」


    　その声は何を語るでもなく、何かを騙かたっているようなひどくあやかしいものだった。馴なれ馴れしくて胡う散さん臭くさくて懐かしい。


    　けれど、その声が、その言葉がすべての始まりだったのだ。


    　出会いが一人の少年の人生を変え、あるいは一人の男の宿命を終わらせ、果ては世の流れさえも動かした。


    　新之助は運命なんて信じていない。それはきっとあの男も同じだろう。そんなものでこの感情を表わすことができてたまるものか。


    「……この雨だからな。ろくに先に進めやしねぇ」


    　新しん之の助すけが応こたえると、そうじゃねぇんだが──木この下した闇やみから苦笑が漏もれる。


    「旦だん那な。こんな時分、こんな場所に駕か籠ごかきなんかいやせんぜ」


    　ひょうひょうとした、何一つ悪びれない様子の声に新之助も笑って調子を合わせた。


    「そいつは道理だ。なら、何ならいるのかね」


    「拝み屋でしたらすぐにご用意できますよ。今ならお安くしときやすぜ」


    　ふうっと煙管きせるの煙が香った。ぼうっと灯ともった小さな火がゆったりとした様子で近づいてきた。


    「遅れた分、値引いとけよ」


    　新之助がそう言うと、闇の中にたたずむ男はぽりぽりと頬ほおを掻かいた。


    「あのねぇ、誰だれのせいで遅れたと思ってんです？　あんたが斬きりつけたんでしょうが。おかげでこっちは死にかけたんですよ？」


    「お前が俺おれ程度に殺されるかよ」


    　新之助が不機嫌そうに言うと男は目を丸くした。


    「……はっ、相変わらず可愛かわいいこと言いますねぇ、新之助さんは」


    「お前は相変わらず気色悪いことを言うな」


    　肩を竦すくめると傷に響いて新之助は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になる。それを男はひとしきりからかうように笑うと、優しげな瞳ひとみで微ほほ笑えんだ。


    「冗談抜きにあれはあんたの勝ちでしたよ」


    「池いけのなんたらいう馬ば鹿かに勝っただけだろ。拝み屋ふくろうまで殺した覚えはねぇよ」


    「……だからあんたの勝ちなのさ」


    　その男は、ふくろうはまるで新之助を称たたえるようにその手を握った。


    「あ？」


    「急ぎやしょう」


    　言うと、新之助を軽々と担かつぎ上げて駆けだす。


    　夕闇が後ろへ後ろへと追いやられて、僅わずかばかりの星明りが線を描いて流れてゆく。冷たい夜気を切り裂さいて風が頬を撫なでた。


    「すくねはどうした？」


    「先に行ってましろちゃんを追ってますよ。あんたこそお腰の相棒はどうしたんで？」


    「折られた」


    「かぁーっ、何やってんですか。あんたから剣を取ったら大したもん残んないんですよ？」


    「……いや、もう必要ないんだ」


    「さいですか。……ま、よござんす。どう片を付けるのかお手並み拝見といきましょう」


    　ふくろうがにやりと笑う。


    　この少年から刀を取ってなお残るもの。それに敗北した身としては笑うほかあるまい。


    　吹きつける風を難なく避よけて林立する木々もひょいと躱かわしていく。夜の獣けものよりなお速く、飛ぶが如ごとくその影は駆け抜けていった。


    



    　粘ついた空気がざわざわと揺れる。風が澱よどんでいるのを感じた。背中をつけた土はからからに乾いて生気というものをまるで感じない。


    　ただ、くろえの身体からだから流れる血が土を潤していた。


    　もうもうと立つ砂すな煙けむりの中で、白く光を放ち始めた月を浴びて一つの影が跳ちよう梁りようする。


    　倒れていた時間は短くはなかったはずだ。くろえの傷の状態に鑑かんがみるに相手にも相当の深手を与えたはずだが、死してなお蘇よみがえる『神の子』相手には不充分と言えた。


    　くろえはぎりっと唇くちびるを噛かむ。


    　銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみの力をもってしてもこれだけするのが精いっぱいなのだ。『神の子』が桁けた違ちがいの化ばけ物ものだというのがその一事でよくわかる。


    　ざりっと乾いた砂が跳ねた。


    　神夕かみゆが見下ろしてくる。雲くも間まから覗のぞいた月明かりが照らし出すのは悲しげな微笑。


    「もう終わりにしましょう。あまりあなたを苦しめたくはないんです。楽しかったから。悪魔のあなたに救済は与えられないかもしれないけれど、せめて地獄には帰して差し上げます」


    　その言葉にくろえはふっと冷笑で答えた。


    「……悪魔が地獄に行かなきゃならないなら、きっとあなたもそうなる」


    「何を馬ば鹿かなことを」


    「だって、私とあなたは同じだから」


    「まったく違う存在ですよ」


    　心外そうに神夕はくろえを睨にらみつけた。


    「私は『神の子』」


    「私は犬神」


    　聖と邪、対照的な印象を与える名乗りを互いに上げながらも、その実、根底にはどこか共通するものが流れていた。言い知れぬ不快感に、神夕ががりがりと首筋を掻かき毟むしる。


    「やっぱり同じ」


    　情緒の乱れ始めた神夕に追い打ちをかけるようにくろえは口を開いた。


    「犬神は使役されるとただ働く。そういう呪じゆ詛そだから、そのためだけの存在だから」


    　善悪を問わず、あらゆる因果を食い破り、ひたすら目的のために力を振るう色のない力。それが犬神だ。故ゆえにそれは絡から繰くり仕掛けの道具と変わらない。弓ゆみ曳ひき童どう子じがきりきりと弓を引き絞り、矢を放つのと同じだ。定められたがためにそのように動く。その矢の先に人がいようと毒矢を射ようと、それらを仕掛けるのは扱う側の人間。


    　犬神がその他のあやかしと大きく違う部分はそこだろう。本質的には呪じゆ詛その術であり、使役者の意思が反映されるのだ。


    　だから、いとも容易たやすく災さい厄やくを招く。本来、人が心に抱かかえる闇やみは膨大で、それは夜に似ていた。星々のような月光のような眩まぶしい善意だけですべてを照らせるわけではない。


    「あなたもそう」


    「わ、私は、違う……」


    　神夕かみゆの答える声は語気こそ荒いがいかにも弱々しい。


    　自信がなかった。さっきから何度も自分の意識は飛んでいる。記憶にはぽっかりと空白が生まれている。そして気づけば誰だれかが血まみれで倒れているのだ。自分の中に知らない何かが蠢うごめいていて、それが勝手に動きだしたようだった。


    　けれど、それを認めてしまえば自分が操り人形と変わらないことになる。


    　また、皮膚の下で何かが動き、神夕はそれに爪つめを立てて、必死で抑える。


    　くろえはそれを見て、首を振る代わりに短いため息をついた。


    「その言葉もその存在もその生き方も、何もかもが借り物で与えられたものでしかない。ただその機能だけが求められて、他ほかは何も必要とされない、要らない子。私はそうだった」


    　くろえはあえて言葉を選び、ゆっくりと一つ一つ口にしていく。可能な限り、今は言葉を紡つむぐのだ。もう指の一本も動かせない身体からだでできるのはそれくらいしかない。ほんの少しでいい。時間を稼ぎ出す。だから、そのためなら心の奥底からでも言葉を絞り出す。語るたびに自分の心がちくちくとするのを感じた。一個一個、塞ふさがったはずの古傷を切り開いていく行為にそれは似ていた。


    「あの飢き饉きんだってそう……。あれを命じた人は救済だって信じてた。だから、きっとあなたは私と同じ」


    　かつての使役者は言ったのだ。救ってみせると。たとえ、そのために僅わずかばかりの犠牲を伴おうとも。


    　二人の立場はまさしく同じだった。ただ拠よって立つ背景が違うだけで、呪のろいと祈りとに色分けされただけに過ぎない。


    　神夕の首筋からは血が流れていた。爪が皮膚を破って真っ赤な筋が幾つも走っている。だが、それもなかったことのように癒いえて消えゆく。


    「違う……」


    　神夕は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。


    　かりっと爪の音が止やむ。


    「認めない、そんなの認めない。私は『神の子』、悪魔なんかじゃない。あなたとは違うっ！」


    　吠ほえるように神夕は叫ぶと、倒れ伏したくろえに詰め寄ろうと腕を伸ばした。


    　だが、その腕が届くことはない。


    　くろえの眼めの前で、ぶわっと赤い火花が散った。


    「あぐぅ」


    　神夕かみゆが呻うめいて、右手を抱かかえ込む。深々と斬きり割られた腕はぱっくりと中の骨まで曝さらけ出していた。


    　何物をも切り裂さく空間の断裂。こんな芸当ができる人物は一人しかいない。くろえはそれに思い至って、ずきりと痛む首を巡らせてその姿を探す。


    　その少女は息ひとつ乱さず、静かに月の光を浴びていた。


    「ましろ……」


    「くろえ、よく頑張ったね。新しん之の助すけはちゃんと起きたよ。だから、あとはましろがこの子を倒せばおしまい」


    　にこっと微ほほ笑えんで、ましろはくろえを助け起こす。その手が異様なまでに冷たかった。たぶん、身体からだ中の温かな血は全部心へと注がれているのだ。確かな決意と想おもいを抱いて、ましろは今ここにいる。くろえが何を問うてもきっと彼女は答えないだろう、そう確信した。それほどまでにましろの纏まとう覇気は高ぶっている。


    　くろえを木にもたせ掛けると、ましろは無遠慮につかつかと歩きだし、神夕との距離を詰めた。二人の視線は真正面からぶつかる。


    　神夕がびくっと肩を揺らす。


    　なんて眼をしているんだろう、と心の奥から震ふるえが込み上げてきた。


    　憎悪、嫌悪、敵意、悪意、殺意。そんなものよりもよっぽど怖い感情がその瞳ひとみには宿っていそうだった。捨て身で技を放ってきた黒い少女と同じ、底知れぬ感情の渦は深しん淵えんを覗のぞき込むような大空を仰ぎ見るような、そんな限りない可能性と不安感を抱かせる。


    　心臓がどくどくと早鐘のように鳴りだす。危険だとそう教えてくる。


    　萎なえそうになる心を気力で奮ふるい立たせると、神夕はましろを睨にらみつける。この尋常ならざる気配は先ほどの黒い娘と明らかに同種。滅ぼすべき敵、悪魔だ。


    「私は負けられないんです……。世界の幸福と救済のために……」


    「そんなのいらないよ。誰だれも欲しがってない」


    　まっすぐな視線が射抜いたのは心だった。


    「なん、ですって？」


    「そんなのいらない。おいしいご飯があって、温かい布ふ団とんがあって、お父さんやお母さんが笑ってて、くろえとバカな話して、そんで、新之助がいてくれればいい！」


    「あ、悪魔が何を世よ迷まい言ごとを……」


    　神夕は自分の手首を掴つかむ。ぎゅっと血が止まってしまうほどに強く握りしめる。


    　そんなものは与えられなかった。神夕に与えられたのはもっと冷たいものだった。


    　頭によぎるのは遠い昔の出来事だ。


    　夜は寒々とした石の部屋に押し込まれ、昼は教会で説法をし、食事はいつだって一人だった。堅いライ麦のパンと冷めた豆のスープ。味気ないパンを無理矢理喉のどに流し込んで、毛布に包くるまって冷たい石の床に眠る。起きたら、ツンとした変な香りのする部屋へ連れて行かれて、身体からだ中を切り刻まれて弄いじくり回される。


    　それでも、自分の言葉が人々を救えると信じていた。幸せを与えることができると思っていた。


    　なのに、眼めの前の白い少女はあの日々を否定する。塗りつぶした過去を、思い描いた現在を、書き綴つづった未来を否定する。


    「それがましろの幸せなんだから！　あなたからもらう幸せも救いもいらないっ！」


    　白い少女の高らかなる咆ほう哮こうは力強く、どこまでも響いていきそうだった。


    　猛烈に、唐突に、神夕かみゆの中で得え体たいのしれないものが蠢うごめく。ぞりぞりと内臓をこそぐようにしながら皮ひ膚ふの下を這はい回るものがある。


    　ああ、なんて嫌な感触なんだろう。神夕はそれを掻かき出そうと肌に爪つめを突き立ててがりがりと抉えぐり出そうとするがうまくいかない。


    　ただその言葉から逃げたくて、神夕は耳を塞ふさいだ。眼の前の少女を見たくなくて、視界は揺らいだ。眼の焦点は合わなくなり、ただ身の内から黒いものが流れ出る。そうすると、神夕の意識は遠くへと消えてくれた。


    「ごめん、神夕。ましろ、たぶんあなたを殺しちゃう」


    　それが合図だった。


    　たっとほんの一投足で間ま合あいを詰めると、ましろは何の躊躇ためらいもなく、掌しよう底ていを振り抜いた。触れられればそれだけで壊れてしまうのに、一切躊ちゆう躇ちよすることなく正確に『神の子』の腹部を打つ。


    　飛び込みの勢いがついていたせいで、ましろの軽い体重でも充分な威力を持っていた。相手の身体が浮き上がり、そのまま後ろへ飛ばされそうになる。


    　それをましろはぐいと掴つかんで引き寄せた。互いの距離は皆無。完全に密着した状態でましろは右の掌底をすっと敵の顎あごの下に当てた。左の掌底は右肘ひじへ伸びる。


    　たんっ、と乾いた音が響く。


    　ましろの左手は自身の右肘を打って押し上げる。発射台を得た右の掌底はそのまま一つの弾丸となり顎を打ち抜いた。


    『神の子』の身体は高く舞い上げられてから地面に叩たたきつけられた。


    　ううっと苦く悶もんの声を上げて、『神の子』は立ち上がろうとする。切断や刺し突とつであれば傷の治ち癒ゆにいささかの時間を要するが、この手の打撃技であれば大した怪け我がにはならない。たちどころに治ってしまうのだ。


    　だが、腕も脚を言うことを聞かず、ずるりと倒れ込む。


    　ぐわんぐわんと世界が揺れていた。回転し続ける視界が気持ち悪くて吐き気がする。


    「立てないよ。頭を揺らしたから」


    　冷静な声が背後から聞こえた。


    　それに気づいた時には、首筋に絡み付くものがある。すべすべとした触感で、柔らかくて、ほんのりと冷たい。


    　ましろは左手で『神の子』の首を抱かかえ込んでいた。まるで後ろから抱きすくめるような格好になっている。くるりと回された右手、そのちょうど手首のあたりが左肘ひじに乗せられる。随分と歪いびつな十字が完成したかと思うと、左手はしゅっと蛇へびのように動いて後頭部に添えられた。


    　ぐっと両腕に力を込める。右手は可能な限り自分の身体からだに引き寄せて、左手は『神の子』の頭を逆に押し出す。


    「っ、うっ、はぁ」


    　揺れていただけの視界が明滅を繰り返す。首に回された腕を振りほどこうにも四肢が言うことを聞かない。ただ芋虫のように身体を捩よじるが、ましろもそれに合わせて動くので、余計に締まっていくだけだ。


    　ぜぇぜぇと苦しげな喘あえぎ声が漏もれていたが、それもやがてひゅうひゅうという乾いた風音に変わった。腕の中の敵はそれきりぴくりとも動かなくなった。


    　最後にもう一度、ましろは両腕に力を込めて締め上げる。くきっという感触を肌に感じてようやく離した。


    　最後に一ひと太た刀ち、首と胴とを泣き別れにして。


    　深いため息が漏れた。ましろは亡なき骸がらを横たえるとそこから飛び退のくようにして離れる。腕に感じた音を思い出して、身がぶるりと震ふるえた。


    　ましろのとった戦法は極ごく々ごく単純なものだった。


    　傷をたちどころに治癒するのであれば、傷を与えずに戦えばいい。顎あごを打ち抜く掌しよう底ていで脳を揺らして身体の自由を奪い、首を絞める。どれだけ傷を塞ふさぐ能力が優れていてもそれが発揮できなければ意味はない。


    　反応速度、身体能力においてはましろのほうが劣っている。だが、ただ一つ勝るものがあるとすればそれは蓄積された経験と磨き抜かれた技術だ。幾多の修羅場を潜くぐり抜けて構築された理論と、最適化された行動。能力値で敵かなわないのなら経験値で勝負をする。


    　これ以上ない、完かん璧ぺきな勝利だった。


    　理に満ちた完全なる計算。


    　だから、それを凌りよう駕がしうるとしたら、それこそ奇跡と言っていいだろう。万に一つも起こりえない絶対不可能な事象を実現させるのが奇跡だ。


    　けれど、奇跡の担い手はいつだって摂理を覆くつがえす。起こりえない出来事をいとも簡単に引き起こす。


    「かふっ」


    　咳せき込むような声でましろはびくっと振り返る。


    　死すら超越する存在がそこにはいた。


    　ごりっと肉と骨とを接つぐ音がして神夕かみゆは起き上がった。


    　瞳ひとみにはさっきまでの『神の子』とは明らかに違うはっきりとした感情があった。


    　影が膨ふくれて弾はじけていた。神夕の身体からだから黒い霧が立ち上り、それが木々を枯らしていく。


    　鬱うつ血けつのためか、神夕の瞳は真っ赤に染まり、青ざめた顔の中でらんらんと眼球だけが光る。血の気の引いた病的なまでに白い肌に突き立った爪つめが痛々しい。がりがりと掻かくたびにましろの心まで削られてしまいそうだった。


    「嘘うそ……」


    　言葉を失ったましろの代わりに、そう言ったのはくろえだった。


    　傷を癒いやすことに特化した存在ならば、傷を与えずに殺せばいい。その理論には一分の隙すきもなかった。


    　ただ前提条件が間違っていたのだ。


    　ここへ来てようやくくろえとましろは理解する。不死とはまさしく文字通りの意味であると。


    　神とは、全知全能唯一絶対の神とは、理を超越しながらもっとも理に忠実なる存在。それ故ゆえに不死と定義されたのであれば、如い何かなる事象も妙なる因果も跳ね除のけて、ただ不死なる存在として現出する。死してなお蘇よみがえる。


    「嘘？　嘘つきは、そっちです……。私たちは、同じなんかじゃない。だって、あなたは一人じゃない。あなたたちは一人じゃないもの。私は、」


    　そのあとはもう言葉の体裁をとっていなかった。呻うめくような嗚お咽えつを漏もらし、そのたびにごぽっと喉のどに絡まった血ち反へ吐どが出る。黒い塊かたまりが吐き出されて、それがびちびちと躍った。


    　私は何だったのだろうか。


    　答えのない問い、価値のない神。『神の子』と崇あがめられ、一心に祈られていたはずなのに。


    　自身が無価値だというのなら、そんなものに祈りを捧げ、救いを求めた者たちはいったいなんだったのか。


    　彼らの救われたいという純粋な願いには何一つ間違いなどないのに、ただ自分が不要な不良品だったがために、彼らは報われなかったのだ。


    　なら、せめて不良品は不良品なりにその責任を取るべきだ。求められて願われて自分が存在したのなら、それには答えなければならない。どれだけ難しくてもどんなに不可能でも、そうすることでしか自分は存在を許されない。


    　自分は、『神の子』だから。


    　神夕は這はうようにして地面に爪を突き立てた。力を込めて、爪がはがれるのも気にせずに全体重をかける。


    　踏み出した足は流れ出る血を踏みつけにする。


    　白い肌は血が抜けて真っ青になり、豊かな金髪は赤と茶とに染まっていた。


    　頭の中で黒い塊かたまりがどろりと蠢うごめいた。割れるような声が反響する。


    　その身を明け渡せと、すべて委ゆだねてしまえと。


    　そして、神夕かみゆはようやく気づく。これが神の声であったことに。さっきから何度も自分の意識を奪っていたものの正体が知れて、神夕は自じ嘲ちよう気味に微ほほ笑えんだ。


    　もういいや。


    　そうやって諦あきらめてしまった。


    　人の身など仮かり初そめ。コレは神の入れ物。人であることを捨てて、上り詰めてしまえば痛い思いも辛つらい思いもしなくて済む。何より、人の身は望まれていなかった。遍あまねくすべてを救済する超然たる存在に身を委ねてしまえばいい。神夕の人としての意識などもはや必要ない。


    　捨ててしまえ。


    　喜びも悲しみも生くるも死ぬもすべては神の思おぼし召し、ただ御み心こころのままに。


    　ただ神夕は口を開いた。空が震ふるえ、地が揺れた。声が眼めに見えるほどの力を滾たぎらせて四方を歪ゆがませた。


    　轟ごう々ごうと風が吹くと、ましろもくろえも、いとも簡単に吹き飛ばされる。


    　何なん間げん飛ばされたかわからぬうちに、地面に強く打ちつけられる。身の内から骨が砕ける音が聞こえた。肉に包まれたそれは鈍い感触でひしゃげた部分を告げてくる。


    「ぐっ……」


    　掠かすれた呻うめき声を上げると、意識が霞かすむ。歪んだ視界の先では醜悪な光景が広がっていた。


    　さっきまでいた鮮血の美少女の姿は靄もやがかかったように不鮮明だ。


    　神夕だったものの身体からだからは透明な泥のようなものが漏もれ出していた。それは見る間まに膨ふくれ上がり、天を衝く。ぬるりと、得え体たいのしれない透き通った何かがびしゃりと地面にたれ落ちる。


    　背には高くそびえる山を配し、見るにその大きさはおおよそ十三丈といかばかりか。


    　人の形を模したそれは巨人、と呼ぶべきだ。


    　被膜に包まれて、時折、濁った膿うみに似たものが巨人の内部を流れる。その中心にいたのは神夕だった。


    　ぼうっと夢見心地の顔をして、眼をぐるりと巡らせて、その仕草は本能的に誰だれかを探しているようだった。やがて、追うべき存在を認めたのか、その木で偶くは動きだした。


    　どろどろとした足を進ませるごとに、大地にその腐臭がこびりつく。


    　あれは神などではない。あんな禍まが々まがしいものが神であっていいわけがない。くろえは遠ざかっていく巨人を視界から消そうと、思わず眼を閉じた。熱を帯び始めた傷口よりも視界に流れ込むあの神の姿のほうがよほど痛い。


    　巨人はぼうっと鬼火のようにほの白い光を放ちながらまた一歩足を出す。そのたびに草がしなびて、土が腐った。


    　生きとし生けるものの生そのものを否定し、ただ一色、救済と解放とに塗り替えながら巨人は山やま手てへと向かい始めた。


    「させない……」


    　ましろは痛みを訴える身体からだを無視して、すぐさま空間の断裂を展開させた。


    　かくなるうえは切り刻む。その肉体を塵ちりにも満たぬほどに細こま切ぎれにする。


    　白い影は躍動した。十指に伸びた爪つめが縦横無尽に振るわれる。振るった右腕の反動に任せて一回転、続けざまに左手の爪が縦に裂さいた。


    　まるで舞い踊るかのようにましろは動き回る。一振りごとに、血ち飛沫しぶきが飛び、白い髪も白い服も赤く染め上げていった。


    　だが、どれほど刻もうとも巨人は倒れない。ただその身を僅わずかばかりに削り取るにとどまる。けれどましろは手を休めない。より凄せい絶ぜつに攻撃を加えていく。十と重えで足りぬなら二は十た重え、それでも足りぬのなら千ち重え万ばん重えと刃やいばを繰り出すのみ。


    　まったくの無間隔で攻撃を続けるましろには片時も休む暇ひまがない。荒かったはずの呼吸は既すでに静まっている。息をする暇も息を吐く労力もすべて攻撃に割さいている。身体中から水分が抜けきって汗の一滴も掻かいていない。


    　巨人は歩みを止めない。


    　足を断たれても、腕を斬きられても、腹を裂かれても、首から上が吹き飛ばされても、歩いて進み這はって進み跳ねて進む。切られるそばから、それはまるで悪い夢のように、瞬時に傷が塞ふさがる。流れ出てこびりついた血だけが、傷を負ったという確かな事実を残すのみだ。


    　ましろはようやく一つ息を吐いて、空間の断裂を一か所に集中させる。幾つもの刃が重なり合い、大剣の様を呈した。振り抜けば、空はおろか、大地にも巨大な亀き裂れつを生み出す。


    　それは巨人の身体を縦に両断していた。二つに裂けた身体は勢いを殺すことなどできず、遥はるか後方に飛ばされていく。


    　真っ二つにされた身体もやがては癒いえるだろう、横よこ薙なぎにするよりは接着面積が広がる分、多少の時間を要する。が、時間がかかるだけで結果としては復活することには違いない。


    　けれど、まったくの無意味ではなかった。


    　傷を受けるたびに巨人の動きは一瞬止まる。衝撃を完全に無効化できるわけではなく、確かに傷を負っているのだ。回復も瞬時とはいえ、確実に時間を消費している。


    　なら、だったら未来永えい劫ごうひたすらに傷を与え続ければいい。この身が続く限り戦い、永久に留とどめ、縫ぬい付ければいい。この金きん眼げん白はく髪はつ双そう尾びの化ばけ猫ねこの存在をもって『神の子』を封ずればいい。


    　遠からずこの身は露つゆと消える。ならせめてそれに意味を与えたい。


    



    「やめておけ。そんなのはつまらんよ、小娘」


    



    　ぽん、と肩を叩たたかれて追撃しようとしていたましろの動きが止まった。


    「すくね、ちゃん？」


    　その容姿に見合わず、達観した顔つきの少女を見て、ましろは思い出したように息をした。なぜここにいるのか、と問おうとしたが、先んじてすくねが答える。


    「わらわはもともとあれをどうにかするためにあの島におったのでな。この場におらんほうがおかしかろう？　まぁそれはあの若造にも言えることだがの……」


    　若造、と言われてすぐには誰だれのことかましろにはわからなかった。そもそもこの少女自身が千や二千ではきかない長い年月を生きている。すくねに言わせれば大抵の者は若造だ。


    「年寄りの言うことはよく聞いておけよ。まだまだ小こ童わつぱの身で永えい劫ごうあれを封じるなどとつまらんことを考えるのはよせ。永久というのはお主が考えているよりもよほど長くて退屈だぞ。何より……、寂しい」


    　そう語った少女の顔は泣きそうな表情だった。


    　死ぬこともなく、でありながら死だけを見つめてきた。きっと神夕かみゆにもっとも近いのは彼女だろう。死も滅びも余すところなくその眼めにしながら、決して死ななかった者。


    「けど、それじゃあどうやっても倒せないよ……」


    　ましろは悔しそうに唇くちびるを噛かむと、すくねにくるりと背を向ける。見れば巨人は既すでにその身体からだを繋つなぎ合わせ始めていた。何度殺しても、何度でも蘇よみがえる。


    「ふむ……」


    　すくねはましろの言葉を聞いて少し考え込む様子を見せた。


    　びくり、と身体を痙けい攣れんさせながら這はい回るそれをねめつける。それから、すくねはふっと短く嘆息すると僅わずかに微笑を浮かべて言った。


    「あれは真実、人が人のために生み出した人の神。であれば、それを殺すのも人の手による。それが筋であろう。違うか、人よ」


    「まったくもってその通りだな」


    「ちげぇねぇ」


    　問いに答えたのは一人の少年。笑って応じたのは一人の男。


    　肩を組んで悠然と歩く姿はさながら酔漢のようであり、また勝利の凱がい歌かを歌う歴戦の勇士のようでもあった。そう見えたのは実に楽しそうに頼もしそうに、笑っていたからだろう。


    　何一つ心配はいらないと、諦あきらめる必要なんかないと、男たちはその姿をもって語るのだ。


    　刀を持たない侍と、死んだはずの拝み屋がともに並び立ち歩く様子を見て、くろえは立ち上がる。ふらふらと頼りない足取りで近づいて、濡ぬれた瞳ひとみで黙って見つめた。


    「悪い、心配かけた」


    　新しん之の助すけがはにかむようにして笑う。


    　またこの笑顔を見ることができたと、ただそれだけでくろえの頬ほおを涙が伝う。自分が諦あきらめてしまったことをこの少年は決して諦めない、否いな、そもそも疑いもしないのだ。


    「よく頑張ってくれたな」


    　そう言って新しん之の助すけはくろえの頭を撫なでる。あとは任せろとそう告げて、彼は倒すべき敵へと歩みを進める。


    　それを止めたのはましろだった。


    「どうして来ちゃうの？」


    　できる限り、怒った表情を作ろうとした。


    　けれど、無理だった。こんな風にして笑顔で、それも申し訳なさそうな顔をされてしまってはそれ以上何も言うことができない。


    　きっと彼は知らないのだ。自分がどんなつもりでここへ来たのか、どんな思いで戦っていたのか、どんな想おもいでずっとそばにいたのか。


    　それが悔しくて悲しくてましろはどんと新之助の胸を叩たたく。けれど、叩いた手のひらはそこから動こうとしない。何度だって叩いてやろうと、わかるまで教えてやろうと思うのに、もうそこからぴくりともしないのだ。


    　がくっと膝ひざが崩れ落ちて、喉のどから嗚お咽えつが漏もれる。それを押し殺そうと額ひたいを新之助の腕に押し当てた。まだ真新しいさらしに涙が沁しみ込んでいく。
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    「やっぱさ、ひとりぼっちは寂しいだろ」


    　新しん之の助すけはすっとましろの髪を梳すくようにして掻かき抱く。


    「だから、助けてあげたいんだ。ひとりぼっちの神様を」


    　それだけで新之助が立ち上がるには充分な理由だった。


    　天下も国家も彼には関係がない。いつだって自分の周りのちっぽけな世界のことだけが気がかりで、いつもそこに混ざっていたくて、だから、彼は剣をとった。


    　当たり前の日常を望んだ彼に与えられたのは異常を視みる瞳ひとみ。


    　その瞳が見つめる光景は、死なない身体からだと奇跡の御み手てを持たされた少女が見た夢に、きっと似ていた。
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     急　無双　not_matchless,not_distinguished


    



    　闇やみ夜よが蟠わだかまる。


    　山に朝の息吹いぶきは未いまだ遠い。むしろ、死の影が色濃く、世界は今もって闇の中に沈んでいた。


    　巨人の放つ瘴しよう気きは徐々に周囲を腐らせていく。


    　どろどろとした空気が木々に触れると葉が落ち、幹は萎しおれて自重に耐え切れずにめきめきと音を立てて倒壊する。朝を歌うはずだった鳥たちも止まり木からはたと落下し、眠るようにしてそれきり動かない。


    　巨きよ躯くが生き物に触れるたび、それは明らかに命を啜すすっていた。すると、その身体からだがさらに膨ふくれ上がり、手を伸ばす。あるべきものをあるべき場所へと還かえすように、静かに静かに吸い尽くそうとしていた。


    　新しん之の助すけはその巨人の中心で、眠る少女へと眼めを向ける。


    　唯一絶対の神、なんて聞こえはいいが、そんなのはどこまでいっても完全に孤独な存在だということにほかならない。だというのに、皆寄ってたかってこの少女に縋すがった。


    　今、殻からの内で涙を流しているこの少女のどこが神か。痛いと悲しいと寂しいと、そう嘆く一人の哀あわれな少女でしかない。


    　新之助の視界をそっと遮さえぎる背中があった。


    「助けるっつってもねぇ、実際のとこそいつはなかなか難しそうですぜ。あっしらが殺されてないのが不思議なくらいだ」


    　肩を竦すくめて、ふくろうはまるで不思議なことなど、何もないかのような余裕ある笑えみを浮かべた。こんな状況でもひょうひょうとしている姿を見せつけられて、新之助も肩に入った力が抜けてしまう。


    「俺おれはお前がまだ生きてることが不思議だけどな」


    「あ、ひでぇこと言うなぁ。斬きるのがあんたじゃなかったら死んでましたよ？」


    「お前は死なねぇよ。そもそも殺す必要がねぇ」


    　言ってから新之助はまた巨人へと眼を向ける。


    「それは神夕かみゆだって同じだ。死なないんだから殺そうとしたって無駄だ。だから、ただ止めてやれればいいんだ。止めて、伝えてやらなきゃいけない」


    「よくもまぁ、あの化ばけ物ものを人の名で呼べるもんですねぇ。その上、伝えてやりたいことときたもんだ……」


    　ふくろうが半ば呆あきれたように言うと、新之助は少しばかり自信がなさそうに笑った。


    「やっぱり甘いかな？」


    「いいえ、それで止められちまった馬ば鹿かがいるから反論なんざできませんよ」


    　ぷいっと不機嫌面づらで横を向きながらふくろうは続ける。


    「まぁ、殺さなくていいってんならやりようはありやすね」


    「左様。不可能ではないな」


    　横にならんだすくねが合いの手を入れた。


    「犬娘。ちとわらわと一緒に来い。結界を張る。あれが移動できぬようにするぞ」


    　くろえが怪け訝げんな顔をする。なぜ自分が呼ばれたのかがいまいち理解できていない様子だ。


    「あれがそこいらを歩いてみよ。お主らの故郷なんぞすぐに滅びる。お主の空間の歪わい曲きよくで封じ込めるほかない。まぁ、気休めじゃが……、気が休まるなら悪くなかろ？」


    　諭さとすように言われてもくろえの表情は晴れない。


    「それは、少し難しい、かも」


    「その怪け我がだとたぶん制御はうまくいきそうにないね」


    　ましろがくろえの傷を検分しながら言うが、すくねはとんと自分の胸を叩たたく。


    「心配いらん。制御はわらわがやる。お主は力を出し切ればそれでよい。あとは……小こ童わつぱ。お主次第じゃ」


    　すくねに言われて、新しん之の助すけは頷うなずきを返した。そこに迷いがないのを見て取って、すくねは満足げに言葉を継いだ。


    「ふむ。気概は本物のようだな。だが、言葉を伝えるのだろう？　神の子の本体はあの通り、中に閉じこもっている。そこまで辿たどり着かねば声など届かんぞ」


    「ああ、わかってる」


    　そう答えたものの、新之助にそこへ到達する手段などない。神夕かみゆが鎧よろっているのは死の被膜だ。触れればそれだけで命を失う。


    　すっと左手が腰に伸びるが、今までそこにあった相棒の姿はない。だが、仮にあったとて道が開けた可能性は低い。あの状態になる以前の神夕に折られているのだ。この局面で通ずるはずもない。


    　だが、それでも大おお久く保ぼ新之助の答えは変わらない。


    　そのことを誰だれよりも知っているのはましろだ。


    　諦あきらめたように深くため息をつくと、つかつかと新之助に歩み寄ってその右手を取った。


    「いいよ。新之助。その道、ましろが作る」


    「できるのか？」


    「さぁ、こればっかりはやってみないとわからないよ」


    　最後まで見ていると約束した。なら一番近い場所で、最期のその瞬間まで一緒にいる。それがとても自然なことのようにましろには思える。


    　いつだって、この少女がいたから新之助の道は開かれてきたのだ。


    「頼りにしてる」


    　心からそう言って手を握り返す。けれど、その力はひどく弱々しく平素の新之助とは明らかに違っていた。とても戦えるような身体からだではない。その事実がましろの胸を締め付ける。


    　だからこそ、終わらせるのだ。もうこれ以上、戦わなくて済むように。


    「そんじゃ、あとはあいつの動きを止めてればいいわけですね、いっちょやったりますか」


    　こきこきと肩を鳴らしてふくろうは巨人を見据える。


    「頼めるか？」


    「頼むも何も、あれとまともにやり合えるのはあっししかいねぇでしょ」


    　そうふくろうは言うが新しん之の助すけは知っている。ふくろうでは決して神に勝てない。それはふくろう自身が言っていたことでもある。だからこそ、無様に負けて死して呪のろいを放つという遠回りな策しか立てられなかった。


    　けれど、新之助にはここでふくろうの死を認める気は毛頭ない。


    「時間を稼いでくれるだけでいい」


    　念押しするように新之助が言うと、ふくろうは愉快そうに笑った。


    「時間を稼ぐ？　かーっ、みみっちいこと言いなさんな。ぶっ倒してこいくらいのこと言えないんですか？　器の小ささが知れますよ？」


    「俺おれは高望みはしねぇ主義なんだよ」


    「よく言いますよ、理想論者が」


    「悪かったな」


    「いや、悪かねぇ。嫌いじゃねぇんですよ、それ」


    　そう笑ってふくろうは歩きだした。


    「ふむ、おあつらえ向きじゃの。あるいは、これも運命か。集まったのは必然かの」


    　空間の歪わい曲きよくと空間の断裂。そして、神の知識、神と対等に戦う男。この場を収めるには最高の組み合わせだった。あるいは、これこそ神の配剤と呼ばれるものであったかもしれない。


    　けれど、白い少女は笑ってそれに首を振る。


    「違うよ。だって、ましろが新之助と一緒にいるのは自分の意志だもの」


    　この想おもいを、この気持ちを、運命だの必然だのと安い言葉で片付けてくれるな。それはこの場にいる者たちが共通して抱くものであったに違いない。


    　運命を否定しきった新之助だから、運命は彼を選んだ。まこと皮肉めいた結論だったが、それはむしろ至し極ごく妥当なことだっただろう。


    　世が、世界が変わろうとしていた。


    　なればこそ、時代は大おお久く保ぼ新之助を選んだ。


    　大いなる久しきを保ち、新しく之これを助ける者。


    　名前に運命を刻まれ、瞳ひとみに宿命を宿し、それを変えてみせると立ち上がったからこそ、彼は幾多の出会いを果たし、ここにいる。


    　その少年が、


    「さぁ、終わらせよう」


    　そう終幕を告げた。


    



    　小高い岩の上からだと、その巨体がよく見えた。遠く離れてこそ、偉大さとは見えてくるものらしい。見るにつけ、よくもまぁあんな化け物を相手に僅わずかでも時間を稼げたものだと、くろえは眼めを丸くする。


    　巨神の身体からだはうすぼんやりと白く光っていた。月光を受けて、透明な泥が沸騰しているかのようだった。空気が乾き始めて、あの物体が相当な熱を秘めていることが肌で感じられる。風に混じる湿り気すら消し飛んでいた。


    　滅ほろびの炎が具現化したようですらある。


    　あれが漏もれ出れば付近一帯は余すところなく死滅するだろう。命を吸い尽くし、野山は荒野へと還かえる。犬神が招く災さい厄やくなど比較にならない事態が待ち受けている。


    　銀ぎん眼げん黒こく髪はつ一いち尾びの犬いぬ神がみがかつて滅ぼしかけた町や村は遠く、生い茂る木々のせいでここからは見ることができない。


    「悔いておるのか」


    　傍かたわらに侍はべる稀き代たいのあやかし、かつての神がそう問うた。


    「何を？」


    　心当たりがないではない。けれど、あえて聞き返した。それをもって返答となすがために。


    　すくねはふっと微ほほ笑えんだ。


    「それでよい。悔いは必死で生きた証あかしじゃ。悔いるほど、未練が残るほど生きることに執着した証左。それを捨てるだの受け入れるだの片腹痛い。悔いを持ち続けよ、身に刻め。明日を生きる糧かてとなる」


    　悔いることができるだけ幸せだと、そうすくねは言った。幾つもの滅びを視みてきた不死のあやかしは、その悔いゆえに生き続けている。


    　なら、あの不死の神もまた何かを悔いて、生にしがみつき、未来に縋すがるがゆえに不死であるのやもしれない。


    「始める」


    　短く告げると、くろえは岩の上に正座する。大地にぺたりと両の掌てのひらをつけてすうっと深く息をついた。


    　破壊のみを機能として持たされた、道具でしかない銀眼黒髪一尾犬神。それが彼女の存在意義だった。けれど、今やその名を呼ぶ者は誰だれ一人としていない。


    　であるならば、その存在を願い、求め、定義する楔くさびはない。


    「……っ！」


    　腕に力が集束するのを感じるとともに、身体のあちこちが悲鳴を上げる。苦く悶もんに顔を歪ゆがめる。視界はぼやけ始めていた。


    　化ばけ物ものなら痛みを感じたりはしない。過去を思い、人を想おもって涙を流したりはしない。


    　手のひらを通して大地へと力が流れ込んでいく。空間そのものを歪ゆがめ、剥はぎ取っていく。少し気を抜くと砂が熱く焼けて爆はぜた。位相がわずかにずれている。


    「……あと、よろしく」


    「心得た」


    　薄い胸を自慢げに反らして、風ふう貌ぼうに似つかわしくない大人びた表情ですくねが笑った。


    　すくねはくろえの後ろに立つと、その肩にそっと手を添える。


    　この身体からだこそは神の入れ物。稀き代たいのカンナギ。日常と異常、幽かくり世よと現うつし世よ、狭はざ間まに身を置くが故ゆえのリョウメンスクナノカミ。両義二面性を持つからこその調停者。


    「案ずるな。力を出し切れ。すべて御ぎよしてやる」


    　二つの異なる面を自己に内在させるが故に、彼かの者は彼方かなたと此方こなたを行き来する。人であり、神であり、あやかしである。それがために、仲立ちとなり同調を深めてゆくことができる。その在りようは四方を海に囲まれ常に異なる文化に晒さらされ続けながら、なおそれを取り込み独自に消化したこの国の体現であると言っていい。


    　彼女が守ろうとしたものは既すでに滅んだ。けれど、だからこそ今度は守るのだ。


    　すくねはくろえの肩越しに荒あらぶる巨神に目を向ける。


    「お主はどうじゃ、『神の子』よ」


    　その問いが届くことはないだろう。だが、それでいいとすくねはなおも問う。


    「お主はわらわと同じ、あるいはこの娘も。お主は……変われるかの？」


    「変われる……。変わらぬものは何もない」


    　くろえが言葉を継ぐと、すくねは満足そうに笑った。


    「だの。人の分際で神を救うなどとうそぶく変わり者がおったら、何だって変わるわいな」


    　冗談めかした声に、くろえもふっと微ほほ笑えむ。


    　すると、少しばかり油断したのか身体がくらっと揺らいだ。


    　一瞬、意識が遠のいたが、それをしっかりと支える腕がある。肌を通して伝わる温度がある。その温かさをたぐるようにして、くろえは持ち直そうとした。


    「頑張れ。……まぁ、頑張ってないわしが言うのも何じゃが」


    「そんなことない。言ってくれるとちょっと嬉うれしい。新しん之の助すけほどじゃないけど、ないよりはマシ」


    「はっきり言うのう。じゃが、まぁその元気があればまだいけそうだの」


    　夜はやがて朝が来ることを教えてくれる。星が消え、月が隠れようと、それでもなお世界は明るさを失わない。


    



    　じりじりと大地の灼やけるような音がする。身体にはつい先ほどから圧迫感があった。抑えつけ、囲い込むような雰囲気。けれど、男はその中を悠々と歩き、巨神を前に立ち止まった。


    　その立ち姿は傲ごう岸がん不ふ遜そんと言っていいだろう。


    　遥はるか天を衝つくような巨きよ躯くを前にして、煙管きせるを咥くわえて薄ら笑いを浮かべていた。一息でひねり潰つぶされそうだというのに、構えの一つもとっていない。


    「こんな形でまみえるとは、夢にも思いませんでしたね」


    　その言葉には万感の思いが込められていたが、それに答える声はない。ただ漫然と低い唸うなり声が漏もれてくるだけだ。


    　本来であればこの邂かい逅こうはあり得なかった。


    　こんな時期にこんな場所でこんな姿の「神」と対たい峙じするなど、予想だにしなかった。そもそも殺すか死ぬか、いずれかの選択肢しかありえない。助けるなどもってのほかだ。そんな発想自体が存在しない。


    　それを、何でもないことのように当然のように言い切った男がいる。その馬ば鹿かげた理想を掲げた男を想おもうとふと笑えみがこぼれてしまう。


    「神様なんてのは、言ってみりゃ生いき霊りようの集まりみたいなもんさ。こうならいい、ああならいい、そういったちっぽけな願いが生み出した、願望を処理するための道具でしかない。そういう風に作られちまってるんだから当たり前だ。泣くことも嘆くこともありゃあしねぇのさ。それをわざわざご丁てい寧ねいに人間扱いするのはあの人くらいのもんでしょうよ」


    　ふくろうは呪じゆ符ふが記されたさらしを拳こぶしにくるくると巻いて、きゅっと締め上げた。


    「あの人は神も仏も運命さえも否定しやがる。なんでだかわかやすか？」


    　拳をぎゅうっと握りしめて、ふくろうは高みに聳そびえる「神」を見上げる。ひどく挑戦的な表情を浮かべて、拳を突き上げた。


    　獣けものじみた低い唸うなりが詰まったように一瞬止まる。その間まを返事と受け取って、ふくろうはにいっと笑った。


    「それはね、人ってものをどこまでも信じてるからですよ」


    　その声は確かに響いた。


    　夜明けの空を震ふるわせ、あるいは存在しえないはずの心を揺らした。


    　轟ごう々ごうと巨人が咆ほう哮こうする。千の獣よりもなお大きく、万の蟲むしよりなお鋭く木こ霊だまする雄叫おたけびで掻かき消されそうになる。


    　びりびりと大気が震える。暴風吹き荒れる嵐あらしの中、ふくろうは揺らぐことなく立っていた。巨人の悲痛な叫びを全身に受けて、答えとばかりに名乗りを上げた。


    「よござんす、拝み屋ふくろうお相手いたしやしょう」


    　それは人の名だった。


    　この国でもっとも血に塗まみれ数多あまたの死を喰くらう存在としての名ではなく、武門の祖にして尊き血を受け継ぎし者としての名でもなく、人の身で上り詰めた最上位、神の一歩手前としての名でもない。


    　名も役割も機能も、身に焼き付いた呪じゆ詛そも怨えん恨こんもすべては斬きり払われた。


    　なら、ここにいるのは紛れもない一人の人間。神ならぬ身で神に抗あらがうが故ゆえに、人は人でいられるのだ。


    　どこまでも容赦なく無慈悲で残酷な終わりを前にして、それを認めぬと抗う姿にふくろうは見み惚とれた。迷った。躊躇ためらった。


    　けれど、彼はもう迷わなかった。救うことを殺さないことを諦あきらめなかった。だからこそあの剣けん戟げきを受けてなお、この身は生きている。


    　化ばけ物ものというなら、あれこそ信念の化け物だ。今、眼めの前にいる存在など絞りかすのまやかしでしかない。


    　だから、今さらこんなものを相手に負ける気など微み塵じんもしない。


    　腕が伸びる。命を吸い尽くし、内側から破壊し尽くす、蠕ぜん動どうする五指は先の緩慢な動きではなく、矢のように鋭い。


    「っしゃぁ！」


    　それを両の拳こぶしで叩たたき落としながら、ふくろうは駆けた。新しん之の助すけたちから離れるような軌道を取り、充分に注意を引き付ける。


    　呪じゆ符ふで護まもった拳は跳び回る時にも繰り出されていた。およそ人とは思えぬ身軽さで動くふくろうを巨人の脚が追う。


    　蹴けり殺そうと爪つま先さきが飛んで来れば、ふくろうはそれを拳一つで叩たたき流す。打つと同時に、打った一点を支えにひらりと身体からだを浮かせて、飛び上がった。


    　跳躍の最高到達点は巨人の胸元あたり。そこへ狙ねらい澄ました鉄てつ槌ついが落ちてくる。握り込まれた拳はそれだけで大人一人分の大きさはゆうにあるだろう。


    　だが、それすらもふくろうは真っ向から殴りつける。


    　肩を回し、腰を引き、絞り出すようにして突き出される正せい拳けんは踏ん張りのきかない空中でも勢いが死ぬことはない。


    　針金を幾条にも結い合わせたような背せ筋すじはぎゅうと収縮し、溜ため込んだ力を爆発的に前へと押し出す。それを伝える腰も肩も肘ひじも手首も一切の無駄なく連動し回転して、その右拳を抉えぐり込ませる。


    「あんたにゃ勝てる気がしないんですがね……。けどまぁ、時間稼ぐ程度ならなんとかならぁな。それに一度は死んで拾った命だ。ぱあっと派手に使えるなら男冥みよう利りに尽きるってもんじゃありやせんか」


    　巨人の拳とふくろうの拳が拮きつ抗こうした。その瞬間、黒い泥がふくろうを飲み込もうとする。だが、ふくろうは笑った。


    「何より、後ろにあの人がいる。前座は早ぇとこ終わりにして真打ち登場と行きましょうや」


    　拳が振り抜かれた。巨人に比べれば遥はるかに小さな拳が、確かな重みをもって突き出された。


    　巨人の腕はひしゃげながら押し戻される。目め方かた千貫を超えるであろうその腕が、である。


    　身体からだが傾かしぐ。右肩を大きく揺らして平衡を保つようにもたついた。


    　ふくろうはその一瞬を見逃さない。


    　たたらを踏んだ右足を、挫くじくようにして連撃を打つ。


    　狙ねらうはほんの一か所。重心となっている小さな小さな一点。


    　捻ひねり上げるような左の掌しよう底てい、打つと同時に引いた右みぎ拳こぶしが追撃する。打った勢いそのままに回転しての左裏拳。それはほとんど一瞬のうちになされた三連撃、毛一筋ほどのずれもなく、正確に精密に同じ場所を穿うがち貫く。


    　軸にしていた右足が崩壊し始めた。自重の支えを失って巨体がずんと倒れ込んでくる。


    　それを待ち構えていた。


    　世の理ことわりに従い、下へ下へと堕おちてくる巨神を、ふくろうは拳でもって迎え撃つ。


    　神にも近い位階を持ちながら、妖あやかしの術を修めながら、それでも、なお人の身が練り上げ、極めた拳に拘こだわった。


    　人が人のために生み出した真実、人の神。ならば、それを討つのもまた人の身による。


    　ふくろうの左腕は高々と掲げられていた。白く濁った泥のような身体は空気を身の内に含みながら、やけにゆっくりと滑り込むようにして倒れ込んでくる巨神の頭に、照準を合わせるようにして。


    　狙い澄まして、右拳が伸びる。左手は弓を引き絞るようにしなり、身体に加速を与えた。その動きは人が作り上げた一つの美ですらあった。


    「これが人の力ってやつですよ」


    　果たして、拳と共にその言葉は届いただろうか。これが人の力だと、だから、人を信じろとそう告げた力強い拳と言葉は。


    　頭を吹き飛ばされた巨神はその傷口から徐々に崩壊を始める。だが、その損傷すらすぐに再生するだろう。そもそも、これに死の概念はない。従って、殺すことなどできはしない。


    　ましてや、それを救うなど夢物語に過ぎる。


    　だから、男は笑ってしまいそうになる。


    「ま、あの人はあやかしすら救って、あっしみたいなろくでなしだって助けたがる。それで本当に救っちまうんだ。笑い話にしかなりゃしねぇ」


    　地に堕おとされた神を見下ろして、やはり男は笑った。


    



    　刀を持たない侍は、月影の中で淀よどんだ熱い風に吹かれていた。


    　傍かたわらに立つのは白い少女。その手に伸びるのは異い形ぎようの爪つめ。何ものをも切り裂さく空間の断裂。


    　今こそは彼女が彼の剣。


    　もとよりこの爪はただその日その時のために研とがれてきた。


    　眼めの前に立ち塞ふさがるのは死の泥だ。


    　触れるものの命を吸い、また死を振る舞い、つまるところすべてを奪い取る。同時に、いかな苦悩も悲哀も辛苦も絶望も失いせしめる。あるいはそれも救いと呼べただろう。


    　けれど、大おお久く保ぼ新しん之の助すけはそれを認めない。


    　死を認めないわけではない。


    　死はいつだって無慈悲で理不尽で不条理だ。死に至る過程など、死という結果を前にしてしまえば価値はない。そこに理由を求めるほうがどうかしている。


    　生ける者はいずれ屍しかばねと変わる。


    　大久保新之助が認めないのは死ではない。


    　理由なき理由だ。理由なき死に理由を求める弱さこそ認めない。


    「行こう」


    　そう言って新之助はましろの手を握る。


    　ぎゅっと力強く握り返す手には覚悟が込められていた。


    「うん。新之助が意味を与えてくれるなら、どこまでだって行ってあげる」


    　その色のない刃やいばに光が差す。黎れい明めいの空を映し込んだ白銀の刃。


    　それは彼と彼女によく似ていた。


    　あらゆる刃は本来、無む垢くだ。使う者の手によってこそその存在は定義づけられる。悪意あらば兇きよう刃じんとなろう。されど、その刃が与えられた使命は救済。誰だれ一人見捨てず何一つ諦あきらめない。この世でもっとも清らかで崇すう高こうな願いが託されていた。


    　良識あるものはそれを微ほほ笑えましく見つめ、常識あるものはそれを黙って見送り、知識あるものは愚おろかだと笑っただろう。


    　そんなことはできやしない。けれど、願わずにはいられない。


    　二人の眼前に倒れ伏した巨体は白熱化していた。


    　ごぽっと中の気泡が浮かび上がるたびに灼やけた瘴しよう気きが噴き出す。それほどの熱を持ちながら、倒れた巨神の周囲では何一つ焼けていなかった。


    　その身体からだの下にある下草も木々も、焼けるより前に萎しなび萎しおれ枯れて乾く。


    　巨木よりもなお太い、小山ひとつほどはあろうかという両の腕は祈るように胸の前で畳まれていた。


    　そこへ終わりの刃が突き立てられる。


    　ましろは軽く助走をつけて、腰こし溜だめにした右手を前へと繰り出す。爪つめは一瞬、被膜と拮きつ抗こうした。熟し切った果肉のようにわずかな抵抗ののち、弾はじけるように死の泥が噴出する。蛙かえるの卵でも潰つぶしたように、生なま々なましいひどく耳障りな水音がして、周囲へ中身をぶちまける。


    　それは傍はた目めから見れば、泥がましろと新之助とを取り込んだように映った。


    　堤つつみに開あいた一点の穴のように怒ど涛とうの勢いで漏もれ出して、暴れ狂う水流のごとく、二人を容易たやすく飲み込んだ。


    「新しん之の助すけ、離れないでね」


    　沈み込んでいく時に、ましろが新之助の腕を強く握ってそう言った。


    「ああ。わかってる」


    　答えて新之助もその手を握り返した。


    　酷ひどく熱かった。


    　触れれば滅び、接すれば消え去る灼しやく熱ねつの泥。こんなものが少女の身の内に宿されていたのだ。あるいは、少女の身を焦がすような想おもいが体現されているのかもしれない。


    　ましろは休むことなく爪つめを振るい続ける。


    　前に立ちはだかる壁も、上から降り注ぐ闇やみも、包み込むように立ち込める暗雲も振り払う。


    　僅わずかでも手を緩めればたちまちのうちに押し潰つぶされるだろう。新之助を中心にして常に空白域を作り出す。


    　それは溺おぼれる者がもがく姿に似ていた。絶えず動かされる手足も苦しげに喘あえぐ表情も恐怖に滲にじみかけた瞳ひとみも。


    「こんなの……何でもない。負けたりなんかしない」


    　内部は進むごとに明るさを増していた。白熱化した世界は白く白く塗り固められていく。眩まぶしすぎて網膜が焼きつけられたように何も映してはくれない。


    　脳裏に浮かぶのは赤い眼めだ。充血しきった瞳が流した涙だ。与えられる幸せも授けられる平穏も、そんなものは要らないと、そう言われた時の彼女の絶望しきった表情が消えてくれない。


    　きっと、神夕かみゆも同じだったのだ。


    　途方もない願いと純粋すぎる祈りを捧げられ、いつだってたった一人でそれに応こたえようともがき苦しんできた。それは闇の中をさまようよりもなお性た質ちの悪い、光の渦の中を流され続けていくようなものだっただろう。迷うことも許されず、諦あきらめることは禁じられ、重い重い十字架を背負って歩かされるようなものだ。


    　願いと祈りは人の心を熱く震ふるわせる。


    　少女は希望を掛けられたがゆえに絶望してしまった。求められたものに応えようとそれだけを願い続けた。


    「どうしてよ……」


    　爪が一際強い感情を乗せて振るわれた。


    「なんで……こんなに頑張ってるのに、どうしてこの子は救われないのよ……。そんなのおかしいじゃないっ！」


    　何な故ぜだ、とましろは問うた。こんな運命を与えた神を糾弾するかのごとく叫び声を上げた。


    　一方的に祈り願い請われ、それに応えるよう強要される。


    　救えなければ詐欺師と罵ののしられ、偽物と石を投げられる。


    　重い枷かせを嵌はめられて、茨いばらの冠を被かぶせられ、ただ断罪の丘へと歩かされ続ける。誰だれ一人、手を差し伸べることなく。


    「そんなの……おかしいよ……」


    　過酷な運命に苛さいなまれて涙を流す日もあったに違いない。世界を恨みに思った日もあっただろう。そして、それでも立ち上がろうと空から元気で笑って生きようとしたのだ。


    　ましろにはわかる。ましろは知っている。同じように生きてきた人がそばにいたのだから。


    　渦は中心へと進むごとに抵抗を強くした。入り込むものを拒絶し、弾はじき出そうと流れを一層激しくする。


    　ましろの体力は限界に達していた。死の泥を切り裂さくために間かん断だんなく力を振るい続けて、もはや断裂を維持するのも難しい。


    　最後の力を振り絞って渦を断ち切る。


    　もしも本当に神様なんてものがいるのなら、それを信じ続けた彼女を救ってあげてほしい、そう祈った。けれど、唯一絶対全知全能の神様なんていないから。


    　だから、彼に願った。欠点ばかりで傷だらけで、人の身でしかない彼に。


    「新しん之の助すけ、行って！」


    　強すぎる光に焼かれてましろの視界は白く埋め尽くされている。ただ握った手だけがそこに人がいることを伝えてくれた。


    「ましろ」


    　新之助が呟つぶやいた。感情を剥むき出しにしていたましろに声をかける。ましろのその感情は怒りと悲しみが入り交じっていてなんと呼べば正しいのかはわからない。


    「ありがとう。俺おれは一人じゃなかったから、一緒にいてくれる人がいたから今こうしていられる」


    　瞳ひとみに入り込んだ光が頭の中を焼いていくようだった。茹ゆだるような熱気が肌を撫なでた。歩くたび傷口は痛みを訴えてへたり込みそうになる。


    「だからさ、あいつもそこに入れてやりたいんだ」


    　──ああ、そうか。お前は、俺だったのかもしれねぇな。


    　決定的に違ったのは差し伸べる手があったか否いなかだ。


    　だから彼女は諦あきらめて、だから彼は諦めなかった。


    　もしかしたら、それこそが運命と言えるのかもしれない。


    　けれど、大おお久く保ぼ新之助は運命を認めない。


    「神様だって救ってみせる」


    　決意は声に、声は力に変わっていく。


    　白く灼やけついた世界は絶対的な神の領域だ。足を踏み入れるだけで骨が軋きしみ、血液は沸わきそうになる。


    　すでに神夕かみゆの姿は見えない。


    　だが、それを映す瞳ひとみがある。


    　彼女の悲しみを、苦しみを見つめる瞳がある。疑念と憎悪にまみれて何一つ確かなものが見通せないのに、懸命に眼めを凝らして見つめてくる者がいる。


    　極光の渦の中一人の少女がいた。


    　白く燃え尽きた少女が膝ひざを抱かかえて座り込んでいた。己おのれの殻からに閉じこもるようにしてきつくその身を抱きしめている。


    　光は濁流のように押し寄せて、力の暴風が吹き荒れる。一歩進むごとに、どくんと地が胎動し、空気が振動する。


    　先へと、少女のいる絶対の孤独の地へと進むたびに、脳髄はがりがりと音を立てる。頭の中を砂すな嵐あらしが駆ければ身体からだの内側を乱気流が走った。


    　新しん之の助すけは必死で一方の手を伸ばした。届けと、強く願いを込めて。


    「神夕！　こっちを向けぇっ！」


    　叫んだ。声の限りに叫んだ。膝を抱えて俯うつむく神夕に向けて。


    　未いまだその距離は遠く、音の塊かたまりは動かない空気に阻はばまれて声を伝えてくれない。


    　それでも、声を上げなければ届きはしないから、伝えたいと思わなければ響きはしないから、だから新之助は叫び続ける。


    　真っ白い、他ほかには何もない光だけの世界に、言葉があった。人の思いが込められた優しくて温かな、力強い言葉があった。


    「神夕、お前は神様なんかじゃねぇ。お前が『神の子』だなんてそんなわけないんだっ！」


    　神様は傷つかない。神様は泣かない。神様は絶望したりしない。完全なる存在にそんな余計なものは与えられていない。


    　なら、眼の前で絶望して傷つき泣いている少女はなんだ。


    「ただ遠い場所にいるだけなんだ。異能を持って生まれて、普通ってやつから遠ざかってるだけなんだよ」


    　新之助は腹の底から言葉を絞り出す。


    　白熱した空間が身体を焼き喉のどを灼やく。一歩進めば皮膚が爛ただれ、足は地面を踏んでいる感触を伝えてこない。指先はぴくりとも動いていない。既すでに、肉体という感覚が消滅しいていた。


    　けれど、眼は少女の姿を捉とらえていた。この世ならざるものを映す、それだけの役割が与えられた異能の瞳は、ゆっくりと顔を上げる神夕の泣きだしそうな顔を見ていた。


    「……無理ですよ。人と神は触れ合えたりしない」


    　そう聞こえた気がした。


    「遠い場所にいるんです。途方もなく途と轍てつもなく」


    　人と神とでは触れ合うことなどできないに違いない。けれど、人と人ならきっと触れ合える。だから、新しん之の助すけは手を伸ばすのだ。刀を握る以外に能のない役立たずの手を。


    「遠いってんなら近づいてやるさ」


    　耳を塞ふさいでも、いやいやとかぶりを振っても、どうしたって音が神夕かみゆの身体からだを突き抜けていく。


    　こんなものに意味なんてないのに。


    　言葉なんて一つ一つばらばらにして繋つなげただけの音の羅列でしかない、空気の振動でしかない。だから、突き詰めれば一切意味のないまったく価値のないものだ。


    　なのに、どうしてこんなにも心が震ふるえるのだろう。


    　唯一絶対の神様は他ほかに何もいらなかった。すべて持っていて、だからこそ完かん璧ぺきな存在だったのだ。


    　それなのに、なんで言葉なんて作ったのだろう。


    　地面なんてないのに、足音が聞こえた。引きずるようにして動かして、時折喘あえぐような悲鳴が交じって、荒い息を吐きながら近づいてくる人がいる。


    　それは神夕の前で止まると、ぐっと息吹いぶきを飲み込んで小さい声で言った。


    「お前は唯一絶対の神様なんかじゃ、ひとりぼっちの神様なんかじゃない。俺おれが一緒にいてやる。だから、ひとりぼっちになんかさせない」


    　それでようやく神夕は理解した。
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    　きっと神様が最初に言葉を作ったのは、寂しかったからだ。


    　誰だれかと話がしたくて、想おもいを伝えたくて、誰かの声が聞きたくて言葉を作った。


    　話をして、自分を理解してくれる存在が欲しくて人間を作ったのかもしれない。


    　神夕かみゆは眼めを開あけた。突然に光が溢あふれ出して、あまりの眩まぶしさに涙が流れた。


    　世界がこんなに輝かしいことを、美しいことを神夕は思い出す。


    「ありがとう……。でも、もういいんです。もう充分だから」


    　誰かに理解してほしくて、理解したくて言葉を作ったならその願いはもう達せられたから。それだけで充分だった。満ち足りた。


    「まだだよ。まだ誰も救われてなんかいない」


    　光に身体からだを焼かれながら、周囲の白に身を染めながら、笑って見せた。


    　彼が救おうとするのは、唯一絶対の神ではなく、座り込んで立ち上がれない一人の少女だと、涙で滲にじんだ優しい瞳ひとみでそう告げた。


    　知っているのだ。


    　言葉だけでは足りないと。誰かにかけてもらった言葉一つで人を救えはしないと。


    　言葉だけで誰かを、人を救えるなんてとんだ夢想。


    　夢想でしかない。そんな願いを叶かなえられる者がいるとすればただ一人、無双の者だけ。


    　言葉だけでなく、そこから手を差し伸べることができる者だけ。


    「手を伸ばせよ」


    　伸ばした手は無双。


    　双ふたつの手の中には何も無い。刀も握らず、拳けんも作らず、ただ差し伸べられていた。


    　それは誰かの手を掴つかむため。優しく手を取り、共に歩くため。絶望の淵ふちから掬すくい上げて力の限り抱きとめるため。


    　神様が自みずからの姿に人を似せたのは、きっと誰かと手を触れ合わせたかったからだ。その肌の温かさを、繋つないだ手の柔らかさを伝えたかったから。


    　神夕がそう言うと、腕の中の少年は笑った。
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     結　この世の春　spring_has_come


    



    　山やま手ての桜は既すでに見み頃ごろを終えて、散り始めていた。葉桜がちらほらと見えてきている。


    　盃さかずきの中に、はらりと花弁が舞い込んだ。


    「この時分の花見もなかなかに乙なもんですねぇ」


    　ふくろうは花弁ごと一息に飲み干した。空あいた酒しゆ盃はいにすかさずとくとくと酒が注がれる。


    「おっと、こいつぁすいやせんね」


    「なに。御家老殿にも先だってのことと併せて手厚くもてなせと仰おおせつかっておる。お気にかけられるな。これも職分の内」


    　元げん之の丞じようはふんっとつまらなそうに鼻を鳴らした。どう見ても歓待する者の態度ではない。堅物親父おやじぶりを遺い憾かんなく発揮して見せる。


    　ふくろうは、ははと苦笑いを浮かべてから、急ぐようにして酒を呷あおった。いつまでもこの御仁につかまっていては美う味まい酒も味が落ちてしまいそうだ。さっさと酔いを回して楽しい気分になったほうがいいだろう。そう算段したものの、乾いた盃にはまた酒がなみなみと注がれて、どうにも傍そばを離れるのは難しそうだった。


    　それならばと腹を決めてふくろうは猪ちよ口こを置くととっくりに手をかける。


    「ま、お父さんも一いつ献こん」


    「い、いや、職分の内であるゆえ酒は……」


    　押し返すように胸の前に手をやる元之丞をまぁまぁと押し切ってふくろうは酒を勧めた。


    「あのね、あっしは今お父さんって言いましたよ？　別に中老様と呑のもうってんじゃありやせん。新しん之の助すけさんの父親としてなら、息子むすこの快気祝いくらい付き合ってもいいでしょうに」


    　そう言われてしまうといくら元之丞でも断りきれない。うむむと唸うなって何事か考えだす。どうやら新之助の言葉足らずな部分は少なからず父譲りであるらしい。


    　また、押しに弱いのも同様であるようだった。


    「そういうことなら……」


    　元之丞はため息をつくと、盃に手を伸ばしおとなしく酒を受ける。ふくろうは将来の新之助の姿を思い描きながら注いだ。元之丞はそれをちびちびと呑むと、ふと、笑えみを浮かべる。


    「父として、と言うのなら、あなた様にはお礼を言わねばなりませんな。あれは随分と成長した。もう儂わしなどとうに追い越すくらいに大きゅうなりました」


    　その優しげな瞳ひとみが新之助によく似ていてふくろうも思わず笑ってしまう。


    「なぁに、あっしは何もしちゃいませんよ。あの人ぁ自分の意思でああなったんですから。それを誰だれかのおかげってしちまうのはどうにもかわいそうですよ。直接言っておあげなさい」


    「う、うむ……」


    　元之丞はそう答えたものの、いずれとかそのうちとか付け足して言葉尻じりを濁してしまう。


    「はははっ！　父上、新之助は何も言わずともわかってますよ。そういう優しい子に育てたのは父上と母上じゃないですか」


    　べろんべろんに酔っ払った久ひさ磨まがふらふらとした足取りで元げん之の丞じように近づくとしなだれかかってくる。元之丞はそれをうるさそうに振り払った。


    「ふん、当たり前だ。お前で失敗した分、新しん之の助すけには厳しく接してきたからな」


    「あれっ!?　今ひどいこと言いませんでした!?」


    　しっとりとしたいい雰囲気もどこへやら、座にはにぎやかな空気が流れ始めた。


    「まったく、馬ば鹿か息子むすこどもめ」


    　苦笑する元之丞の表情も緩んでいる。


    　件くだんのもう一人の馬鹿息子はどうしているのかとふくろうが首を巡らせると、咲き誇る桜の木の下にいた。


    「新之助。出し巻き卵だよ！　甘くておいしいよ！」


    　右からぐいぐいとましろに箸はしを突きつけられて、新之助は鬱うつ陶とうしそうな表情をしながらも仕方なく食べる。右手にはまだ包帯が巻かれていて、箸を使うような細かな仕草はできない。


    「ほらほらっ！　新之助さん、これすっごくおいしいですよ！　食べられない!?　食べられないですよねっ!?　そうだと思いましたっ！　慈悲と憐あわれみをもって助けて差し上げますのでとりあえず口を開あけてくださいっ！」


    　左からは神夕かみゆが器用に箸で餅もち巾きん着ちやくを掴つかみ上げていた。一瞬の隙すきを見てそれを新之助の口にねじ込む。ぐはっと喉のどが詰まるが、それをんくっと飲み下して新之助はぜぇぜぇと荒い息をついた。


    「馬鹿っ！　押し込むなっ！　餅で何人人が死んでると思ってるんだ！」


    　新之助が怒鳴ると、神夕は目を閉じて両手を胸の前で組んだ。尼に僧そう姿の神夕が神妙な表情をして夢見るような口調でしずしずと言う。


    「主はおっしゃいました。右の出し巻き卵を食べたら左の餅巾着も食べよと……」


    「そんな信仰は今すぐ捨てろ」


    　新之助が毒づくが、神夕は動じずにまた餅巾着を掴み上げる。


    「主はこうもおっしゃいましたよ？　人は出し巻き卵だけに生くるに非あらず、と」


    「餅巾着だけでも生きられねぇよ！」


    「その通り。人生には昆こ布ぶ締じめも必要。黒いし」


    「今度はお前かよ……」


    　くろえが漆うるしで塗った箸に、ほどよくてかった昆布締めをぶら下げてじりじりとにじり寄ってくる。


    「新之助っ！　どれを食べるのっ!?」


    「主はおっしゃいました！　餅巾着のように粘り強く、餅巾着のようにおいしくあれと！」


    「昆布締めは黒い。黒いのはいいこと。ぜひおすすめ」


    　右に出し巻き卵、左に餅巾着、正面には昆布締め。後ろには咲き乱れる桜の樹き。


    　暖かな山やま手ての春に、だらだらと額ひたいに汗して新しん之の助すけは熟考する。どれを選んでもろくな目に合わないに違いない。ここは言葉を尽くして落ち着かせたほうがいい。


    「ま、待て、落ち着け。待て待て待て落ち着け待ぐもはぁつ！」


    　口を開いた瞬間に三方から三つともねじ込まれた。


    　その様子を貴き恵えが穏やかな表情で眺めている。


    「みんなすっかり元気になって……一時はどうなることかと」


    　そう言って貴恵はすんと鼻を鳴らす。ふくろうに抱かかえられて傷だらけで戻ってきた息子むすこの姿が昨日のことのように思い浮かぶ。


    　そして、その新之助の手をずっと握っていた見知らぬ少女。


    　信じるような縋すがるような表情が今も忘れられない。新之助が元気になるまで置いてくれと恩返しをさせてくれと涙ながらに訴えてきた神夕かみゆを見て貴恵はすぐに気に入ってしまった。


    　それからは神夕とましろとくろえの献身的な看護もあり、新之助は着々と回復していた。


    　本当に幸せな時間が流れていた。


    　呪のろわれた瞳ひとみを持って生まれた我が子は、少しだけ捻ひねくれてしまったけれど、それでも優しさを忘れない素敵な男の子に育ってくれた。


    　そのことが誇らしくて嬉うれしい。


    「あらあら、やっぱり女の子はいいわねぇ。にぎやかで華やかで……。誰だれがうちの子になるのか楽しみだわ。……いっそ三人ともうちの子にならないかしら？」


    「御ご母ぼ堂どう殿。涙を流すか涎よだれを流すかどちらかにしてくれ。あと涎はふけ」


    　傍かたわらでお茶をすするすくねに気づいて貴恵は口元を拭ぬぐいながら振り返る。


    「あら、すくねちゃんがうちの子になってくれてもいいのよ？」


    「御免じゃな。あの阿あ呆ほうに付き合っていてはいくつ命があっても足りん」


    　空からになった湯ゆ呑のみをことりと置いてすくねは意地悪そうな笑えみを浮かべる。


    「そうねぇ……それにすくねちゃんにはふくろうちゃんがいるものねぇ。残念だわ」


    「ははは、何を馬ば鹿かな。ははは」


    　遥はるか虚こ空くうに視線をやってすくねはお茶のお代わりを湯呑に注ぐ。


    「すくねちゃん、それお醤しよう油ゆ」


    「ぶふっ!?」


    　笑い声が花吹雪ふぶきに木こ霊だまする。散りゆく桜は新芽を覗のぞかせ、春の盛りに別れを告げていた。


    



    　小高い丘の上にはさらりとした気持ちのいい風が吹いていた。暖かな日差しはきらきらと輝いて大地に降り注ぐ。


    　小鳥がちちと囀さえずり、止まり木から離れた。澄み渡る青空に翼を広げて一回くるりと舞うと、果てのない青の中に消え去る。


    　それを見届けてから、神夕かみゆはうんと背せ筋すじを伸ばした。


    「さて、と……」


    　神夕は自分を励ますように一つ頷うなずくと、後ろにいた新しん之の助すけたちを振り返る。


    「帰るのか」


    　新之助はすべて悟ったような顔でそう尋たずねた。神夕が貴き恵えに約束したのは新之助が元気になるまでだ。既すでに新之助は自分の足で歩けるほどに回復している。


    「はい。帰ります」


    　神夕の答えに、新之助はどこへ帰るのかとは問わなかった。きっととても遠いところだということしかわからない。具体的な場所を聞けば、その遠さに真実味が湧わいてしまうだろう。もしかしたら、帰る場所などないのかもしれない。


    　それでも、神夕が笑顔で帰るとそう言っている。だから、それを信じてあげるしかない。


    「別にここにいたっていいんだよ」


    「お母さんならむしろ喜ぶ」


    　ましろとくろえが言ったのは、新之助の心を代弁したのかもしれない。ずっとここにいたらいいと、幸せで温かな時間が流れるこの場所にいれば神夕にとって幸福であろうと。


    　けれど、神夕は首を振った。


    「ありがとう。でも……」


    　その言葉の続きが出てこなくて、神夕はそっと俯うつむく。それ以上喋しやべればたぶん声は涙声になる。こんなに晴れ渡っているのに、地面にはぽつりと水滴が落ちた。


    「でも、決めたんだな」


    　優しくて力強い声がそっと背中を押してくれた。それに応こたえようと、神夕は目元を拭ぬぐって顔を上げる。


    　何ができるかはまだわからない。けれど、この奇跡を宿された身が可能にすることはきっと幾つだってあるはずだ。呪のろわれた瞳ひとみが少女の寂しい心を見つけ出してくれたように。ただの人の身が神様を救ってくれたように。


    　神夕はほんのわずか浮かび上がってくる寂せき寥りようの想おもいを胸の内にだけ留とどめて、笑えみを作る。


    「ええ。私にしかできないことがあると思いますので」


    「そうか……」


    「はい。あなたにもきっと」


    　視線を交わす互いの表情は笑顔だ。


    　別れに涙はいらない。懐かしさが込み上げた時、そっと優しい思い出に触れるために涙を流せばそれだけで充分だろう。


    　だから、一つだけとびきり特別で素敵な思い出を。


    　神夕は二歩ほど進んで新之助の前に立つと、その頬ほおに唇くちびるを寄せる。


    「あなたに祝福と幸いがありますように」


    　そっと柔らかくて温かなものが触れた。新しん之の助すけは、へ？　と気の抜けた声を出して目を白黒させた。


    「お別れの挨あい拶さつです。また会えるおまじない」


    　面食らっている新之助に神夕かみゆは悪いた戯ずらっぽく笑う。それから、ましろとくろえに向かって勝ち誇ったような顔を見せた。


    「に、に、ににに、にしゃーっ！」


    　頭から湯気を出しながら跳びかかろうとするましろをくろえが押し留とどめた。


    「どうどう」


    「止めるなぁ！　馬ば鹿か犬！　あの阿あ呆ほう神が何したかわかってるの!?」


    「挨拶、挨拶。ただの挨拶。明日からはああやって朝の挨拶をすればいいだけ」


    　言われてましろの動きがぴたっと止まる。


    「……あんた、頭いいわね」


    「い、いやちょっとそれは」


    　困るなぁと新之助がもごもごと言おうとすると、横からふくろうが口をはさむ。


    「おや。じゃあ、あっしもそうしたほうがいいですかね」


    「絶対にやめろ」


    　声に殺気を籠こもらせて新之助ははっきりと拒絶した。


    「ふん、今日は見逃してあげるわ。今度会ったらぎたぎたにしてやる」


    　ましろがしっしっと手を振って、ちろっと神夕を睨にらむ。神夕は楽しそうに笑って言った。


    「では、またいつか」


    「ああ、またいつか」


    　交わしたのは互いの再会を期す言葉。道は違えども、この約束を違たがえることはないとそう強く信じながら、神夕は前を向いた。


    　背せ筋すじを伸ばし、胸を張って歩きだす。きっと振り返ればあの人たちはまだそこにいてくれるのだろうと、そう思うと後ろを向きたくなる。それをぐっと堪こらえた。


    　彼らがそこにいてくれることを、自分がひとりぼっちなんかじゃないことを神夕はもう知っている。だから、前へと進めるのだ。その勇気をくれたのはあの人たち。なら、この背中をもって伝えよう。感謝と自分の成長を。


    　遠ざかる神夕の背を新之助はいつまでも見つめていた。


    「そんじゃ、あっしも行きますかね」


    「ふむ、そうだの」


    　横から聞こえたのはそんな会話だ。


    「やっぱり行くのか」


    　新しん之の助すけが振り返って問うと、ふくろうは苦笑いのような表情で頷うなずいた。


    「まさか、止めやしないでしょう？」


    「まさかな」


    　肩を竦すくめるようにして新之助は答える。


    　それを聞いて安心したようにふくろうは煙管きせるを取り出す。お互いそれきり何も言わない。ただ交かわした視線には悲しさも怒りもない。茫ぼう漠ばくとした寂せき寥りようたる想おもいがわずかばかり流れているだけだ。


    「すくねちゃんも行っちゃうの？」


    　ましろが寂しげな声を上げると、すくねは宥なだめるようにことさら優しい声で答える。


    「もうこの国にあやかしの出番はあるまい。人が神の手を離れたのと同様、あやかしの手も離れておる。わらわは存在として大きすぎるからな。下へ手たに影響を与えぬようにひっそりとどこかへ行くさ」


    　それを聞いてくろえはさっと表情を陰らせる。すくねはその不安の元を読み取ったのか、ちょっと背伸びしてくろえの肩にぽんと手をやった。


    「案ずるな。もうお主らは人の世に溶け込んでおる。そのままでよい」


    「ん……」


    　くろえは返事をして、そのまま腕をすくねに伸ばす。いつもならわめいて振りほどくすくねが今はおとなしく受け入れていた。


    「達者でな。黒いのも白いのも」


    　すくねはくろえから離れるとましろの頭を撫なでた。


    「お前はどうするんだ」


    　煙管を吹かしていたふくろうに新之助は水を向けた。


    「そうですねぇ……面白そうなこたぁだいたいやっちまったし、あとやってねぇのは国くに盗とりくらいのもんでしょうねぇ」


    「また大おお法ぼ螺ら吹きやがる」


    　新之助がため息交じりに言うと、ふくろうは存外真ま面じ目めな顔をして向き直った。


    「そいつぁどうでしょう。神様すら救っちまうような大層な御仁とならできるんじゃありませんか」


    　ふくろうがすっと手を差し出してきた。


    　その大きな手を、器用そうな長い指を見て、迷わなかったと言えば嘘うそになる。きっとこの手を取ればこれまでのような日々を続けることができるだろう。戦と血に塗まみれた、けれども確かに生きていることを実感できる、頼りになる相棒との日常が待っている。


    　もしかしたら、天下というのもまったくの絵空事ではないかもしれない。


    　ふくろうの顔はどこか試すようだった。


    「どうです？　あんたとあっしなら天下を手にすることだってできると思いやすがね」


    「天下を手にだって？　冗談だろ」


    　新しん之の助すけはおかしそうに笑ってふくろうの手を冗談めかしてぱんと叩たたいた。そして、ましろとくろえの手を握る。


    「生あい憎にくと俺おれの手はもう塞ふさがっちまってるのさ。天下なんてもの掴つかんでやれる余裕はないね」


    　ましろとくろえは驚いたように顔を見合わせる。


    　それから、喜びが身体からだに沁しみ渡ってきたのか新之助の手をぎゅうっと握ると勢い余って腕にしがみつく。


    　両肩にかかる重みに新之助が四苦八苦している様子を見て、ふくろうがぷっと噴ふき出した。


    「ははっ、違ぇねぇ。天下なんてつまんねぇものより、そいつぁよっぽど重たそうだ」


    「重くないっ！」


    　二人の声が重なって響いた。それがさらにおかしかったのかふくろうは腹を抱かかえてひとしきり笑う。それから、眦まなじりに浮かんだ涙を指でひょいと掬すくい上げた。


    「さて、どうしやすかね。あっしはもともと親無し宿無しの根無し草。一っ処ところにゃあ留とどまらねぇってぇだけですからね。あんたと会う前同様、どこにでも行きやすし、どこにだっていやすよ」


    　だから、また会えると遠まわしにそう言った。


    「では、そろそろ行くぞ」


    　すくねは言って最後に一礼して見せた。しっかりと腰を折った、実に綺き麗れいなお辞じ儀ぎだった。それをましろとくろえが手を振って送る。


    　そして、それを追うような形でふくろうが一歩踏み出した。新之助は相変わらずその場にいる。ちょうど二人が背中合わせの形になった。


    「なんででしょうかねぇ。あんたとはまた会える気がしますよ」


    「そうか？　俺はそんな気、全然しねぇけどな」


    「ほんと可愛かわいくないですね。最近じゃそこも可愛いのかと思っちまいますよ」


    「気持ち悪ぃこと言うな、馬ば鹿か」


    「……そんじゃ、行きますぜ」


    「ああ、どこへなりとも行っちまえ」


    　それに応こたえる言葉の代わりにざっと前へと進む足音が聞こえた。


    　新之助の肩がびくりと震ふるえる。二歩、三歩と足音が遠ざかってゆく。それを決して振り返るまいと新之助は唇くちびるを噛かんで空を見上げていた。


    　自分はうまく振る舞えただろうか、と新之助は思う。


    　いつもと同じように、こんな別れは何でもないとそう思わせることができただろうか。くだらないことを喋しやべりながら、また明日と気軽に別れの挨あい拶さつをできただろうか。


    　そうであってほしい。


    　こんなところで涙を流すなんてまるで永ながの別れみたいだから、決して下を向かない。振り向きもしない。ただわずかに聞こえる足音に耳を傾ける。


    「ああ、そうだ。一つ忘れてやしたぜ」


    　足音が止まった。新しん之の助すけは思わず振り返る。


    　ふくろうは相変わらず前を向いたままで、新之助と向き合うことはない。


    「あんたと会えてよかった」


    　それだけ言うと、ふくろうは手をひらりと挙げてまた歩きだす。


    　前にはすくねが待っていた。二人が並ぶと、ふくろうは歩調を緩めて足並みを揃そろえる。


    　新之助はそれを最後まで見送らずにくるりと背を向ける。


    　そして、高く手を挙げた。


    「俺おれも、お前と会えてよかった」


    　きっとこの高く掲げられた手を見てはいないだろう。この言葉も届きはしないだろう。


    　けれど、それでいい。


    　日常を求め、異常を生きた少年の戦いは終わった。


    　振り返るには未いまだ近く、追いかけるにはなお遠い。


    　互いが通った道筋もいずれは通る行く末も別のものだ。


    　それがこうして交わった。その奇跡にこそ涙すれ、この別れに泣くことなど何があろう。共に過ごした日々は甘やかな痛みを伴ってこの胸に息づいている。


    　去りゆくあの背中を記憶に刻んだ。


    　力強い風は残った桜の枝を揺らして、花弁の雨を降らせた。また風に煽あおられては高く高く舞い上がる。新之助は桜吹雪ふぶきの行方を問おうとしてやめた。


    　自みずからが進むべき道は未だ見えず、追いかけていた背中は遠くへと消えた。なら、自分はこれからどこへ向かおうか。


    　どこへでも行ける。


    　新之助は歩きだす。横にはましろとくろえがいる。


    　野山には花が咲き誇り、草が芽吹いていた。森では小さな猩しよう々じようが木こ霊だまとじゃれ合っている。鳥は去りゆく春を歌い、風が薫かおり初夏の訪れを待っていた。


    　これまでも季節は巡っていた。そして、これからも季節は巡る。


    　新之助は初めて春を美しいと思った。


    



    
      了

    

  



  
     あとがき


    



    　御無沙汰しておりました。渡わたり航わたるです。時の流れは早いもので、あとがきももう四度目です。ついでに申し上げますと、「あやかしがたり」のあとがきを書くのは、これが最後となります。


    　実に一年半に及ぶ長い日々でした。ぼくのデビュー当時に生まれた赤ん坊は一歳半になっている計算です。こういうとそんなに大したこっちゃないように思いますが、高校生活で例えるならなんとその半分にも値する時間なのです。


    　これはやばい。高校生活の半分を友達もなく彼女もいない生活をしていたと仮定してごらんなさい。本当に辛く苦しく「別に勉強だけが人生じゃねーし。学校で習うことなんて人生において意味なくね？　学校とか超意味ねーよ、もう行きたくねーよ。休み時間に寝たふりしてんの飽きたよ」とか言い出す頃合いですよ。


    　ぼくの一年半の作家生活はそんな感じでした。ときに涙がこぼれてしまうような日々でした。もうすべて忘れて南の島でバカンスを楽しんできちゃおうか、グアムなら安いしと思ったくらいです。


    　ですが、辛い学校生活でも好きな子がいれば頑張れるものです。可愛かわいいあの子の顔を一目見たいからあんまり気乗りしないけど学校には行くか、みたいなものです。もしかしたら、帰り道にばったり会ってひょんなことから付き合うことになるかもしれないじゃないか！　的な雰囲気です。


    　ぼくの作家生活においての「好きな子」は読者の皆さんでした。振り向いてもらえるように、好きになってもらえるように、少しでも楽しんでもらえるように、そう願いを込めながら書き綴つづりました。


    　この耳に届く皆様のご感想、この眼に映る皆様のご意見、そうしたものがキーボードを打つ指に魂を宿らせ文を紡つむぎ、この物語を物語らせたのでございます。おかげで夜中に書いたラブレターみたいな小説が出来上がっちゃいました。


    　本当に多くの方に支えられてきた一年半でした。


    　ぼくのデビューに際して関わってくださった方々、特に大賞に推してくださった編集部と田中ロミオ先生。ありがとうございます。


    　一巻よりお付き合いいただき、イラストでこの物語に華を添えてくださいました夏なつ目め義よし徳のり先生。ありがとうございます。


    　本作品の出版、流通、販売にご尽力くださいました皆様。ありがとうございます。


    　ともに杯を酌み交わし、数々の傑作でぼくを嫉妬させ、いつも書く力を与えてくださる作家の皆々様。ありがとうございます。


    　作家デビューを祝ってくれ、以来陰に日向にと応援してくれる家族。ありがとう。


    「まだ買ってないけど」を合い言葉に二言目には「おごって」と言い出す少数精鋭で構成された友人たち。ありがとう。ほんとにお前ら友達か？


    　ハイリスクノーリターンの渡航という作家を担当してしまったがために疲労困こん憊ぱいながらも根気強く面倒を見てくださる担当編集星野様。ありがとうございます。またしばらく御厄介になります。よろしくね！


    　そして、これまでご愛読いただきました読者の皆様。皆様の温かいご声援があってこそ渡航はここまで来れました。ありがとうございます。全身全霊を込めて書いたこの物語、少しでも皆様に楽しんでいただけたら幸いです。


    　この物語はこれにて終幕と相成りますが、作家・渡航の物語はまだ始まったばかりです。もうちょっとだけ続くんじゃよ？


    　渡航の小説が読めるのは今のところガガガ文庫だけ！　渡航の次回作にご期待ください！　というわけで、いずれまたそう遠くないうちにどこかでお会いいたしましょう。再びお目にかかれる日を心から祈りつつ、今回はこの辺で筆を置かせていただきます。瞳には涙を溜めながらも、前を向きつつ。


    
      二〇一〇年十月某日　千葉県某所にて　渡航
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    Wataru Watari


    



    １９８７年生まれ。うさぎ年のＡ型みずがめ座。自分のプライドを守るためのディフェンスには定評がある。座右の銘は「嫌われる前に嫌え」。執筆中はだいたい何か食べている。いつでも何か食べている。

  



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    あやかしがたり４


    



    ２０１２年12月１日　電子書籍版発行


    著　者　渡航


    発行人　佐上靖之


    編集人　野村敦司


    編　集　星野博規


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１０年11月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸWATARU WATARI 2012　ISBN978-4-09-451238-0


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/0011_01.png
without_beinglitold





OEBPS/Images/0051_01.png





OEBPS/Images/0239_01.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		Start



		序　とはずがたり　　　without_being_told



		壱　再びの旅立ち　　　leave_on_his_journey_to_the_next_world



		弐　街道をゆく　　　Road_to_the_perdition



		参　奇跡の御手　　　Arguments_about_the_existence



		肆　悪人正機　　　Picaresque_hero



		伍　瑠璃の空　　　waiting_for_the_light_of_day



		破　独白　　　Monologue



		陸　繋ぎ紡ぎ　　　Hope_of_future



		漆　雨上がり　　　after_the_rain



		急　無双　　　not_matchless,not_distinguished



		結　この世の春　　　spring_has_come



		あとがき



		奥付











OEBPS/Images/0003-0005_01.png
AR T - = T N o
KOZUKENOSUKE YOSHIKAGE_yusa U§as)f - ;y e SHINNOSUKE oOkubo

N





OEBPS/Images/000a.png





OEBPS/Images/0213_01.png





OEBPS/Images/0091_01.png
Arguments_about_the_existence

%
)]
2
(]
$

=

N





OEBPS/Images/0001_01.png
Ay GATARI 4

r
4

-

0 i

'WATARI =] WATARU





OEBPS/Images/0009_01.png
NS

AYAKASHI

T

GATARI

.
v

\\ ST
§ )





OEBPS/Images/0155_01.png
(-
Picaresque_hero

PR >ER





OEBPS/Images/0137_01.png





OEBPS/Images/0023_01.png





OEBPS/Images/0303_01.png





OEBPS/Images/0307_01.png
I
spring_has_come

HOFESN





OEBPS/Images/0171_01.png





OEBPS/Images/0043_01.png
Road_to_the perdition

]
1]

NSRE





OEBPS/Images/0229_01.png
\-i

o

Monoi;)gue

i
H





OEBPS/Images/0067_01.png





OEBPS/Images/0233_01.png





OEBPS/Images/0251_01.png
e

=
Y
after_the_rain

]
Lk

o

58
)





OEBPS/Images/0085_01.png





OEBPS/Images/0006-0008_01.png





OEBPS/Images/0207_01.png
waiting_for_thé;light_of_day

RO





OEBPS/Images/0275_01.png
,
, \
- ./ =
A\ \“I’! 5
S Ney
67 I S,

‘l » ) iy «
BN/ A
T \

‘\&m@\ ’tbnw ‘. Al






OEBPS/Images/0277_01.png
=
! . . . .
not_matchless,not_distinguished

e
p





OEBPS/Images/0017_01.png
x
L. I~
leave_on_his_journey_to_the_next_world

Or<rFOCH





OEBPS/Images/0002_01.png
/2]
L—;’Q 5 _journey_to_the_next_world





